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水港遺跡の大規模建物

iltl主I)j守 (ノド II，'F ~ I.) のltiJlt約50m

でみつかった }IH~II，'F(\::の 1'4ïflilJ't:

1・tきの大島H史な建物。建物の人-

きさ I阜、 Iti~tがが'Jl4rn ，耳( 1叫が

18mで.IH¥Il形も大ぷりである.

背後に 1;1.、 }IH~川をはさんです

(，に11"1.員百:がせまる.束力・ ら。

本文dmヨ~照(l置影芥上回夫)

蔵原宮跡の調査

山内のjJGI+ij:lllに近い地区のfeM..
:.'.以前に泊って いた叶l北JiI:'1の巡

路~.Itから比たもの。 道路の紙jI;1.

約6.5mで"I，j(I!~i符をそな え る 。 側hY，'
からは ru'I:Jの本怖がH'，Iニした。

'，':"，の jil'~'1:にともない J'llめ ら れ、 ;J!.I

10也1m辺は、 Jl， l 、 ~I~，IJ也とされた.

本文d頁診照 oell> 弁上回夫)

1996年度のおもな調査

俗文研年脅1 1997 11 



吉備池廃寺の調査(館空写真)

7守備i也は‘i'"r久111の北京.保JI'.1. ï'ff~iìにある ru佐川のため池. 今阿の1êJ械で
l司大な金~:の基Jff を pflj .!Z L. JlH~II.HI: ，';0院の(i.(fが1IJ1らかとなった。'伊良11

~tJ ..空か らの鍬影で、たが~llî: 'I' のイド1 である . 製作の土川よりひ t まわり
大き〈、イ1t~止のi"~ 色の~&J旬 lニが見 える . イp:堂のお ( IJ~) に伐るもう 一つの 仁

川は、 I持基t\~の "Tíi~性が~'ijl 、 . 本文85頁参照。

11 奈文研 年報/1997If 



i (上〉吉備池廃寺金堂塞措置

イドHt.. j~i込j也~i:'ともなう I~"'; ~ ， Jι 
I引をも っ。 これは、 JM'1.の北辺を~L

か bみた写J'!.である。Jp防!ーが111.込
j也xiの外(!!IIまで広がっている。 'I"li
して、障壁をJ生誕した近 111 の~~可がめぐ

るが、 民岩手111，は、 はん らい、 JJ;J¥'tに

tむなうものであみう。i♀}ilこ>.!.え

るのはnu.指定される jlljJjU史であ

る。本文85頁参照(!尽影井上自夫)

↑吉備池廃寺金堂i!i置の断面

イI1:':止)，PIその断1(ljを附か ら凡たと

よ みであ る 。 日苛尚色砂~~ 1:のベ

ー スを 1111近<lliiり|、 げたllii込
j也xiの状況がよ 〈わかる。JiloI(ii
に多数の僚をおさ、 その |に1・1
~ 5cm内外の版2誌を;r.:ねて、 I~"J

L 、J在)¥1Z' hV;築している。 1M込j也

J監の氏からの I~':j ~ ，立.現状で

2.5-2.II11ある。本文85頁参照

(!鼠影弁よ直夫)

お文，/fil骨1/1997-11 111 



本業師寺西繕

ノド川，'，に伐る附t't土tl~i' lti Jl!からみた11.
)'(..心t曜のl拘束.土t_ffO)4分の1i'1e11liし
た.法J1U.剖ilま大き〈自11らt1.. )在JJ1.外主E
1，1主主取られていたが、イi*l[;らによる1・同

様i，'f/.ゃRAlの一部を1:.1，める. l:l貞)l.iII~
にはJiをl従来したこ仁坑がある.本文24頁

参照(îIl~ 井上包夫)

山田寺南函回廊

崎【からみたl軒両国臣Ii.(1つIl.'l、i:，lィIlilE

i対行製で‘五在弁で飾った十t11~i'っく りfご

したもの.(l釘土1'.1こJH伐るのは明 Fの

j也縦材。 ほかに 11l1~1Íのili ~括部材として伎

や出i l't、 IH木や斗な E の~ll~~Jが，1，'，，:々とあ

る.孫々と伐る瓦は、 kHJ!に fr.かれた状

態をよ<1:.1:めているものや.J.瓦+五して

議下した状況を示すも のがある.本文78
頁診照{燭影井上直夫)

IV 1s~文研年明VJ997-11
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1. 本舎は、奈良国立文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部が199611三1月から1997年

3月までに実施 した藤原宮跡、藤原京跡および飛品地域等の発掘調査の概要報告で

あり、これまで刊行してきた 『飛九 ・藤原宮発掘調査概報 1-26J (197l年-1996

11~ ) を 引 き継ぐものである。各制究報特の執錯は、 手干淵査の発掘担当者が主におこ

なった。執筆者名には、 1996年度引在の所属調査室%を付した。

2. 造構図に付した座棋は国土方服部VIJ主標系による 。 また、市 ~Iま海抜~::jて示す。

3.追構には、 ー述の番号を付 けている。帯号の前に泣椛の種類を示すSA(築地、

塀)、 S8(建物)、 SC(回廊)、 SD(吊o、SE(井戸)、 SF(道路上 SK(土坑)、 sx
(その他)などの記号を付 した。

4.藤原宮の地区区分については、 『藤原概報 26J(3 roを参!!賀されたい。

5. 7 世紀代の土器の|時期区分は、飛.r.~ 1 -V  1:表す。詳制は、 『藤原報告IIJ(92-100 

頁)を参照されたい。

6.藤原宮第81次調査については、};IJ)企r藤原京右京一条-1方発掘調究報告J(奈良凶

立文化財研究所、 1997年 3月)を刊行しているので、参照されたい。

7 . 藤原京の範聞については、新発>~がキ11次ぎ、再検討・が進んで‘いる 。 凶12 (13頁)

lま、岸俊男説藤原京を示した。 コラム「総!京京の範凶J (38頁)を参照されたい。

8.本文未収録の調査については、 92頁の 「その他の発掘調究概要」を参!!刊されたい。
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表 l 1996年度飛鳥藤原宮 跡発鱈闘査部発錨調査一覧(*1.:1.95年度鰐査分)

調査次数 調査地区 調査期間 薗積 関査地 担当者

*百草原冶・78・9 5AJH-R'S布京六 ・七条一幼ー 95.12.18-96.02.09 460m' 償問ili飛幌町 近隊大典

*藤原富78-10 5AJK-C'D 'i¥'i!Y而大JIiI日辺 96.03.27-03.28 102m' 償問iIi縄手町 m崎酌:

t草原宮81 5AJS-U'T右京一条-tJi 96.06.12-09.20 12iOm' .1限ili縄手町 寺崎i品広
藤原宮81-1 5AJD-M 左京七条三筋 96.04.02-05.09 428m' lGlrl.市木之本町 羽lHl-
E草原百~8卜2 5AJC-P東方日開i，ll地区 96.04.30-05.02 9耐 lG原市町殿町 議刷出光

正草原宮81-3 5AJK-C 西方行待i~t地区 96.05.27-05.28 6耐 11原市縄手町 'ti事一郎
藤原宮81-4 5AJ L-A 西方m~i，fi地区 96.06.12-06.13 15m' IIH百îIï縄手~T ~ti平一郎
藤原冶・81-5 5AJL-C右京五条三I方 96.07.02-07.19 108m' 4置阪iIi純手町 毛利光俊彦

t事原宮81-6 5AJE-R北部外i輩 96.09.04 -09.05 11m' U!Iì:(司ii\品酬~T 毛利光俊彦

藤原宮8ト7 5AMG-N左京十一条三tJj 96.09.18-10.01 68耐 IリIU符村iU 毛利光俊彦

t草原宮8トB 5AMH-B・C'J'K'N左京十一条三t)j 96.09.12-10.30 667耐 II}IU骨村m 荒木~.司

藤原宮8ト9 5Ai¥IC-E奥山久3依存双方 96.09.24-09.27 20耐 '~I U?ヰ村奥山 寺嶋f~広
正草原宮81-10 5AJB-T双方I(・街北地区 96.10.07-10.11 18m' !I原市荷量生町 /!.¥'帯広
藤原);i8ト11 5AJC-E左京六粂三妨 96.10.14-10.17 27m' t量販市木之本町 川崎 i{[ 
藤原宮8ト12 5AJC-P 東方m~iífi地区 96.11.18-11.19 10耐 樋[京市EHi殿町 千問問IJ.ilI
藤原);i81・13 5AJD-L左京七条三tJj 97.01.09-01.14 15m' 償阪市木之本町 伊藤敬太郎

議Ai宮81・14 5ADD-T 吉備it!!.Jll~Í' 97.01.09-03.26 420m' 桜~I'市古{蒔 小i事絞

藤原宮8卜15 5AJC-N左京六条三t)j 97.01.31-02.03 15m' !l 1~(îlí木之本町 ~~1H\l百l
藤原i富8ト16 5ADD-T吉備池I彪# 97.03.31-04.04 100耐 桜井市吉備 小湾総

t草原);i82 5AjL-C'D西1m・術fll地区 96.10.07-97.02.07 1.800耐 t置原市縄手町 千日l岡~.ìlI
蔭原宮84 5BAS・M' N 飛.r.~~Í'':Í' J点東南隅 97.01.09-総統中 2400耐 明U?守村飛鳥 K~岡敏!JJ

*本薬師寺1995・15BMY-H'N西11f.i軒凶悶邸 96.02.01-06.06 609m' 樋l;;tili繊殿町 千問剛近

*本~師寺 1995・2 5BMY-M 寺械硲'H 96.02.13-02.15 24m' 111.沼市松殿町 且¥loj i{[ 
*本薬師寺1995・35BMY-H守峨砕1ill 96.03.18-04.09 211m' Ullj;ii!i峨殿町 千印刷泣

本薬師寺1996-15BMY-H、5AMQ-J'f枝市辺 97.03.24-03.27 100m' 樋1;;(市域殿町 長J7; 充
水落透跡9 5AME-Q漏車IJ台JI(，li 96.04.08-08.19 533，げ "111J符村飛.[t 深海ラml

*水落遺跡1995-15Ai¥ID-N・U.5Aì\IE- P 舷込地業~t~自他 96.03.18-03.27 34耐 町IU~守村飛鳥 西口鶴生

石神遺跡1996-15Ai¥IE-U JI(辺 96.12.02-12.03 65m' 岬111符村飛鳥 西日時生

*樋寺1995-1 5BTB-B 北1"1 96.01.09-02.14 91耐 町111待村尚 西m草生

*川原寺1995-1 5BKH-E'F存域各所 96.03.04-03.14 37m' I~IU 符村川原 P..¥崎 I庄
川原寺1996-1 5AK1. 5BKH-D・E.F守j虫各所 96.07.15-08.30 155耐 町IU符村川原 IE谷 捻

JIIIJl1;'f1996-2 5BKH-A存域i!!ilfi剖i 96.10.29-11.25 60m' iリ11.11写村川原 m崎直

山岡寺10 5BYD-F.N rfi而JI(回邸 96.05.10-08.07 170m' 桜井市山悶 佐川iE敏

山悶寺11 5BYD-A.H寺峨111辺 96.10.21-12.16 175耐 縦訓 ili山問 県1崎 i{[

飛れ寺1996-1 5BAS-S・T.5AME-S'T西門 96.08.19-1 1.18 262m' 191日待村飛.f.'" 1E谷倍

飛鳥寺1996-2 5BAS-[¥1寺域双方 96.08.28-09.04 15，が 町I U符村飛.r~ 筑木浩司

飛鳥寺1996-3 5BAS-R'S'Q'K 5AME-R 講堂1M辺・ 96.10.07-12.13 270耐 IIJI日i'i'H飛鳥 西日務生

西而大Jy11也
板悶寺1996・l 5BST-A酉而阿邸 96.12.16-97.02.28 120耐 lリIU符村悦戸 西日E章生

調査要因

宅地近成

水路改修
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藤原宮の調査
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図 l 藤原宮の調査位置図 1 : 7000 



@西方官街南地区の調査一第82次

5-9次調査 『藤原報告IIJ)を発見したのをはじめ、*

には掘立柱塀で区画された 2つの区画(第76・79・80次

調査)がみつかるな Eの成果ぞ得ている。

はじめに唱

このほかに藤原宮の下府一帯に広がる弥生・古!Jt時代

の四分追跡の様相も断片的ながら判明してきている。

これらの調査によって、今回の調査区には、藤原宮の

官街のほか、藤原宮直前Jtflでは、宮内先行粂坊として西

二坊坊1l¥J路と五粂大路などの追椛の存在が予想されると

その結来、制査区の北には、先行粂坊側溝

を埋め立ててつくられた平城宮馬寮と類似する官街(第

われている。

SA8430 
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H
H
H
U
H
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調査地は藤原宮西南附に位置し、藤原宮西方官街南地

区にあたる。道路造成にとらなう事前調査として実施し

たもので、調査面積は1.800m'て‘ある。

本調査区周辺では、 1972年以降、多くの間査がおこな

社J

ロ
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ともに凹分追跡の様相など、弥生時代から藤原宮JUjにか

けての長期にわたる土地利用、空間利用にかんする成果

が期待された。

2 基本層序

調査地の基本的な土府は、上から水国主!~土、床土、!灰

褐色土で、その下は、場所によって異なる。調査区南半

では、灰梢色土は比較的部〈、その下は、南端て¥弥生

時代の包含府である黒灰色粘土が露出している場所があ

るほかは、大部分が賞褐色細砂または、こげ茶色の粗砂

市が広がる。調査区中lifから北よりにかけては、 床土

と古地H寺代の包含府(炭混じり l培褐色砂質土、灰色村質

土)とのあいだに、灰褐色土が分厚く.1it加する。

地怖の検出Ii.、 1:11i止以降の制措群を、 j夫梢色土におい

て、 i篠原宮j切および藤j点;宮直前期、古墳11青t代斜行構な E

は、灰褐色土下の茶柑色砂11土または、包合li1上而にお

いて行った。古墳時代水田li.、貰褐色砂}f1下で検出した。

3 検出遭情

検出した迫椛は、|時期別にみる t、(1) 古墳時代 (2) 

藤原宮直前期から藤原宮期 (3)藤原宮期以降小|止以liij

(4)中|止以降、に大別される。

中世以降の造柿は、東西、南北方向からなる多数の紺l

俳群であり、記述を省略する。

藤原宮直前JUJから藤原宮期の遺構

;直内の先行粂坊にぞくする西ニ坊坊HH路、五条大路と

その削減、土坑がある。

西二坊坊間路SF3205 すでに北方の調査区(第54-9次)

で検出されており、今回検出分は、そのitJ延長官1Iにあた

る。来四両fWJに側溝をそなえ、道路の規模は路而幅で約

5.4-6.5m、fll1l抗心心1111て、約6.2-6.8mである。調査区

の北から約56m分までは、両側溝を検出し、以南は、刊

illlJF.Ytがさ らに約12m分かろうじて残っていた。五条大路

との失点付-近までのHIJ約18mは、雨明!IJf，Yj.とも )'I'J平のため

追存していない。

西二妨坊間路東側溝S03206 幅が約 1m、i奈さは判読

区北端で約1.2mと品む探〈、南へいく にしたがって浅く

なる。[U，¥l査区中ほどでは、底部を浅 く践すのみとなる。

構内の土1Mは、上半音11が背灰色ないし灰柑色砂質土て¥

竪くしま っており、講の捜め立て土と推定する。下半告11

y=一17.830 y=ー17.810

〈安

x-一166.750

日F3205

SD3206 

切11
。

X=-166.790 

。

!

1

1
 

1

j

l
 

o 0 
_ 0 
v CQ) 

o 6'-lfo_o 0 0 I 
。己i¥8754I 

。。。

制

水筒

10陶

X=一166.830

図3 第82次調査遭情図 1 : 400 
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は、車11I砂混じりのff灰色ないし暗灰色粘質土で、流水時

の地f!'iである。背灰色ないし灰褐色砂質土は、調査区北

端から約20mほどまでは認められるが、以南は、制|砂混

じり背灰色粘質土のみとなる。調査区北端に近い位置の

構底に近い11音灰色粘質土から藤原宮直前期に属する土問i

t号、須恵器とともに「許・」の文字を含む木簡が出土した。

交差点における西側溝SD3207は、交差点から北に 3m

分だけ存在し、幅約 1m、i奈さ約0.2mである。講の京カf

土坑SK8762で破撲されているので、本来の幅はもう少し

広かったであろう 。

西二坊坊間路西側溝803207 幅0.8-1.0m、深さは、北

端で現存0.3mほどで、南へ行くにしたがって浅くなる。

東側部にくらべて浅L、。構内は背灰色砂質土が地税する。

その上の捕[t111土である灰褐色砂質土は北端から10mほど

までは部<J~忍められるが、以南では背灰色砂質土のみで

ある。少fikの土器が出土した。

西二坊坊IBJ路は、調査区南端て‘五粂大路SF6360と交差

する。交差点北西で、西二坊幼閉路西側部f.1:五粂大路北

側溝が逆L字形に連接する。これに対応する北京位置で

は、 {Jりj溝はまったく残っていない。

五粂大路SF6360は、今回の調査区内ては、北!J!lliiYtを調

査区西端から約 5m分を検出したが、南側溝は、調査区

外になるため、この位置での道路幅を確認することはで

きなかった。なお、五条大路の幅については、東の調査

区(第80次)では、前:心心!日iて、約8.5m、路而師で約7.5

mとL、う値が知 られて いる (r藤原概報26J)。

五条大路北側部SD63581i.、幅1.2m、i奈さ約0.2m。前

半昔11が深い。

なお、宮内の五条大路に|刻しては、東の既調査区(第

80次調査)では、藤原宮期に側溝の掘りなおしがあり、

宮内道路 tして踏襲された こtが指摘されている (r藤原

概報26J)。

土坑SK8745は、雨北約3.4m・東西2.3mの不整形で、

深さ約 1mある。埋土は、 2W1にわかれ下府は、時灰色

粘土、上肝はTT灰色砂質土である。一気に埋め戻された

様相を呈する。

藤原宮則以降中世以前の遺構

藤原宮期以降中世以前の遺構としては、 JJJ~ 2と、南北

部 l、土坑4がある。

南北端SD8750は、東側溝SD3206に重複して、それより

6 ~詩文研.lJ'fll/1997-11

図4 西二mm悶路 ・ 五条大路~差点(西北隅 束力、ら)

新しい椛である。全長18.5m、幅40cm前後で、 i奈さ 5-10 

cmある。榔の方位は、北で西に振れる。

南北J尻;SA8740は、調査区東北11出で検出 した。南北 21:11

で、柱Iillは北から約1.6m、約1.4mである。北接する第

54・9次調査区にはのびない。SA8740は、I}jllll路との前後

関係は決めがたい。ただ、方位がほぼ方|出方位にのって

いることや、東約 6mに検出されている掘立柱建物(4 

lillx 311:1の南北棟) (第60-13次調査) と中心含揃える こ

とから、それとの関係、が考えられるが、決め手を欠〈 。

南北塀SA8751は柱間 2HJIで、南北椛SD8750を切って

柱穴が掘られており、柱Iillは北が約 1m、南が約1.2m。

東西塀SA8754は、東西 21:11、住IBJは、東から約2.7m、

約3.3mである。

土坑SK8741は、一辺約0.6mの不艶方形、深さ0.15mの

小土坑である。土坑内には平瓦 l枚分を 3放に告1Iって重

ねてあった。北に接する既調査区(第54-9次調査区)に

は関連する遺構は存在せず、こ の l箇所だけの単独の存

在であり性格は明らかにしがたい。

次に記す 3箇所の土坑は、調査区南よりにある。

土坑SK8761は、東西1.4m、南北1.8mの長方形、i奈さ

0.5mである。土坑SK8762は、東西 1m、南北3.6mの長

方形、i奈さ0.2mである。土坑SK8763は、東西1.7m、南

北2.3m の長方形、 i楽~0.4m である 。

これらの造椛は、先行粂坊路而上に位置する こと

(SK8763) 、{J!II ~誌が埋め られた後に、もうけられているこ

と (SK8762)、また純叩き の平瓦をふくむ (SK8741、

SK8761、SK8763)ことなどか ら、年代l主総版宮以降に属

する。土坑SK8762も土坑SK8763と同質の埋土であり、問



図5 水田(束力、ら)

H寺J切と1ft定される。

古!_n時代の遺構

水田と斜行構 2がある。

水田 東西13m、南北10mの範囲を掘りさげて検出した。

水田は、黒灰色粘質土(弥生時代包含府)をベースにつ

くられており、計12枚を検出した。

まとまって検出されたのは本調査区の南辺に露出した

包含層を南辺として、その固と北の大畦(幅約 1m)で

区画された東西に長L、長方形の大区l直"(南北約 5m、東

西11m以上)のなかに形成された水田である。低 L、小畦

(幅0.3-1.0m、首iさ15cmiiij後)で区画された水田 8枚を

検出した。東端の l枚をのぞ， < 7枚は全形がわかり、い

ずれも方形または、不路方形である。大きさは、大中小

3種類あり、小型は一辺1.5-2.5mで 5枚、 '-1'型は 3x 

2mで 2枚ある。束の 1枚は一辺 6mて¥ これらより大

型である。西の大畦の北端と南よりに 2筒所の関口部が

ある。

調査区内には、 このほか大畦の北にも 一辺 7-8mの

水田が 3枚ある。西北の斜行する 2粂の構は、重複関係

から見て水田よりは新し いも のである。

水田而は賀色の徴主"'な砂市でおおわれていた。71<凹の

i奈さは、小畦からのi奈さが、現状で約 3-7 cmある。水

田中からは土器車III片が少量出土している。大半がペース

の包含府から遊離した弥生土器の紡|片であるが、 1 )午の

古墳時代の布留式の土師総小片があり、水仕lの|時期がそ

の頃である可能性を示している。

斜行溝SD3100 調査区中ほどで検出した南東から凶北

へ流れる大規模な自然流路である。慨に、西隣の第33次

調査区や、 東方の第76次や、第80次の調査で、存在が知

y=ー 17.815 Y=-17.81O 

。 5m 
X=-166.825-

図E 水田遺倒図 l目 200

られていたもので、本調査区では、長さ18m分含検出し

た。本調交区内での講師は 4m前後で、オーバーフロー

を合めると、最大幅は、西端て約 5m、東端;で約 9m と

なる。両岸は比較的急、な傾斜をもっ。'ifI!'のi奈さは、調査

区西端において講肩から約 2mまでは確認したが、 j前段

の危険により、部底は未確認である。調査区西端の南岸

裾に近い位置に掘立柱穴 I簡所を検出した。掘形は、 一

辺約0.8mで、柱根(直径20cm、長さは現状で0.6m)を

残す。検，'.1'，位置からみて橋脚かとおもわれるが、対する

北岸には掘形や、柱根は認められない。

h'Wの推干1'(}百は、基本的に砂j習であって、上から第 1-3 

府に大別される。第3J習は、分厚い砂喋!日て¥磨滅した

ごく少iii;の土器片の他は、ほとん E造物をふくまず、強

い流れがあったニとを示している。第2府は、粘質土ま

じりの背灰色の紺!砂市であり、流れがゆるいか、または

図7 斜行溝803100土器出土状態(束力、ら)

奈文研 '1'骨1/1997-11 7 
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。 30cm 

図B 省続時代斜行満80310日出土土器その 11:4 I:Mi誌綿式 1:む
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20cm 

図日 吉償時代斜行潟803100出土土器その21:4 ifi~!!.(;， 
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図10 西二妨妨問路東側溝803206出土土穏 1 : 4 

よどんだような状況である。多註の古墳時代土師器、須

恵器、韓式土器が出土した。土器は南岸寄りに集中して

出土する傾向がある。出土土器には、完形品または完形

に近い大破片のものが多い。!諮滅の痕跡もほとんどみら

れず、ごく近い場所から投棄されたものと推定できる。

第 l層は、厚さ 5cm前後、講の南岸に幅 1-1.2mで、溝

型i伎の最終段階のオーバーフローとみられる。北半音11は

後の削平が深〈及んでいるため、第 2J百が直接露出して

おり、第 1~の本米の幅は不明で.ある 。 地平1'(用 lま赤褐色

の粗砂に礁をまじえ、多量の古境時代土器を含むが、そ

れらには、磨滅した車111片が多い。

斜行溝SD8760 調査区南端で検出した南東から西北へ

流れる講である。師は約 1-1.4mて¥深さは0.4m、長

さ26m分を検出した。構は、 IJlf直線をなし、調査区の

西端および東寄りでわずかに南へ湾曲する。基本的には

索掘 りであり、北岸東寄りには、長さ 2mにわたって、

しがらみ護岸の痕跡と見られる杭t杭跡計4簡所がある。

推;fj't府は、灰褐色砂質土を主体にし、古!"Jt時代の土師~号、

須恵器、韓式土器が出土した。

4 出土遺物

主な出土造物には木筒、土器、瓦、木製品、金属製品、

石製品がある。

木簡 西二坊坊間路東側溝SD3206から l点出土した。釈

文、法量は次のとおり。

[知夫利ヵ]
口口口評由羅五十戸

加口口加伊口E コ192 x 33 x 4mm 031型式
[鮮ヵ]

10 奈文研 ll'f担/1997-11

上半右1l!IJを欠くが完形に近い。切り込みをもっ荷札木

簡で、貢進地はのちの隠岐国智夫郡由良郷(和名抄の表

記)にあたる。「評J r五十戸」の表記からみて 7世紀末

の木簡である。

土器 弥生時代、古I即時代と藤原宮期前後の土器がある。

弥生土器は下!日包含府に伴うもので弥生時代後期が主体

を占める。古噴時代土器l主主に2粂の斜行構から出土し

た古い段階の須恵器をともなうものが多量にあり、須恵

器をともなわない古式土師器が少量ある。藤原宮期前後

の土器は、酋二坊坊間路の東側溝SD3206および土坑

SK8745等からte，土 したものにま tまりがある。土器の大

半は整理途上にあり、こ こでは、斜行構SD3100と、東側

前lSD3206出土土器をとりあげる。

SD3100出土土器(図8・9) 下流の第33次調査、上流の

第76・80次調査でも多量に出土し、南方の第62次調査地、

香久山西麓の第46次調査地の住居跡出ニlニの土師総 ・韓式

土iR4等や明日香村山田道第 2次調査地、極原市四条大田

中泣跡、南山古墳群tiff土の土器群な Eとともに、古墳時

代中期における飛鳥地域の様相をさぐる上で重要な資料

である。

ここでは、主に第 2J百出土の須恵器、斡式土慌を羽11出

して示した。 したがって、総極構成を反映していない。

土師器には、椀(1-5)、高杯(6・7)、複(9 

-11)、鍋 (14)、長胴襲(15)、甑 (16)なEがある。椀

には調整法や口縁部の形状の拠なる 多様なも のがある。

高杯には、半球形の杯部外商をハケメ 調整する小型品

( 6・7)と口縁が大き く外反する大型品 (8 )がある。

小型品には対向する 2個の円孔を うがつ もの と問孔のな



いものがある。袈には球形かやや縦長の休部のものと広

口で浅いもの(11) がある。制かい白色砂粒が多祉にiM

じる胎土が特徴的て¥椀(1・ 3)や総武土器の路製'.~

うけた長胴聾(15)、甑(16)にも共通している。鍋(14)

は、片rrで棒状の把手をJUiり付ける。|人l而上半守強〈ナ

テ。あげる。長胴塑 (15)は、口縁部上半に強いヨコ ナデ

による段がある。 体昔11外而は細かなハケメ、 内而はナデ

調整。粘土紐の継ぎ目が残る。甑 (16)は、下すlままり

のf本部q，央に棒状の把手を付ける。把手は中空になって

いるが、内部から挿入した;E;が脱落した "ffiE'性がある。

底部には中央の円孔を凶んで 5つの小j11干しをあける。

韓式土器には軟質の平l底鉢(12)、地(13)、甑、硬質

の平行npき襲などがある。121ま外而を平行叩きで調路し、

底古11 に方形のゲタ痕がある。 13は~1~が土r，iIÎ器裂と ~rri似

するが、厚手で1本部外而に平行叩きとカキメ状の粂泌が

ある。二次加熱を受けている。裂にはほかに薄手てクト1m

に平行叩き、内面に同心円当て板11.'{l?1f.が伐るものがある。

甑に li平底で外商を倫子日pきで制緩したものがある。

須恵rJt.には杯 (17-28)、日杯 (29-37)、椀 (38-

41)、地 (42・43)、査 (44・45)、樽jfsf1i(46)、器台 (47)

などがある。陶邑編年のTK73-TK216に属する古い段

階のものが主体を しめる 。 多様なお杯、 把手付腕など和:~t

式系の硬質土恭 t区別しがたいものがある。

SD3206出土土器(図10) r評」の木簡 と伴IJ'，した点で.ifI

要である。総種には土仰総杯A (1)、杯C、1111A(2)、

鉢B (3)、襲、須忠総杯B (6・7・10・11)、同輩(4・

5 )、杯A (8・9)、輩、翌5カfある。 11ま口径18.6cm、

市さ5.8cmo 21ま口径21.1cm、市さ2.3cmo とらに口紘端

部iカf小さく内側Ij(こ)1日)11-する。 3はIJ筏20.3cm、市さ9.7

cmo 2段の欣射暗文の境にラセン文を施す。須恵総杯B

蓋ては身受けのかえり のある 4に似たも のが多く、かえ

りのない 5のよ うなら のはわずかである。杯BIIl(6) 

は市台の端部が外方へ突き 1-"，る。杯 B (7・10・11)の

高台む外方へ踏ん張り気味て臨j点宮造首前:前期の特徴を

示している。 8は内外而に火俸があり、底部lまロクロケ

ズり。 9は底部へラキリで.内而に自然意111がかぶる。

瓦 丸瓦が23点 (2.33kg)、平瓦107点 (10.78kg)が11'，土

した。SK8741出土分以外は、ほとんどが小片で出土し、

軒五は皆無で.あった。

木製自 S03206出土のIUI!幼底板な どがある。

石製昂 石包丁、石斧、紡錘IIIなどがある。石包丁は、

弥生H寺:(.~の包含府(烈灰色土)から出土したも のであ る 。

石斧は小型の柱状片刃石斧で、 SK8761から出土したが、

ベースをなす弥生時代包合胞から遊離したものであろう。

紡錘lli.は、古t即時代前S08760から，'1'，七した治石製の被頭

円錐Jr~の ものである 。

5 まとめ

今回の調査では、 予定!位置に先行条肪道路(西二坊坊

IIHl降、 五条大路)とそ の側部を検出した。

1m二防j方間路については、その}.U(J!I附'nま、今回検出し

た約54m分のうち、北寄り約10m分が深くなっている。

西側消より東側溝が探〈掘られていることは北楼する第

5Lト 9 次制査区での知見と同様で、 f!!ll~ιのど ちらか一方が

深いことはしばしばみられる現象である。

北のi境調査区(第 5-9次)では、先行粂坊側溝ぞ埋

めて '1~~l]Hが造営されているが、本淵rt区でも先行粂坊側

溝は岨!められているとみてよい。

五条大路については、西而南門から京に向かう宮内道

lfi'rとして踏襲されたとかんがえ られているが、今回の調

査区内では、五条大路が藤原宮JVJに附製されたことは確

認できなかった。

本訴lTif区は、藤原宮四方官街南地区の西南陥部に近〈、

京の既調穴区で発凡されてレるような区画の存在が予想

された。 しカか‘し、今回の澗査区て

t脱共なJ桝iJ)f.や、土坑のみで.あり、建物はま ったく検出されて

いな L、。 ここが、問而南門を入って、すぐの場所て.ある

ことから、広い空間地となったのか、あるいは既に削平

をうけて!ill物など の泣怖が失われたのか、現状では決し

がたい。

今l!!lの淵31t区では、このほか古墳時代の水田と械を検

IJ'，し た 。 水聞は 4 世紀代、斜行~Ni:SD3100 と、 S08760は 5

世紀代と.fW定する。水聞の泣梢は、 これまで¥本調査区

をふくむ四分追跡では、弥生後JtJJの水111(第59次淵査、

第66-15次、 68次四)が多〈知られているが、古墳時代の

水川 としては第71-2次調究に次ぐ・ 2例Hである。集落の

北辺に近いとおもわれる この地域の占J:ftl時代における土

地利川の状況を示す好資料を得た ことも特筆されよう。

(千田剛造/考古第E 土器;西口)
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。北面外濠の調査一第81・6次

はじめに

この調査は、個人住宅の改築に伴う楽部j調査として、

桓原市醍醐町で実施した。調査地は藤原宮の北面大垣の

外濠にかかり、その検出を主目的として、敷地の北より

に南北 5m、東西 2mの調査区を設けた。

調査地の土胞は、表土・床土下に厚さO.lmlll:::'の灰褐

色砂質土があり、その下(表土下約0.4m}は暗貰灰色料i

質土の地山となる。

遺構

主な遺構は、 北面外i豪と柱穴 1侭|て¥ ともに地山而て.

検出した。他に灰褐色ra、質土上国から掘り込んだ土坑な

どがあるが、造物は出土しなかった。

北面外i豪SDl45は、南岸を検出した。検出した幅は約 l

mで、調査区北端でのi奈さは約0.7mである。講心はさら

に北になる(椛定幅約 5m}。藤原宮期の土総が少量出土

した。柱穴は一辺約0.7m、i奈さ約0.7m。柱は抜き取っ

ている。痕跡から、柱の径は20cmほどになる。 l個だけ

で建物か塀か不明だが、掘形からみると北で西に振れる。

柱抜取穴や掘形から、古墳時代の布留式の土師器裂が出

土した。 (毛利光俊彦/史料)

一-x = -166.092 

SD145 

。
一-x=一166.095

y= -17.590 

。 3m 

図11 第日ト6次調査遺憾図 1 :目。
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.現場班ラインアップ

1995年度冬の現場班li、黒崎総担当で12月18日に

はじまり、最後の埋め庚 しが終わったのが6月6日。

4月からの新年度は、森は深湾総担当で、 4月2日

から 8月19日まで。瓦lま寺崎総担当で 7月2日から

11月18日まで。秋l立、千回総担当で、 10月7日から

狸1997年2月28日まで。冬lま向田総担当で 1月9日

から 5J'J 6日まで、それぞれ稼働した。この{也、現

場には、随時、囲内の研修生が混じって、 ミャンマ

ーなどからの多 くの外国人が現場に参加し、国際色

にあふれた。 (C)
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.左京七条三坊の調査一第81・1次

唱 はじめに

この調査は、極!京市木之本町において宅地造成にとも

なう事前調査として実絡したものである。調査地は香久

山の西裕告jlて、木之本町の集務からは、道路を隔てて束

に位置する。調査区は、 1985-1987年の第46・47・50・

53次調査 (r藤原概報16-18J)で検出されたSF4300、

SD4301 ・ 4302、 SA4282~平の来三坊坊間路に関連する追怖

の南延長上にあたり、それらの検出を調査の主たる目的

とした。調査而棋は428m'である。

2 遺構

基本j荷停は、 上か ら耕土、床土、賞褐色土(地UI)、If音

褐色砂質土(j也山)である。後述する弁戸の断而観察に

よれば、さらにその下には砂牒層が厚〈推航して いる。

すべての追梢の検出は賞褐色土上国て‘行った。検出した

主な追怖には、古墳時代の流路、藤原宮期の抗iu立柱桝 ・

紫!lll溝、中世の掘立柱建物 ・井戸 .~梓がある。

古墳時代の遺構

調査区南東附から北端中央に向かつて流れる流路

SD8702である。師は 4m。上層追椛保護のため完掘はし

なかったが、下用地駅土には、布留式の土師器、 J了肝に

5 世紀から 6 世紀代の須恵器片が含まれ、藤原京~設以

前には埋没していたと考えられる。

藤原宮JUJの遺構

南北椛SD8700とそれを埋め立てた後に建てられた南

北I腕SA8701がある。SD8700は北方の第46次調査などで

検出した消SD4301の衛延長上にほぼ位置し、京三坊坊UrJ

路東側印jとみられる。市:は幅1.2m、調査区北部での深さ

0.7-0.8mで、南ほど浅くなって、 二It端から約20mで途

切れる。担土に流水の形跡はみられず、 H音褐色土て阻め

立てている。理土には藤原宮Wlの土器が含まれている。

なお、四f!!l附: に ついては本調査区では検出されず、 1~IJ平
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図13 第81・lQ.!調査遭楓図 1 : 250 

されたとみられる。

南北J)J1SA8701は、 111m分を検出した。位制形は一辺

1.2-1.5m。いずれにも柱抜取穴か柱痕跡がある。柱UlJ

は約2.4m(8尺)で、 i奈さは北端て'0.3-0.4mo SD8700 

同級、雨で浅く 、南端では約O.lmしかな L、。柱抜取穴に

は藤原宮1UJの土器が少ilI合まれていた。

SA8701はSD8700の位置を踏襲して挫てられており、

造物の上からも、藤原宮1U1の巾でのi主将えとみられる。

このことから当調査区周辺の!京地形は、 香久山西範の
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尾根に派生する南から北に下る緩やかな(tJi斜J也であって、

藤原京の造営に際しても平担に造成される ことなく、消

や塀が設けられたことをうかがわせる。

平安時代後J聞から鎌fil時代の遺構

SK8706は最大幅4.5m、深さO.9mの不務j惨な土坑であ

る。西iltの中腹部から底部にかけて大石が投楽されてい

た。さIIこ1::1主上層と下l自に大別される。」て114か ら13世紀Ijij

半代の瓦出椀の完形品が大ilIに出土した。下li1では]211t

紀後半代の瓦器椀が最新である。

SE8707は一辺約 2mの|判九方形の掘形をも っ石組)1・

戸で、 i奈さはO.8mある。石組上部の大半の石I;l:.抜き J[5(.ら

れ、底者11の 3段分が伐る のみであった。宅II二l二出土造物か

ら 121止紀後半にはH~絶していたとみ られる。

SE8709は一辺 3m以上の抗日形をもっ石組井戸である。

SE8707と|日l様、石組の石{立大半が抜き取られ、 砂喋J向上

1mから柿まれたほ部の 4段を伐すのみであった。抜I奴穴

Jjl土からは、 1五時腕、土r.llj(.~ 1lI1 ・ 羽釜、 71f磁椀片望号;が出

|二した。 井戸は]3世紀末から14世紀前半代にHe絶 したで

あろう 。

室町l時代の逃柿

SD8720・SD8721は、訓子E区東辺で検 IJ'， された阿

3.0-3.5m、深さO.8mの南北市。間滞とも利先区の北で

祭文研年世1/1997・11 15 



緩やかに西へ周I~I し、蛇行する 。 SD8721 は屈 t胸部から北

の西壁音11を人聞大の石や瓦で護岸し、 SD8720の京俸を製

していることから、 15世紀中頃に構を掘り直したことが

明らかである。四壁髄岸音11の南で土師器小Jlllが府に沿っ

て一括投棄されている ことも これを諜づける。 SD8720は

浅く不整形な土坑SK8714より新しく掘られた識で、その

西の石組弁戸SE8710もSK8714より新しし、。井戸SE8710

の廃絶は造物からみると 15世紀中頃以降のこtである。

井戸SE8710の北の弁戸SE8711はSE8710の掘形の一部を

駁して造られている。SE8711は深さ2.0m。石はすべて抜

き取られている。造物からみた時期には大差がない。

3 遺物

土器、瓦簿類、石製品が出土した。

土器 整理箱にして10箱程度て¥その 7制は中|止に属し、

藤原宮1tJJに属するものは少ない。

藤原宮JUJのSD8700・SA8701tl'，土の土総はその大部分

が制u片である。土mri総は、杯A、杯B蓋(1)、杯G、J[ll

A、市杯(3 )、鉢類(4・5)があり、鉢類の技りが良

いのに対して、 ~~Jiなどの煮沸形態の量が少ないことが

特徴的である。須恵器i阜、杯B、平瓶、横瓶、台付長顕

蛮(7 )、聾類がある。須恵器杯F (6)は、上部が外に

聞いて S字状に屈1111し、口t誌を丸くおさめ、下半部にケ

ズリをほど こすこ とや、 IJ台土が轍密で、灰白色を呈する

という特色ぞそなえることから佐波迎鋭の模倣形態であ

る可能性が7，;jL 、。

SK8706からは、多i止の瓦総JIll(8・9)、椀(13-18)

と少量の土問i器JUl(10)、土問i総羽釜、臼磁椀(11・12)

が出土した。 SD8720からは土師器IDl( 19 ・ 23) 、土師~羽

釜 (24)、瓦器椀 (22)、東播系須恵器揺鉢 (25)、1!f磁椀

や白磁椀が出土した。SD8721には土師器小皿lが一括投棄

されており、総壁の厚いもの (20) と薄いも の (21)に

大別できる。ほかに土師総羽釜、瓦質土器の指鉢 (26)、

火鉢、深鉢、 ff磁椀などが出土し、すべて小片ではある

が、盟日・な総極構成をもって いる。

瓦簿類 丸瓦36点、 6.7kg、平瓦126点、 21.2kg、明 1点

がIJ'，土し、いずれも第47次、第50次調査(r藤原概報17J)

で報告されたものと同型式である。

石製昂 中世土坑SK8713から出土した石棺がある。奈良

l時代末から平安l時代初頭の型式に屈する。

16 持活文研年報/1997・11

図15南北塀SA日701(筒から)

4 まとめ

藤原宮期の南北端~SD87001ま、北の左京六粂三r}jでの成

果に対比すると、束三坊坊HII路の東側溝とみてよいだろ

う。西側溝は削平のため造存していなかったが、推定路

而上には、 SD8700に重被して南北塀SA8701がある。藤原

京粂坊が藤原宮j切に廃止される状況は六条三坊でも確認

されているが、七条三;坊でも当初は西北坪と東北坪が坊

1111路で分離されていたが、後に このこつの坪を一体に利

用し、南北区画塀を設けた ことが判明した。

つぎに、中世の南北溝SD8720とそれを改修した

SD8721にかんしては、調査地周辺の水田の段差や畦畔

に、 こ の前~1:南北に連続しているも のがみられ、平而的

にそれらをたどると現在の木之本の集落を囲む。環濠の

泣存地wりであろう。とすれば、 SD8720・SD8721は中世環

涼集落の来を画する講である可能性がおい。

以上のように本調査区では、藤原宮1VJと中世環濠との

2つの|時期の区画施設の存在をl切らかにしたが、香久111、

'1'ノ川を来にひかえる部境で、それらがどのように機能

したかは興味深い諜題である。今後の調査で、周辺純設

との|剥辿や当地区の土地利用の変遷が追究されていく こ

とそJUJ待したい。 (羽j烏幸一)



.左京十一条三坊の調査一第81干 8次

t ギヲ山東麓の調査(第81・7次)

はじめに

この調読は住宅新築に伴う事前調究として、 lリJU芥十l

苫のギデ山東麓で実施した。調査区lま米国12.5m、南北

4 m に設定し、のち一部拡張し た。 ~M1t而HH.t. 68m'。

ギテ山}.';i辺では、 ニれまでに北・米辺で小規模な川代

を実施 している。顕著な追怖は検出していないが、大1

大寺式の軒瓦カがt出土しfたJりi、表採されておりi、近〈いにこ斗上瓦工

窯もし〈は寺院 (~芯IiJi鹿i苑E寺) の存存a在カがf-l椛{佐E訂帥附i札訓測u山削lドtlJ~さF れてきた。

今回の制ヂu也は畑地で凹は約 1m私!2.れ、対IU也 (ITi'，18 

-15m) を隔ててギタ山の麓になり、京は村道小山前線

をはさみ、 一段低いノド問になる。後述のよ うに今回検出

の建物柱穴は調査区の西に延びており、西の畑地の少な

くとも来半部は後世ーに蛾土されたと 1([;定できる。 また、

調査地の州地は現在は l枚だが、かつては 3枚以上に分

かれていたことが旧水路 (S03734-3736・3738)の作イE

や床土のレベルからわかる。西 3分の 2が?::j<、及川1・

東北部は、これより 0.2-0.3m低 L、。

府rr;
耕土 ・床土(厚さ0.2-0.4m)の直下は、西南隅が花

i均岩j風化土の地山、以来は聞が灰白色粘土i昆り赤制色村

質土、束力T灰白 ・赤柑色粘ーl二j昆り l培武氏禍色土の繋地t

1 1:.なる。務I也土 LI二而のレベノレは、 ilY端で92.3m、見〈

端で92.1m 0 }平さは、京に次第に厚〈、末端でおJO.4mあ

る。型在地土 1の下は、調査区北辺を師0.6m掘り下げて雌

認した。四半が賞褐色粘'l1:二七、東半カf，}J~柑色粘土a..\ り茶

褐色粘'l~土(軽地土 2) 0 J二而のレベノレは酋端で92.3m、

東端で91.7mであり、*にゆるやかに傾斜する。調子f区

の北西山で深〈掘り下げたところによると、路地土 2は

厚い tころで約0.4mあり、この下には厚さ約0.4mの灰

白 ・ 赤褐色粘土i昆り武制色粘質土の務地土 3 があり、 /)J~

褐色粘土の地山に至る。J也山は約20度の傾斜で東北方向

に落ちており、整地土 2・3も京下りになっている。

聖在地-1二11ま飛鳥 Iの土器を含む。後述のよう に路地土

2のJて|伺から掘り込まれた炭i昆り 土坑SX3752か らも飛

nIの土器が出こlニしており、整地土 lの造成は 7世紀前

半かやや遅れるl時期 l:.-IW定できる。艶I也土 2・3からは

造物が.'1'，土していない。SX37521J仁七土綜からは、 7世-紀

前半以Ijijとなるが、 部JWJ也南方の'，ItJ王京方遺跡や'市丘北

方追跡の調査成果からする と、 71止紀前半のなかに納ま

る可能性が高L、。盤地土 31主上l而て、遺構を検t1'，しておら

ず、経J也土 2と同l時JUfの務地と考えるべきかもしれない。

遺構

造柿は、整地土 1のJて而 と、軽地土 2の上而で検出し

た。 それぞれぞ上M追柿t下府遺構と l呼ぶ。下!日泣椛の

年代は 71吐紀前半頃、上!日遺構のil~代は 7 世紀前半以降

で、 ー古11は調査区内の制附:などで、 LI'，こ1:した土器から 9

世紀に人る可能性がある。

下層遺構掘立柱穴 H~l l:.斜行税S03750 ・ 3751、保温り

土坑SX3752がある。L、ずれも上1Mの整地土を部分的に掘

り下げて検出Iしたため、不明11京な点が多い。

掘立位穴 3 11~1は制査区東辺で検出。 北の 2 個は重なり、

2 時期にわたるが、建物か塀かは不lリ] 。 北の 2 11~1の柱穴

の北にも務ち込みがあるが、浅い土坑のよ うである。

斜行I!YJ:S03750・37511.t.、調査区の西辺で検出した京揃

滅。S03750の幅は約1.0m、i奈さは約0.6m。柱穴の断ち

;りIJりによって、調査区南端にも延びている こtを確認。

ほのレベルは南が15cm私11fJi〈、北に流れていたと折t定で

きる。北に其直ぐに延dfすると、ギテ山の北京鎚をかす

める こ とになる 。 S03751の幅は約0 .6m o~IW扇は西が束よ

り約0.2m ~':j t 、 。 j!!í府からの深きはが)0.4 m。同十iWlま北て、

西に20J主-30度の振れを?もってはlf平行する。IiIJ隔が約

0.4m 1:.近接しており、 H制Ujを巽に しようが、出土造物む

なく、新旧関係はlリiらかでない。

jえi昆り土坑SX3752は、 S03750の上に掘られた浅い土

tr:文研年報/1997-11 17 
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坑。東西の長さは約l.5m、i奈さは約0.2m。焼壁を含み、

炉の可能性もある。埋土からは飛鳥 Iの土器が出土。

上層遭構掘立柱建物S83730・3740・3741・3749、掘立

柱塀SA3748・3744、斜行泊lSD3745のほかに、建物か塀か

確定できない柱穴亨IJSX3720・3721・3728・3729・3739な

どがある。便宜上、調査区の四半と東半とに分けて記述

する。

調査区西半の掘立柱建物S83740は桁行 4間以上、梁間

21mの東西棟。柱1mは桁行が約2.1m等111]、 梁lIiJが約l.4

m等問。方位は北で西に10度前後振れる。柱穴から飛鳥

IV-Vの土器が出土。 7世紀末-8世紀初頭頃の建物だ

ろう。S83741はS83740と重なる位置にある南北棟。桁行

1間以上、梁間 21UJ。柱間は桁行約2.0m、梁間2.1m前

後。方位は北で西に20度-30度振れる。 S83749は東西に

並ぶ 2i問の柱穴て¥柱間は枇定2.4m。四lまギア山があ

り、 31m以上にはならない。建物の可能性が高い。方住

は次のSA3748に近L、。掘立柱塀SA3748は2間以上の南

北塀。柱聞は約1.5m等IIrJ。方位はほぼ其南北である。

SA3744は2間以上の掘立柱塀。柱間(.:t.2.0-2.1m等JlIJ。

方位は北で酉に30度前後振れる。 この西のSD3745は索掘

りの斜行構。幅約0.4m、深さ約O.3m。場!土に 8'1止紀の

土器を含む。西lまギテ山がありJl直ぐには延びない。

東半の掘立柱1&物S83730は東西に並ぶ 3佃の柱穴。中

央の柱穴が小さく南北棟の南婁の可能性が高い。駐IHJは

約1.7m等問。方位は次のSX3720などに近い。SX3720・

3721 は、 t~ぽ同じ位置で南北に並ぶ 2 il百lの柱穴。 SX3720

18 ~詩文研年報/1997- 11

が古〈住穴も大きい。主I!て替えか。柱間はともに約2.7

m。方位はほぼ真南北。SX3728・3729もほぼ同じ位置で

南北に並ぶ位穴。SX3728が古L、。柱聞は約2.3m等IIfl。

SX3729は石を据えている。柱間は約1.5m。方位が北で束

に若干振れる。SX3737も南北に並ぶ柱穴。北の柱穴には

石を据えている。南の柱穴は水路でtl}~ されている。柱II\J

は約2.1m。礎石建ちかもしれない。

西半の迫構l立、新旧関係からSA3744→S83740・3741→

SD3745→ SA3748と変避する。出土土器からみると

S83740が7世紀末頃から 8世紀初頭頃、 SD3745が 8世

紀。 SA3744と同様に方位が大きく振れるS837411.:t.7世

紀前半~後半、 SA3748と同様に方位がn南北になる

S83749は奈良時代か、平安時代に入ろう。

東半の逃椛lま、新旧関係から、 S83730→SX3720→

SX3721、SX3728→SX37291:変避する。大半は方位が其

南北であり、藤原宮則以降、一部は平安時代に入るだろう。

まとめ

今回の調査では、 7世紀前半から平安時代に入る可能

性がある 8時期以上の遺構の存在が、ギア山東麓てはじ

めて明らかとなった。追跡の様相は南方の小盟国富 と推

定される2・丘東方追跡や宙丘北方追跡と類似する。 これ

らとの関係、あるいは藤原京の様相を究明する上で、今

後なお周辺の調査の進展がまたれる。なお、 今回の調jIt

1也でも、表土か らではあるが、大官大寺式軒丸瓦6661B 

l点 t若干の丸・ 平瓦が出土 している。大官大寺 との関

連の究lリjも今後の諜姐である。 (毛利光俊彦)



2 雷E北方遺跡第7次調査 (第8唱・8次)

はじめに

本調査はm道昭!東和11宮停車場東口飛鳥線の新設に伴い

実絡した。調査地は首丘の北、 ギデ 山 とのlinの徴山地に

位置する。県道新設とそれに関連する既往の制査では、

7世紀後半に造営された大規模な主IE物群などがみつかっ

ている (r藤原概報22・23J)。今回の調査地の凶iWJで行っ

た第75-16次調査では、 7世紀前半の南北端や繋地用およ

び7-8世紀の建物などがみつかった (q，'制点概報26;)。

また、本調査区の束で実胞 した第71-10次調査では、 7世

紀から平安時代初め までの造;怖がみつかっている(i"m制点

概報24J)。調査は、第75-16次調査区と第71-10次調査VII

区との間の迫構の状況をゆ!らかにす ることを主な目的 と

し、これらの調査区および第29-18次開査区と一部重観し

て調査区を設定した。調査而梢は667m'て‘ある。

基本層序 調査区の西部では耕土直下に花岡岩の岩撚風

化土がある 。 東部では成土、 ~ljt-土、床土、賞褐色粘土 (J也

山)の順に雄和する。包合JRは削平されてほとん E伐ら

ない。調査区東部にある地山の賀褐色粘土!日は西で岩盤

風化土の上にのっているので、本米この!習は西宮11にも広

がっていたが、後世の削平で失われたのだろう。岩撚JlftI.

化土の範囲は首丘とギデ山を結ぶ線上{こ位置する。地桃

検出は地山而で行い、一部艶地土!向上而て行った。

遺構

7世紀前半の遺構 北で商に振れる南北方向の追椛群で

ある。振れの角度は10度から25度のIlnにおさまる。掘立

柱建物 11:.掘立柱塀 8、講 3、土坑多数がある。

技掘n立柱建物SB36661はま調査査.区南音部11て

m)λ、東西 2引Ii問i悶円以上(位2.1m)九。南北4勿塀5好f.SA3661より新し t、、。

掘立柱塀塀今SA3祁67万5は淵査区束北部の南北j塀庶。 3H¥I分を検

出。 柱間は北 1 1日] 目カ~2 . 1 m、それ以外は1.8m。掘立校

塀SA3660はSA3675の間にあり、 これより新しい南北J)f(，。

71111分を検出 し南北とも調査区外に延びる。i住掘形lま{也

の!fff.(二上lニベてi楽い。i住1mは1.8mで三Itから 5II¥J EI t.ごけカf

2.1 m。掘立柱塀SA3661はSA3660の困にある南北f)}fて¥

調査区南端で柱穴が失われているものの、 1l11¥J分を検出。

柱間は1.8m・2.1m'2.7mとぱらつ く。SA3661の北から

2 1i1l目 には東西塀~SA3662がと り つ く 。 掘立柱塀SA3668

はSA36611:.重複 し、これより新しい 3111]の南北Jfff.。柱1111

は2.1m。掘立柱j尻SA3667はSA3661の凶にある 311¥Jの南

北塀。柱1111は北 1fI日カr1.8m、1也はl.5 m 0 SB3666より新

しL、。tfil立柱J)}fSA3669はSB3666の四の南北塀。柱間は

1.2-1.8m。西側に東西J尻SA3670カfとりつく 。掠H立柱塀

SA3673は 2II¥Jの南北塀。柱 II¥Jは約 2mo SX3676は

SA3667の西側にあ り、一辺約 1mの隅丸方形の柱穴 2i l~1 

とその中lillに小型の柱穴 1@が南北に並ぶ。柱IH12.1m等

lill。性格不明。

南北iWi:SD3671は上記の建物や塀の凶にある葉掘滞。新

旧 2"寺Ju:Jある。下府のSD3671Aは後述の南北揃SD3674

を埋め立て、!苦l困ぞ~，在地した後に HH削される 。 溝底 !i北

で約0.4m下がる。上初のSD3671Bは講師 1mから2.5

m。北端で西iJ!1げごけに河原石を政み上げた護岸施設があ

る。SD3671Bは南端て"ii'i:1f，に折れて東西構SD3672につ

ながる。J-.府 ・下wtとも飛お Iの新しい段階の土師器と

須忠総が，'-1'，土 した。南北j背SD3674はSD3671の西にあり、

緩く湾111Iする。師0.8-1.5m、i奈さ0.5moSD3674を覆う

整地土用は、3UfWIて検出 した掘立柱堺すべてのベースと

なっているのでSD3674は調査区内の追椛の中で最も時

期が古いが、 .'+'，土土器の様相は整地土用やSD3671と大き

な違いはない。

その他の遺構土坑SK3663は、調査区の束辺北部にあ

り、東は調査区外に広がる。南北 8m 以上、 i奈さは約30

cm。飛ね I以降奈良時代末までの土器や瓦を出土。土坑

SK36641i、調査区北京隅にあるはば方形の土坑。東西約

5.5m、北辺は間交区外。i奈さ20-30cm。飛，臼 I以降奈良

H寺代初めまで‘の土品や瓦をIl'，土。ニ仁坑SK3665は、 SK3663

の図、倒立柱塀SA3660・3661と重桜する位置にある直径

約 3mの不監円形土坑。:t.ill土に全体大から人頭大までの河

原石が大・111.に捨て込まれていた。検出而から l.4mまで掘

り下げたが、これらの石が井戸枠に組まれていた形跡は

なかった。 j.ill土から 12世紀後半の瓦器腕、黒色土器椀、

羽費、 i超美窯陶器のほカ・石製硯や瓦ヵ~11'..:1二した。

:1¥土遺物

土器 飛鳥H寺代(飛鳥 1)から鎌倉H寺fにまで‘の土器が

I~土。な カ'でも南北構SD367 1 と SD3674およびSD3674 を

襲う挫地土!日 11'，.::1この土器は まとまりのある資本~I である。

SD3671からは、土師器杯C ' G、鉢、 27i杯G 、 ~A ・

B・C、7むや、須恵総杯G'H、鉢A、215杯H、也、 横

瓶な どが出土。SD3674カ・らは、土mriw，y.if:j杯G、ミニチュ

公文研 I1三官1/1997-11 19 



引 法 務 罰 叫 苫 揖 洲 崎 司 法 山 岡 ( 浦 田 将 司 岨 凶 附 ) ぺ ， E hけ ( 『 刷 新 司

藷 醤 H ∞ 』 呂 凶 器 晶 一 凶 ) 。 u p H 円 什 同 市 阿 真 、 問 。 は ハ 仲 ポ 吐U 内 》 叫 U 汁

北 哨 ③ て 。 弓 u q 叫 ' 日 - ヨ 益 田 制 ] 刊 は 句 、 出 w h u ~ v 。 リ 時 「 同 5 ・舟 N ・。

z ' 同 市 阿 見 自 治 N 由

・ ω r 伺 法 医 い け 「 汁 。

今 回 h u 謹 同 閃 ぺ 薄 h p 「 汁 時 議 長 ' 減 知 事 完 m U H 詩

印 同 G m m ω ・ ω ∞ 宏 甘 い 弓 隷 跡 事 完 ③ い 一い 詩 的 問 ω m g 豆 半 - H ' 吋 惇

話 完 作 や ・ 吋 a H r d 可 ぶ y uい 含 A r n v 鮮 語 一 H 回 路 遺 品 封 叫 v e p '

己 ' ω 〉 8 3 ↓ ∞ 〉 ω g o ' ω 〉 ω g H ↓ ∞ 〉

刈 贈 の ' 滋 掛 務 噴 出 ' 出 品 勢 ' 諮 問 問 剛 u q
叫

E H 「 汁 。 ω ロ ω ミ ι

時 閣 山 一 探 怪 い い 週 u q

ふ ? い け 菖 結 噴 出 ' 日 勢 。 ・ z d 掛 ∞ ・

ヒ 抑 制 ' 抑 制 噴 出 ' 日 翁 ' 出 向 ' 聾 声 ' 叫 抽 出 t h甘 い 一 い o

r d ・ 叫
.

斗 H P 一淳 伊 円 向 。 当 「 r d m 沖 諜 ③ H m時 市 内 h 均

(
i
 

( 出 間 隔 )

h い 含 P M 誠 一 子

章 韓 ぺ ' 昌 宏 令 向 e wね a ， E 山 対 日 訓 同 ( 川 町 」 立 円 以 叫 務 署 皆 目 対

誼 同 ) 応 〉 到 井 町持 ω ロ ω 印∞ O 併 の 行 弓 ω 尚 北 時 一 目 標 比 一 』 い け 通 民 以 いい け 務

( 『 刷 新 一 矧 藷 諮 民 』 印 N ! 日 同 ' 同 り 一 m ・ 2 ・ω N ) 作 亘 一 等 遅 ぺ ， 晶 U N V

。

hい 応〉 4 p ' 防 叫 町 通 h v h 一 い 詩 的 問 8 8 N h 内 守 小 一泊 目 阿 国 ③ 冨 詩 ヰ

比 V J ・舟 E h F 字 国 々 議 中 国 吾 川 明 「 斗 U T 冷 却 岨 牒 「 汁 m u J 鴻 事

出 ユ 一 計 三 斗 F w h v o 山 手 割 { H Y W 対 立 同 作 当 時 津 { H a H が 罷 索 時 命 M W 作 $

。 汁 患 耳 ・ f 砂 ω v ( 図 口 ) 。

同 通 獅 い 件 - H 一N H n δ 4 p ' 帯 同 門 ' 話 作 t E 斗 A 凶 間 同 法 E H 一 い 。 埼

同門 F H 汁 時 池 ハ 仏 哨 翠 週 堵 州 市 凶 刊 。 。 。 同 国 税 ω ・ 北 山 岳 ] い 。 翠 U 寸 出 問 】 刊 訂

部 副 打 倒 嵩 詩 酒 n v 詫 蔀 時 伊 ? 同 紙 調 時 } 報 通 知 - ぺ， h u r 潜 ω U 8 2 ↓ ω ロ ω白

-f
A
ー
マ
ー

園 二 函 蕗 ヰ

〆議、
q

μ
F沿

}
必
総
妙

1
d
教

3稔
雲52
h

可[
;，

rh
~与
芯
ジ
μ
~

怯
~:

~f
~
ゴ

r.V

ー ..
 

~
 

H H l - g ω 品 口

出 - ハ ω印 叫 晶

H H l - m お い 包

図 -∞

M
 

C
コ

判 明 U 門 司 令 議 ¥ 5 3 4 --

..
.-
1 .s.-
-・・
・守・

h



3668、SA3661→S83666→SA3667、の変躍がある。だ

が、出土土器てはSD3674・3671に大きな時期差はなく、

共に飛鳥 Iの新しい段階でとらえられる。したがって、

SD3671にほぼ平行する籾SA3660やSA3661などもこれ

と同時j切だろう。

遺構分布からみると、 SD3671以西は迫怖が希薄だか

ら、この前:をその東方に展開する辿椛群の阿限施設tみ

るこ ともできる。 しかし、 SD3671は南端で西に折れ

SD3672に接続し、むしろ西側ぞ固い込む)~で掘削l されて

いる。さらに、 SD3671以西では検出した位穴のi奈さが2

~ 3 cmt.よらずで、後世の大きな削平のため泣棋が残らな

かったと考えるべきだ。丘陵基盤の花尚治風化土がj立附

検出而に露呈 していることも これに対応する。よっ て、

SA3660や SA3661はSD3671の東にある泣桃群の西を限
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る施設と考えたい。

これまでの周辺での淵究成果と比較すると、隣接する

第71-10次嗣査V.VII区だけでなく、南東の山山道第 1・

2次調査 (r藤原概報19・20J)でも 、 7世紀前半の地構

は北で西に振れる方位をもっ。'，[，'丘:lIミ)j追跡では 7世紀

後半にはほぼ兵南北の方位になっており、周辺でも同様

だ。一方、古丘からギ7111に:iiliなる丘陵を隔てた西{J!IJで

は7'j止紀Ijij半の泣栴はほぼ方位にのっている(第75-16次

調査 『藤原概報26J)。このような地点による組物方位の

述いは飛.r.~地域における Urbunazation、 つ まりは宮の所

在地とi菜い関わりがあるように思える。今回の調査では、

検/"1'，した掘立柱泣桝の多くをJbCf.t報告したが、その当否

を'含め今後の周辺でのfi11.j1i:にJUIf.'i-した L、。 (荒木浩司)

X=-I68.340 

X=一168.350

10m 

図19 第日ト日;欠調査遺憾図 1: 200 
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.右京六・七条二坊の調査一第78・9次

唱はじめに

本調査は、歩道建設及び宅地造成工事に伴って実施し

たものである。調査地は、藤原宮南而西門想定地のすくー

南にあたり、宮の南而を東西に走る六条大路と南而西門

から南に伸びる西一坊大路の交差点付近に該当する。こ

のため調査では、六粂大路南北両側BYiと西ー坊大路西側

溝、および右京七粂二坊東北坪における宅地の一部ぞ検

出することが期待て、き、また凹分追跡、の範囲内にも含ま

れることから、弥生時代の遺構の存在も予想された。調

査に当たっては、南北に細長い工事予定地に対 して、南

北2筒所の調査区を設定し、さらに弥生時代の遺構を追

求するため、北区て"21m'の下Jf1調査区を設けた。

調査の結果、予想通り、北区において六条大路t西ー

坊大路の交差点部分を確認した。また南区でも、西ー坊

大路の西側溝を検出したが、その西に存在したであろう

東北坪内の居住に関連する造梢は確認できなかった。

2 遺構

調査区の基本的な土用は、;tJt土、床土、灰褐色粘I[~こ仁、

時茶褐色土の)1聞で、地表下約50cmにある暗茶褐色土上而

で藤原宮期の泣桝を検出した。

六粂大路北側溝SD2915は、幅約90cm、深さ約30cmで、

長さ約 5m分を検出した。部SD2915の東端は北へ折れ

て、西一坊大路西側溝SD7758に連接する。六粂大路南側

部SD2909は、幅約 1m、i奈さ約20cmで、長さ約 5m分ぞ

検出した。構SD2909の来端は南に折れて、西一坊大路西

側溝SD8511と述接する。この 2本のおIYiに挟まれた部分が

六粂大路SF2910となり 、その南北両側溝心心聞の距離

は、約16mである。

西一坊大路西側溝は、六条大路SF2910を挟んで北と南

に分かれる。北の溝SD7758は、西肩を調査区の*端にほ

ぼ重複するように約18mにわたって検出した。講師70cm

22 殺文研年総/1997-11

以上、深さ約30cmである。講SD7758の南端は、西に折れ

て六粂大路北側溝SD2915に連接する。南の構SD8511は、

幅1目2m-1.5m、深さ10cm-20cmで、北区において約18

m、南区において約11m分を検出した。部SD8511の北端

は、西に折れて六条大路雨{JlIJ油lSD2909(こ述接している。

ただし、西ー坊大路の幅員については、調査区の制約で

東側WJ:'e確認できず、今回の調査では判明しなかった。

北区に設けた下l自の調査区では、弥生時代後期の土坑

や小穴を検出した。これらの泣梢は厚さ約30cmの11音茶褐

色土(上面が藤原宮jUJの追梢而)を除去 し、賞灰色粘質土

上而で検出した。この粘質土は南から北にかけて斜めに

落ち込む砂礎府の上に推秘したものである。調査区の北

端で検出した土坑は、在約 1m、i奈さ約30cmの不整円形

で、大量の炭が詰まっていた。また中央部東寄りで検出

した土坑は、径約80cm、深さ40cmである。

3 遺物

造物には瓦、土器がある。瓦には型式が不明な藤原宮

式軒:平瓦の小片と丸 ・平瓦が少量ある。土器には主に下

用調査区から出土した弥生時代中、後期の土器が多量に

あるほか、六粂大路と西ー坊大路の側部出土の飛鳥II

-yの土師総、須恵r.号、 中f止の小部出土の瓦器、土師2ii

t平安時代初めの緑fdl陶器Jlll片などがある。

4 まとめ

今回の調査で、六条大路の幅員が側溝心心rm(以下同

じ)16mであることが判明した。これまで.宮の前而を通

る六粂大路は、京の中軸線でもある朱雀大路と同様、他

の大路よりも幅広に設定されたもの t推iWJされてきた。

そして第21-1次 (1977年度)や第29-7次 (1980年度)の

調査成果から、約21mの阿見が復原されてきた。しかし

今回得られた数値は他の偶数粂坊大路の師良と閉じ16m

であった。いずれが正 しいのか、再検討が必要であろう。
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図20 第78-9)，欠調査遺憾図 1・400

藤bR京の粂坊迫梢については、道路而そのも のよりも、

両日!IJに捌 られた側部を確認し、それに挟 まれた範囲を道

路として認定する ことが多t、。 このため、粂坊想定位世

の発掘調査で、 (J!附』:にふさわ しい年代と規模の械が確認

できれ!tHlJ姐はないが、近接しでもう一本余分な械があ

ったり、対になるべ き排がない場合には、その認定に娃

I llJが生じる 。 また、小而~!'tの調査区の場合には 、 たとえ

想定位;況で検出でき ても、本当にそれが側溝であると断

定できない弱点を持っている。

一方、藤原京の場介、側溝I.:t.、交差点部分で!.iぱ一

定の方式で交わる ことが知lられている。すなわち、京国

道路の粂I}j側溝は、南北道路の米(l!I]i，Yiに縦T字形に合流

するのに対し、四(l!IJilYilまj主L:字形に西へ折れて東西道路

の側泊:に辿緩する。それは東南から凶北に下がる地形の

)~~響ー を受けたも ので、 一昔1Iの例外を除いて、(iばこ の形

で交差点の遺構は理解できる。逆に L、えば、繊T手:形や

逆L二円形の排が検，'l.'，されれば、粂l}j交差点の泣怖である

可能性カfpiいことになる。

以上.の観点から検討を?加えると、第21-1次調査は土用

断而による側溝の確認であり、第29-7次調査は而制36m'

という狭小な範凶し か発損していなL、。おまけに今回の

調査区に隣接する29-7次調査では、砕ij(Jl附iは氾!定住躍で

検出されたが、北側構想定住置には近接して 2本の構が

あり、いずれをとるかで大路幅は17.3mか、 20.8mにな

るという (rj篠原概報llJ)。

これに対して今凹の淵究区では、逆L字形に.iili扱する

2木の講を確認している。 これはlリ!らかに粂坊の交差点

を示す泣桃であり、 2*の椛はそれぞれ六粂大路の南北

{l!IJf.Yj:と理解してよ いだろ う。 こうして従米の推定とは興

なり、 六条大路の師11は16mである可能性が27iくなった。

一方、ぉ:i原市教育委Jl会が担当した「大久保 ・米今度

遺跡j (1991年度)や「藤原京右京六・七条凹肪j (1995年

度)の淵査において六条大路が確J立されたが、いずれも仰IJ

~，Yí:心心 HIJ約21mの幅員が似!京できるという。市教委の調

査でも今回の調査結果とは災なる数値.が似l点されている

が、側溝Ufーした大型の~IYj: については、粂lJjに平行 して

設けられた物資.ìllijA~川の「運河」 である可能性が大きい

(r年報1996J参!!の。 ここでは今l!!lの調査成果を尊重し、

六粂大路の幅員については他の偶数粂防大路と閉じ16m

であった可能性を強制し今後の調査の進展を待ちたい。

(黒崎直/考古第 1) 
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。本薬師寺の調査
-1995・1・2・3次、1996寸次 本薬師寺出土の瓦

唱 はじめに

さらには伽藍と藤原京粂坊との関係などにかんする多く

の知見を得ている。また、移建、非移建をめぐる論争に

代表される平域薬師寺との関係についても興味深い新事

官 西塔・南面回廊の調査(唱995・t次)

実を提供してきている。

本薬師寺に関する発掘調査は、 1975年度の寺城西南附

の調査に始まって、金堂、*然、中門、回廊におよんで

それぞれの位置、規模、基壇構造等が判明し、瓦

今回の問究lま、以上のような これまでの成果を うけて

おり、

西I符および南而西回廊の遺存状況の確認、規模、構造形

式の解IiJ'Jなどを目的として実施した。調査而制は、609m'

などの出土造物により、造営経過、存続、廃絶の状況、 である。
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2 基本層序

調査区の基本的な土用は、上から、水IJI耕土、床土、

灰梢色粘11:土、暗褐色粘1'1:土、暗褐色炭iJ.tり土などがあ

り、ベースの??灰色砂質土につづく 。

西I径の南では、伽藍造包・の畿地土がよく伐る。 この整

地層は、現状で厚さ約20cm前後あり、下半音11は、茶褐色

砂11土、上半部は、凝灰岩粉末や瓦小片をふくむ薄い数

枚の層からなる。そのほかでは、後世の削平により務地

府が失われ、 l倍褐色または、こげ茶色の炭i昆り粘質土が

は出している部分が多L、。 このため、伽B2造話以前の泣

構は、事在地用のない部分ては、 これらの粘質土上而で検

出した。

3 検出遺構

検出遺構lま、本薬師寺の造営を境にして、大きく、そ

の前 t後の 21時期に分かれる。

本薬師寺にl珂わる遺構

西塔S8330 西I苔の現状は、水田中に大きな方形の土岨

として残り、土駐中央やや南寄りに出納を有する心礎が

残っている。ほかには礎石を全〈残していない。

調査では心礎を基準にして土壇の東南 4分の lを発掘

した。基fflの当初の而はのこっておらず、心礎上面から

約50cmまでは大きく削平されている。

礎石据付掘形 東南の四天柱とその束の{JlIJ柱位置に、礎

図23西海基壇犬走SX33H策から}

26 ~詩文研年世1/1997・11

石据付槻形を 2箇所検出した。掘形は一辺1.2-1.5mの

不整方形で、 i奈さ約10cmを残す。柱間は、約2.4m。

礎石抜取穴 据付:掘形の南に 2箇所の穴がある。 t.lliこ仁に

は多量;の瓦片が含まれていた。 前述の掘J~ t南北のHJj隔

はl.3mt狭すぎる こtなどから、南辺の側柱位置そのも

のではなく、 {JlIJ柱礎石の抜取穴の一部とみられる。

足場穴 基担内東辺(心礎から5.8m)と南辺(問5.5m)

に計7箇所の柱穴を検出した。直笹約30-50cmの円形な

いし楕同形を呈する。柱Iillはl.5-2 m。柱穴の重複がな

いので主I!.設|時の足場穴 (SS343・344) と俄定する。

基壇外装 基埋束而には、 I也監石抜取~Y，:SX341があり、近

辺に散乱する凝灰岩切石片の存在などから、基位外装l立

花尚岩J也甑石と凝灰岩切石の羽目石からなる切石fl'(t 1ft 

定した。

犬走・雨落溝 基!flの外側には玉石敷きの犬走し 玉石

組の雨孫慌がめぐる。 ともに石の大部分は抜き取られて

いる。犬走SX331は、基泊地理石との間を 2石の玉石そな

らべ、幅 l;t約75cm。 岡部構SD336のほ而からの~~j さは 10

cm、間務柿:は両側の{JlIJ石とその聞に 2石毛?並べ、内{!lIjの

縁石は犬走の縁石守かねる。幅約60cm、i奈さ約10cm。

階段 基岨の束而および南而に階段を検出した。京而階

段位置には111位置をはなれた凝灰岩製の踏石が残る。問

団からは耳石の断片も出土 している。南T師階段は築jぷ土

図24心礎周辺、下面の焼乱状況(東南から)
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図25 西iき基樋南北断面図 1 : 50 

までほとんど失われており、わずかに器国外装の抜llxhl時

を桟すのみである。

階段規模の推定 東而の附段の出は、推定踏み石{lk下段

紋からとると、約1.7mに復原できる。京|府段の阿は推定

~bi原で約3.8mである 。

石敷 悶?孫存肘th消i~品昨V町IYiの外側に lはま石敷カがf広カがT るカが?、 ヨ王;

跡をぞ'わずカか、に長必伐j是iすのみてで.、縁辺は不明確で‘ある。

基壇規模 倣定基tf1.紘を犬定の敷石内法 tみなして、 心

礎中心 t結んでその距離を算出すると、基I立の-:illl毛は

約13.5mとな る。

心酪 花i出i右・製で、大きさは、東西2.1m、南北2.1mの

不整形て¥ 小心の出納金のぞいて!平さが94cmある。"，央

の出納は、 ï((径約30cm 、 ~':j t> 10cm。

心礎Ji'~ I)~ と下而は大きく撹乱さ れ、撹乱坑には土LJ'r が

投棄されている(図24)。 この撹乱は四階心礎の上而が引

状で水平でなく、若干何lいている こと とも|民j辿するよう

である。

基壇築成 基町築成lま掘込1也業 U坂築に よる。断而淵査

の所見によ って、築成の工程を復原すると、まず、およ

その基岨範囲を版築した後、裾をカ ットして、階段者11分

を継ぎ足す。基!fl築成土lま、底面から約1.5mの百:， さまで

残る。築成土は上半剖Il:下半部とでは状況が災なり、下

半部 (aれ .Om)では、 一層のj平きが約 3-8cml:比較的

知lかく版築するのに対して、上半部(約0.5m)は、 -)(1

の厚きが約10-15cmと分厚L、。 さらに、下半告11について

*111かく凡るしそ の下半では、砂質土、粘11土の!併をど

ちら もに似たような厚さ (6cm前後)で、版築するが、

上半の版築では、粘質土は五.!t<、砂11土はj平いという特

徴がみ られる。

心礎の据付方法l立、心礎周囲の撹乱坑のため、 IIHji阪で

はな L、。版築士のなかから金:!;2削!&瓦である判-平瓦6647

Cが出土してお り、凶培のj立何が金立の!&設に先立つ ニ

とはないことを示す重要な知凡である。なお、版築にも

ちいて いる土は、灰制色系のよてあっ て、版築士にj副ylJ

みられる就褐色粘質土は1!l!川していない。

南面西回廊SC350 誹iJ:;tt区は小1"lr4J1おか らかぞえて、 1 

II:J目から 31Ui目にあたる。礎石(;t.技ってお らず、基ff1_築

J此土の一部 (茶褐色粘11二上) と、礎石据付掘形、雨落~'Mー

などを検出した。

磁石据付掘形 ~I:r 1"1の西側211:JUの来f!!lJ-対の位位置に

、I生たる礎石据付掘形 2 筒所を検出した。持îi)f~l;t.一辺0.8m

の附丸方形で、北iWJの 1箇所には抜取穴を?ともな う。掘

}杉のnll隔は、 約3.8m。

磁石落し込み穴 調査区の京端控と、西端壁rにかかって、

礎石落し込み穴 2箇所(SX358、SX359)がある。務し込

まれている礎石は、花i市i岩製でいずれも一辺 1mを越す

大きさである。一而を平担に終えている他は、柱l主な E

の作 りだしはな L、。 出土位f泣から凡て田原iiの礎石とおも

われる。

雨落溝 陥落構は、 北側間務椛(SD352)を検出 した。fJ!IJ

石は座っているものはなく、市l人lに転手存している。幅40

cm、深さ 20cm。両岸は護岸の玉石の抜取~J.U.lf.ーがある 。 南

雨孫請は、 IYIJ王子t土坑によ って破壊されている。

水路SD360 南岡田廊のi:tifJ!IJ柱列位置から約5.7m南 に

検出 した。来か ら西5.5mまでは木随時渠が設けられてお

り、あとはIlf.l渠となる。H苛渠の問端(;t.木版と凝灰岩-9J石

品fLみによるI朽北郡(長さ 3m、師0.6m)にIJf.1口する。 こ

の南北frWは南端で西に折れ約 2mに幅ぞ広げる。南北両

岸は;謹j芋の石の抜取Ú{跡、が並ぶ。 木樋(;t. ~H和区東外へ 1

m以上は来にのびている。
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SD360は回廊南辺の整地過程でつく られ、厚い奈良時

代中頃の灰色粗砂で覆われ廃絶している。

東西石敷参道SF222ほか 酉搭と束踏との11IJをむすぶ東

西方向の石敷。今回の調査区では、自IJ平が著しく追存状

況は悪い。北側の縁石と内部の敷石部分にわずかに玉石

の風化した痕跡をとどめる。

土坑 回廊以北に検出した多数の土坑は、検出状況や出

土造物の様相から、本薬師寺造営にl拘わる土坑と、本薬

師寺造営以前の 2種類に大別される。後者の土坑につい

ては、次項で述べる。

まず、参道位置とその周辺にある SK369、SK370、

SK373などについて述ぺる。SK370は、多量の木屑ととも

に、フイゴ羽口などの鋳造関係造物が出土した。参道北

端から北に広がるSK373からも木屑が出土している。参

道石敷下にあたる土層で検出され、四階造営時あるいは

その後の寺の改修時にもうけられた土坑とみられる。な

お、 SK369・370については、東西参道と霊復して見つか

っている腕竿のようなものをたてる施設かと考えられて

いる穴SX277・280(r藤原概報26J)し伽藍中軸線をは

さんでほぼ対称、の位置にあるので、同様の性絡を有する

土坑かとも推測される。

西地の周辺と参道位置にある SK365、SK366、SK367、

SK368にふれる。いずれも一辺2.6-3.5mの大型の土坑

て" i奈さは、 SK368が約0.3m!:i芙いほかは、 1-1.3m1: 

深い。いずれの土坑にも大量の瓦が投棄されているほか、

SK365には、基埋外装や雨落溝や、犬定などにもちいたと

思われる花開岩な Eの玉石や、凝灰岩断片などが含まれ

ていた。

本薬師寺造営以前の遺構

造営以前の迫構には、 tlii立柱建物3棟と土坑群がある。

南北棟SB301は、 1994年の1994-2次調査で東半分が検出

されていた桁行 4 間の南北棟建物て\今回、西~t 1:西南

の柱位世を確認したこ とにより梁間が2聞と確定した。

桁行総長が8.4m、梁IHl4.2mである。柱聞は桁行、染IIJJ

とも 2.1mである。 SB390は、 3間x2UHの東西棟で、桁

行総長5.5m、梁間4.4mである。掘形lま一辺0.6-1.2m。

SB391は、 3問x2附iの東西棟で、桁行総長5.4m、梁IIIJ

3.2m. Wi形は、 一辺30-40cmで、先の 2棟と 比べ、小型

である。

これらの建物は、方眼方位に対して西で南に振れてい

る。

これらの建物に重綾あるいは近接して多数の土坑が分

布する (SK377-380、382-384、386、387など)。土坑捜

土は炭化物をふくむ時褐色粘質土である。 7世紀後半の

土師総、須忠ifiiが出土 した。

図26 水路8036日(木領暗渠の函舗と石組 左:北から、右 :西から)
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4 出土遺物

大i止の瓦類のほか、土器、土製品、金属製品、石製品

などがある。

瓦類別項に詳述したので参照されたい (33-37頁)。

土器 弥生|時代から鎌倉時代までのものがある。寺造営

以前のものと、寺の変避にかかわるものに分けられる。

前者ては下!日土坑SK377等の出土土器、後者では、西硲;基

}宜築成土、西崎.南の土坑SK365、SK366、東の土坑

SK367-SK369、回廊を壊す土坑SK388、水路SD360出土

土総が重要である。

下層土坑の土器は、 1994-2次調査区のSK270や四三幼

坊rltJ路{WJ摘出土土器と同じ 7世紀後半代に属する土師器、

須恵器があるが、その ~II に長方形透しが疎らに入る須恵

器円商硯 1点が含まれる。寺造営以前の右京八粂三坊@

雨坪の性絡を推定する上で重要である。

西I益基f立築成土には上半部、下半部ともに少i止の飛，U

IV-Vの土器が含まれているが、最も新しい資料が奈良

時代に入るかどうかは判別できない。

西広東南隅の土坑SK366と東西参道下の土坑SK367か

らは本薬師寺の古式の瓦ととも に飛鳥IV-Vに位置づけ

られる少此の土器が出土し た。 とくに土坑SK366は西熔

基JfH.重復する位置にあり、西崎:の造営が他の堂宇より

も遅れることを示しているが、基JfJ.土出土土器ともども、

その年代観は微妙であって限定できない。

二七坑SK368、SK369には奈良|埼イ吃末、 9-1止紀末から10'1止

ミゴ;J~6

\~ [77 

亡三一 ι会午竺以10

20cm 

図2780360出土土器 1 : 4 

紀初聞の土附器杯.Jill.娯色土恭椀などが含まれる。1994

-2次調査区の土坑SK272~)J;に類似した改修l侍の土坑と考

えられる。

回廊を壊す土坑SK388からは10世紀代の土師総杯A、

設等と ともに中凶銅官窯の71f磁蛮片が1-1'，土した。

図27に示した土誌は、水路SD360の石組問渠部分HJ，土

の土器で、奈良時代 I~I 頃 (平減III) に位置づけられる 土

師総杯A(9)、JlIlC ( 1 -5)、椀C(6・7)、血A(8・

10) 、~~、 須恵iti杯A 、 JUlな どがある 。 多くに灯明の痕跡

がみられ、そのtJ(確実に寺院活動が行・われていたことを

示して いる。

SD360の木樋IIfil'栄tlll土からは内而に「口 [JJFJヵJJの卦

i'::がある須忠器杯B議が出土した。蓋lま、飛鳥IVに位置

づけ られ、木随の埋設l時を示す。

土製昂 下M土坑出土を含めて円而硯2点、蹄脚硯 l点

カtある。また、 SK370からはノレツボ、フイ ゴ刃ヰ口、@]廊北

間務ポ¥'SD352から土馬 1点、包含府から土製円盤 4点な

どがII~土している 。

金属製昂 金銅製垂木先金具、銅釘などがある。金銅製

垂木先金具(雇128)は、 iill.l'持京而地担石抜取市¥'SX3411;1;]か

ら出土した。直径10cmの円形金具で、(，1ぱ完形である。

中央に小孔~穿ち、 4 誕の対葉花文を透し彫りし、毛彫

りで輪草1I線を友Ij{J。寸法からみて装階屋根の地垂水j羽と

忠われる。円形の金銅製垂木先金具は平械薬r，ili寺からも

出土している (r薬師寺発掘調査報告J1987年、 PL.120-

25) が、本{ダIJ は、対諜花文の間の~I'f状の文様を欠くなど、

図28 垂木先金具 1・E
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より退化がすすんだものとみられる。銅釘l主、笠型の頭

部(径1.0cm)がつく断面方形の釘て、完形品でみると全

長4.2cmある。SX341やSK367などから約20点出土してい

る。

石製自 西桜の足場穴SS344から砥石 11閣が出土した。

5 まとめ

今回の調査の成果と課題にふれまとめ とする。

まず成果としては、西搭ーの規模、基tf1.の構造が明 らか

になった ことがあげられよう 。

基I監の規模は、本薬師寺東様、平城薬師寺西塔とほぼ

同規模である。ただし、基壇周囲の犬走、階段部などの

大きさに若干の違いがある(表 2参照)。

基山外装l立、花飾i岩地麗石と凝灰岩の羽田石からなる

切石松て.ある。基壇上面の舗装は不明で、装階の礎石あ

るいは据付穴などは見いだせなかった。ただし、西I各所

用と みられる装階用の軒瓦、丸 ・平瓦が出土しているこ

tや、装階垂水用の金銅製自Iliり金具-の出土からも、回塔

に裳階があったことは確実である。

心礎がほぼl京位置にあることも判明した。ただし、心

礎上而が水平でなく、若干傾いている。心礎の下や周囲

に後世の撹乱がなされているこ tから、若干上下に移動

している可能性もあるが、ここでは、大きく動かされて

はいないというf旨摘にとどめておきたい。

この撹乱については、時期を明示する資料はないが、

永長元年(1096) に本薬師寺熔跡から合利ぞほりだした

との記録 (r中右記J)が想起きれる。実際には、 合利孔

を有するのは、東塔心礎のほうであるが、その際、合利

の探索Ii.、四階にもおよんだ可能性もあろう 。

西絡の造営時期については、まず出土瓦の様相がてが

かりとなる。本薬師寺の主要堂楼の造営)1印字にかん して

は、これまでの調査によって、第一段階tして金堂、第

二段附と して京搭、中門、 回廊となることが知られてい

る。今回の調査によ って判明した西応の瓦はそれらより

本薬師寺西塔

M 東塔

平城薬師寺西塔
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更に遅れる段階のもので、第三段階に位置づけ られる。

奈良 ・平安時代に属する軒瓦も出土 しているか ら、酉燃

は、平城選者1¥後にも存在していたことは確実であるが、

fil怯l!時期については、瓦の年代観が重要な問題となる(瓦

のn日Jillについては33-37頁参照)。

回廊については、瓦は、南面束回廊と同様の様相を示

す。回廊の廃絶については、 団脱iIを破壊 しで もうけられ

た土坑の造物などから、 これまでの調査による推定と同

様に、 Ilぱ11世紀代と見てよいと忠われる。

出土造物にかんしては、塑像の問題がある。本薬師寺

からは、かつて塑像の出土が伝えられているが、京港周

囲の調査につづき、今回の西応の調査でもまったく出土

しなかった。本薬師寺で塑{象がまつられていた可能性は

Il 1:ん Eなくなったといえよう 。

下l百の本薬師寺造営前の造構にふれる。下層;m:物は、

今回の調査で‘新たに 2棟の存在がII}Jらかになった。これ

らの建物は多少の時間差はあるにしても、先の調査で明

らかになった堺や、建物とともに右京八粂三坊西南坪に

展開するー述の遺構tみられる。藤原京の粂坊の設定か

ら、本薬師寺の造営までのHIJに一定のl時間の経過があっ

たことを遺構の上でも示している。

本薬師寺 といえば、薬師寺式伽藍配置としてわが国で

初めて 2基の泌をそなえた伽藍tしてあまりにも有名で.

ある。今回の調査によって西絡の造営が他の堂燃に比し

でかなり遅れることがわかったこ tにより、 2基の慌が

並立したl時期については、藤原宮期でおきまるのか、あ

るいは平滅薬師寺造営以後にまでくだるのかなど、大き

な問題を提供することになった。この解明のためには出

土瓦をはじめとする平城薬師寺との比較な E、より詳細

で多角的な検討を要する。

西I答の米調査部分をふくめ今後の伽藍のよ り広い範囲

の調査に期待しておきたい。 (千田剛造 土器;西口)



2 寺域西限の調査(唱995-2次)

本調査は、農業用倉庫新築に伴L、実施したものである。

調査地は本薬師寺寺域の西北部にあたり、寺域の西を限

る大垣およびその外{JlIJを南北に走る凶三坊大路の存在が

予想された。 このため調査では、-w:凶12m、南北 2mの

発掘区を設定した。調査地の基本的な土用は、 J-.カ・ら耕

作土、 l末二七、賞制色土(四半ては部分的に灰色微砂1M)

で、遺榔lま地表下約30cmにある賞制色土上而で確認した。

調査によって検出した追榔には、南北椛2、土坑11: 

111"止の耕作構多数がある。東(J[IJで検1'1'1した南北端SD401

1;1:、幅0.8m、i奈さ0.15mとやや小さく、西側にある南北

市SD4021ふ幅1.75m、深さ0.3mと大き t、。ともに約 2

m分を検出した。消iSD402のJ.lli土のJ-.1f!lには、1l.J午が合ま

れていた。椛SD401の西(JlIJで検出した仁坑SK4051;1:、一辺

75cmの柱穴状の逃f.Ytてあるが、 i奈さ10cm程度しか残存し

ておらず、性格は不明である。

検出した 2本の南北部は、当初の子氾!通り、西三jJj大

路SF102の両側溝と理解するのが適当であろ うが、そ の

心心II:Jの距離は6.5m1:短〈、断定する には至ら ない。こ

れまでま11られている奇数粂rJj大路の幅只は、8.5m前後が

一般的であり、今回の6.5mという数慨はむしろ小路の幅

である。ji'!fiYtの規模や近隣の調査成見・からすると西にあ

るi1Yj:SD402が、西(J[lJhYj:の可fiE性ヵワ:jl 、が、だからといっ

て、*のhYiSD401が、{l!I.附j:ではないとむ断定できない。い

ずれにせよ、今回の調査而制は狭小であって、 これ以土

仰(IWjを屯ねても空論となる。事実のみを?記して今後の淵

慌の進出をi牛ちたい

なお瓦1;1:、前:のさII土である時柑色七などから、 6276Aa

( 2点)、 66471 (1点)、 6641(H ? 1点)の計4点の粁

iが，'1'，1二した。66471 は、瓦当がほぼ完存するが、{也lま

小破片てある。66471は、 51"1反転の右偏行辺、冬f占草紋

で、上外区の珠紋数が16、ード外区の線鋸歯紋数が27。金

';;f:}i}r JI1誌|府月1のfF平瓦である。 また九瓦は元"29点 (2.8

kg)、平瓦l主計112点 (6.3kg)が1'1'， 1二している。

日1¥405D。
SD401 

y=ー18.200
。

(黒崎 直)

-x=ー167.491

3m 

図29本薬師寺1995・2次調査遺憾図 1 : 100 

3 寺母南辺の調査(唱995-3次)

この制究は、段業用水路改修にともなうもので、制jIt

J也は本薬師寺回廊西南隅の南約20mの位fltから、幅 3m

で困に向かい総延長約65m、調査耐舶は、 211m'て.ある。

水路工事により、大部分の場所では、ベースの暗灰色

キILI沙j付や灰色粘質土まで抗Ill'(lJされており、瓦出 1箇所をプ

のぞき、顕著な造捕は技っていな t、。瓦iWISX410は、制作

区の*端に近い部分にあり、東西3.5m、南北1.5m、深

さ50cmの土坑状を皐し、さらに調究区の北へ広がる(似|

30)。樫土には、多i止の木薬師寺自Ij!&JUIの瓦(33-37].l参

moのほか多品の木市が含まれていた。1加盟主池宮のごく

初期の盤地に|刻わる遺構であろう。 (千田剛造) 図30瓦溜SX410(南から)
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短〈勾配は測定できなかったが、周辺の徴地形からみて

北京から南西へ流れるものと考えられる。

八粂大路関連の逃構と しては京iffi櫛SD425がある。

SD425(ま、幅2.8m、残存i奈さ40cmで、南j♀に比べて北岸

は緩勾配である。構底の中央北寄りの幅O.7mほどがわず

かに深い。 1975年度調査(本薬師寺第 l次『藤原概報6J) 

八粂大路北側溝にあ

寺爆南限・八条大路の調査(唱996-1次)

この澗査は、民業用水路改修にともなう事前発掘削空t

として実施したものである。

調査位置は、本薬師寺の伽盤中心線からは西へ約40m、

西際基壇から南へ40mほど離れる。

調査区の北2掛から22mは本薬師寺伽藍地内に凪し、 I釘

4 

で検出したSDl04の延長上にあり、

たると考えられる。

1975年度調査では南側溝SD103も検日1しているが、今

回の調査区では断而観察でもその存在は確認できず、自IJ

端から13mは藤原京右京九粂三坊の西北坪にかかり、

のII¥Jに八粂大路が211定される。

1JZされたものと考え られる。

本薬師寺:伽藍地内では、単独の柱穴 2を検出した。

調査区は、 1995-3次調査区東端から南へ統〈南北52

m、東西 3mて¥調査而手1'(は156m'である。

調査区のうち京側約 1m は、現水路の堆;fi'{が泣椛而近 八

粂大路北側出iSD425の;1じ1mにある住穴SX426は、tIil形

が南北70cm、残存深さ40cmllどと小規模で.ある。本薬師寺

伽能地雨辺の閉塞施設にともな う遺構の可能性もあろう。

くまで述している。

調査区の基本j百l干は上から、耕土、 IEI耕土、 11音灰色砂、

県梢色砂質土、 l培梢色砂質土(地山)で、水路西側の水

右京九条三坊西北坪では、柱穴 l、土坑 lを検出した。

柱穴SX422は、南北65cm、東西50cmて¥性維は不明である。

土坑SK420は、南北2.2m、東西O.2m以上であるが、造

物をともなわず、 l時期や性格は不明である。

田耕土上而か ら90cm下のIIj}褐色砂質土而で泣榔検出ぞお

こなった。

検出した主な造械には、旧硫路、東西前]、住穴4、

土坑 1がある。

そのなかに

充/遺憾)

きわめて少なく瓦数点のみ。

(長尾

出土泣物lま、

現斗瓦 l点を含む。

旧流路SD4241;t、調査区のは(.f中央、南北19mにわたっ

て、灰色砂府を主体とする堆紛が認められる。検出長が

x= 

- H=74.8 

酒田・ー一

SX426 

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 

f
 ノ¥

 

¥
 

¥
 

¥
¥
 

SD425 

? 1? 

SD424 
一一 y=ー18.120
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5 本薬師寺出土の瓦

1995年度と 1996年度に実施した本薬師寺の調査のうち、

1995-1 . 3次調査で出土した瓦について報告する。

1995-1次調査出土瓦

軒-瓦、丸・平瓦、道具瓦がある。相庄は1阿:)L瓦169点と

軒平瓦178点の合計347点。 道具瓦は而戸五67点と ~i斗瓦

255点。平瓦には刻印平瓦が 2点ある。九五は破片数て‘

12，765点2，107kg、平瓦は50，036点13，519kgLj'，土した。

軒瓦 表 3に示したように、調査区内で出土した軒瓦

は調査区中央付近を境にして南北で内容に追いがある。

南は南而西回廊の瓦、二Itlま四階の瓦とみて分析する。

調査区中央付近より南ては、 ~[r丸瓦6276Aa-判:平瓦

6641 I-Iの組合せ(匡133-1・2)が 8WIJを占めている。，'，

|勺・南而*回廊での成果むこれと同じだった (r藤原概報

24J)。 この組合わせが雨而1111廊の所)-I-lll可:瓦て‘ある。

調究区中央付近より北の西隣所川判:瓦の様相1はこれま

で調究された堂培とは違う 。本出掛JFJ'I~I二五 L:t 6276Aa-

6641Hが多いが、 6276Ab.Ac (陸133-2・9) もその約

半数ある。 これと組み合うoJi.F玉1'-瓦は66410 (4) 0 66410 

は、前回の参道の調:J't(r藤jj;l概報26J)では、 r6641新種」

と報告したが、平械宮烏寮出土品 (r平J，&.報告 XIIJ 

PL.54)との同箔を確認した。上外区に珠紋、下外区と脇

区に線鋸歯紋をおいた右行の偏行J.'"i'市紋で、 6641Gに似

るカ:111.位数11は2単位多t、。 6641Gと66410のいl区紋様

を比較すると、左か ら6単位目のJH1，'i紋 2つの巻きが逆

転し、 7単位目の唐草紋がn定構成となる点が共通する。

Gの紋様の右(J!IJ(8!Ji.位目の次)に 2111.位分を加えて O

を作箔したのfごろう。上外区の珠紋数20もGの19に近い。

内区の左端には箔ì~IJれがあり、 こ れは平域宮馬寮出土例

より本薬師寺山土例の方がi並行している。 千J，lX薬師寺て

は66410の/:1'，.:1ニは確認されていない。

設附問軒平瓦は66411 (8)が6641K (6) をしのぐ

点数出土 した。66411は単位数 9の布行師行!若草紋。平

城薬r.lli寺創立1!瓦の一つ。単位紋は基本的に 3諜緋成て.

66411くより祖形に近いが、これは平以薬師寺j世話;時に復

古的な紋様を採用したからで、総b;l宮武の紋様舎もつ

66411くがより古L、。装階用軒丸五は6276E(5. 7)。瓦

当j平3cmあたりを境に、 Wjいもの(縦型)と j平いもの(厚

型)に分かれる。薄型Iの初JUI段階では表/]'，されていた蓮

図32へラ衝を喫斗瓦 1 : 3 

子mmn:tJ'i:型にな L、。過去の制ゴ?でで山 1'.した6276EはIJ.

tんどがiVj型だった。ところが、凶俗間|掛て.はj平型が圧

倒的多数。lIf:i土・焼成の共通性などから、 6276E0専型)

が6641K1:組み、 6276E (厚型)は66411と組み合う。

その他に、軒丸瓦は6304E 、Wir.llî寺32~巴式と 36型式な

どがIJ'，.:Jょした。6304E (10)は瓦寵が執っし〈陪粍する。

以liijに京併で"tlにlニしたものも同級に紋様が模糊とした11占l

体fごった。セットになる粁平瓦66640はな L、。薬師寺36

型式は これまで京紋縁とみていたが、今|旦l、当初箔では

定、冬紋紘 (36型式a、11)で、後によ紋紋に改箔した (36

型式 b) ことがわかった。

道具E 丙j而回廊周辺守'1 '心に而戸瓦と ~t斗瓦が多祉に

山 Lした。土坑5K369からは焼成ljijに川而にへラで文字

を記し t~ L;Jt斗瓦が l 点/1'， -1.:。師5.1cm、引{J-長19.5cm。下

端を欠少とする。釈文は、

[nヵl
「口ml:{，二百之)fll口」

以後の文字は下半分を欠き判読不能。「百之刑」で思い

当た るのはtl!の答杖徒流死のうちの杖、行叩き の舟1I。大

主ilt.は大主元年 (701) 8月に完成、盟大宝 2年 (702)

7 )1説i旬、 10月14円大宝令とともに頒服された。 このへ

ラ Jl: き 0i斗・瓦は、凸而にハ字状制"Ilきをもっ本理~r.ïlî寺自11

挫JUIの瓦である。土坑5K368で問併|剥係の瓦t伴出した

が、大宝tltとほぼ問11寺101の刑Hi}にl具|わる記載として注目

される。

1995-3次調査出土瓦

'Iq:瓦は事F九五28点と軒平瓦34点の合計62点、道具瓦は

而戸瓦 3.'，'Y，と皆t-+.11.25点である。平瓦に 1;1:. r右」刻印平

瓦 I点がある。このうち、調究区東端の瓦溜5X410から、

利::JLl工25点、 fドnL27点、 ifii戸1l.3点、 01斗王[18点と 家IJ

印平瓦 1点が出土 した。そ れ以外は、機械掘削の排土か

らの収集。5X410山土瓦について計二i!Rする。

'Iq二丸瓦は、 6121A(16点)、 6121B ( 4点:Ba3点、 Bbl

公文6Jr!F判1/1997・11 33 



表 3 本薬師寺1995-1 i.欠関査野瓦等集計表 ( )1.1.値不11)1を合む

軒丸瓦型式 点 数 軒平瓦型式 点 数 軒丸瓦型式 点 数 軒平瓦型式 点 数

6121A 6641G 4 ar.市寺32 4 
B 1-1 58 

33 
7 6276Aa 34 139(141) 

36a 
Ab K 25 36 b 
Ac 

10J ---r 140(142 。 38 

E 58 6647Cb 平安時代社 12(15) 。
6304 E Cc 
~式不lリ1 (7) G " r 19(27) 近i止以降 (1) (5) 

11 

三m弧紋
メr入， Jt 156(169) 162(178) 

凶耳i!a紋 lli '::1-瓦 255 隅切平瓦 2 
盤強紋 (1) 

祭良以前Jt 144(153) 162(173) 面 戸 l[ 67 刻印平瓦 2 

図33 本薬師寺1995-1 i.欠調査出土軒瓦 1 : ~ 
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点)、 6121C (1点)、 6276Aa(4点)の25点。

6121 A (図34-1 )は単弁八弁連務紋。 弁と子葉 lま ~I :!k:

が大きくく(;t.む。 ~I"房蓮子 1 + 5 + 9。蓮子には周期が

ある。外区珠紋数40、線鋸的紋数80。線鋸歯紋の内側に

二重の閤線がめくーる。メL:正作11は凹凸両而にやや太い斜絡

チ刻み岡、端商にも刻み目を入れて瓦当裳而の高い位置

に差し込まれる。6121B (3・4)はAに似るが弁がや

や制くかっ小さく、1111弁先端がT字形。'1"房延子 1+4+

8。蓮子に周環はなし、。珠紋数40、紛!鋸歯紋数80。線鋭

的紋iま鋭〈珠紋とのliUに閤線がな L、。蓮子の小さいBa

(3 )と これを大きく彫り直したBb(4)がある。 Bbは

初出。6121C ( 5 )はBに似るが弁がやや大きく、蓮子の

配慌が違う。中房蓮子 1+ 4 + 8か。珠紋 t線鋸歯紋の

1111に閤線なし。 6121Cは初出。6276Aa(2)は筏弁八弁

連帯紋。 通弁の照りむくりは ~j~ ~ 、。 '1'房蓮子 1+5+9。

越子周環がある。珠紋数40、線鋸tJ~紋数80。両者の 1111 に

二Eの閤線がある。

'1司:平瓦は、重弧紋 5点(三E弧紋 1点 ・凹E弧紋 l

，'，':0、6647Cc(8点)およびCbかCc(2 J点)、 6647G(11 

点)と型式不明 1点てある。三重弧紋は瓦当!平が小さ L、。

{I!ll而を斜めに切った附軒平瓦。四重弧紋 (6)は弧線の

太きがすべ‘て同じ幅で、凹線はi斐L、。 6647G(7)は、

81国反転の右偏行忍冬唐平紋。本薬r.lIi守所m。珠紋数37、

綿鋸掬紋数59。鋸歯紋の上下は界線に桜する。タテ純叩

きで凹凸而を丁寧に調務。 6647Cc(8)は51"1反転の右

悩行忍冬}，lI-l~i.紋。 珠紋数27、線鋸歯紋数39。 線鋸歯紋の

上下は界線に届かな L、。藤jjR;古所月16647Caの紋様を全14'

に太〈彫り征した6647Cbを、さらに左右で珠紋半{Idl分切

り縮めたのがCCoCb・Cctもに本薬師寺所mで藤原宮か

らは11'，土しな L、。 CaとCb.Ccの製作技法を比較すると、

Caは平行日11きだが、 Cb・Cc(;t.タテ細川崎。また、 Caで1ま

・li瓦苦11凸而に重弧紋風の家11みを入れてす:nを桜令するが、

Cb.CcIまfiTで‘横方向にi支t、くぼみを付けるにとどまる。

九瓦は{1~114'識別で28{肉体、主紘の附数青I'ìIllJ法で18{1占|体

あり、すべて玉縁式。本屋根用と装附!日がある。本届桜

川は、ヨ::J成長7.1cm、王縁先端阿12.8cm、間部長38.2cm、

段部幅16.6cm、筒部広端幅18.2cm、会長45.3cm(以上す

べて平均値)である。粘土板巻き付け作りで、筒剖1t王.

蝕を-jillの粘土板て作り 、段苦11凸而に粘土を足す。凸而

(;t.タテ純IIIJきのあと丁寧にヨコナデ調書長する。背灰色で

!í1l!~!tのものと、灰白色でやや軟質の2極がある 。 {J!IH函の而

取りは凹凸両而と山而のみが作々約4:1，iIjずつある。裳階用

は1点確J立てきたのみ。筒古111よ端幅13cmあり、本屋根用

のがJ7筈11の大きさ。製作技法は本屋相川と同じである。

本屋掛川丸瓦の凹而の布庄:~l'{を鋭掠すると :r.紘の縫い

"は丸瓦H肉体に2箇所程度、 1つの悦fiて400'所程度あ

る。縫い方には逆三角形のダーツをとって縫うものと、

縦に 1-2 cmli t:'Jllね合わせて まっすぐ縫うものがある。

後者の不IIの.iTIね合わせはSタイプで縫い方はまつり縫い。

針"は大半が布の祈り山を手前にして左上 り治下がりに

なる。この縫い方ては下に L、〈にf也、縫い目の左右で布

"にみだれが生じるが、布ト|が-VJ乱れないものもある。

|ミ紋部での布袋の縫い目を識別することにより、同一布

袋て作られた丸瓦を 3組確JZてきた。 うち2if:LUま分j'，illflJ

l立が54}立と73度ずれる。 これらの角度だと分割突帯はな

かったよう fごが、 もう 1;f;ILはほぼ同位世で分担りされてい

て、多くの資料で検証する必要ーがある。 3組の丸瓦l立、

それぞれ凸而のナデ調整に程度差があり、瓦工の追いを

ポすnrtm性がある。

平瓦にはj岳常の大きさの本屋根!日と小型品の装階用が

ある。本!長線j有l立、全長41.4cm、広端師30cm、4尖端幅25.6

cm (平均値)。裳附Hi(主、全長28.9cm、1よ端師23.3cm、狭

端何19.8cm(平均値)あり、木屋根川の約 7-8 jlill程度

の大きさ。粘土板柿l巻き作りで、 ，~，而はタテ制叩き。制

IIjJき口 l立、粂が紛:;1犬で太いものと *111~ 、 むの、制の撚りが

lI)j 11貨なむのの 3種があり、設附mlま太い線状の純叩き目、

本!回線川は大半が車111l、純叩 き1=1である。純を三つ編みに

した「ハ」字形の縦叩きは 1点もな L、。凹而は丁寧なナ

デ調盤がなされており、広端{!!iJl/3ほど以外は布目は残ら

なt、。{l!11而の而取りは凹凸阿而が約 8:'IIJ、広端の而取り

は 111 1而のみと無いものがほ(f半々、 ~X端の而取りは凹而

のみが半分で、 I!!.I '~I両而がが:J 3 ;1/11をしめる。木屋棋用l立

大半が版(I '~だが、 7f灰色でlíH'îに焼きあがっているも

のもあり、 それらは凸而狭・端側をヨコナデ制型をする。

小 ~i

本薬師寺1995-1・3次調査で出土した瓦は、いくつか

の屯要なHlI組を提起する。 これぞfITjlll.に まとめよう。

まず、 1995-3次調査瓦沼'ISX410山上瓦は次の点で注目

て.きる。

1 軒九五に占める 6121型式の比率が~':j い。しかも 6276

4詩文僻 '1'報/1997-11 35 
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Aaを含めいずれも瓦箔がシャ ープである。

2 :軒平瓦は重弧紋1:6647型式て 6641型式がない。

3 :本屋棋ffil:裳附用の瓦がある。

4:iiE瓦組織が左右に区別されていた可能性を示唆する

「右」の表IJ印がある。

昨年度の参道の調査(1994-1次調査 『日露関概報26J)

て¥金堂所用の本屋桜刑判:瓦を6121A-6647G1:推illlJした

が、 SX410山土瓦はそれぞ説明する。filJ越金吐の軒先はこ

のセットと、 6121Ba.Bb-6647Cb. Ccて'ftiliることが企画

され、瓦が調達されたことはIIJJ速いない。

装階用軒瓦 (6276E-66471)は出土しなかったが、設

階川の:h瓦と平瓦が山土した。 しかも、それらは木屈制

用の瓦と同じ技法で製作されている。 これは金堂の装附

が当初から計画 ・造作されたことを物語る。

平瓦に「右」の刻印が 1点ある。これまで出土した

「左」 ・「右」の刻印をもっ平瓦を再度検討したところ、こ

れ らはすべて撚りの紺Il、タテ純叩きだった。つま り、

「左J・「右Jの刻印平瓦は金堂所用に限定できる議然性が

高い。左右が製作組織の別を示す考古資料には、奈良H寺

代後半の木造百万燃がある。本薬師寺金堂の造瓦組織も

岡本音の構成をとっていた可能性がある。

次に、1995-1 .次調査で'W..:tした瓦について|問題を整理

する。 この調査で出土した西隣の粁瓦は来Ir旧二つの様相

が混在する。古い様相を示すのは6276Aa-6641 Hと6276

E (薄型)-6641Kで、 これは東熔と共通する。新しい様

相 l.:t6276Ab . Ac -6641 0 1: 6276 E (厚型)-66411の 2

組。6276Aの彫り直しによ って前後関係はlリlらかだ。後

者では装階川のセットは平j成薬師寺と閉じfごが、木屋棋

用のセット 6276Ac-66410は平城薬師寺からは1.1'.土して

いない。

西冷 lま~，~担土か ら金堂所Jn 'lll平瓦6647Ccカ r:11.土した

ので、 恭t~:t築成 l立金堂完成ぞ遡らな L 、 。 所fll!肝瓦から問

IJFの削ill時JtfJについて、次次，のような仮説を世示てで‘きる。

1 : ~来10:燃持と lはtぱ同じ H寺j則U例l に、 6276Aa-6印6か4札H と 6臼27河6E(司部i 

型)-6641 Kで創建。6276Ab.Ac-6641 0 1:6276E (厚

型)-6641 1で大鋭棋な耳き伴えが行われた。

2 : filJ主l!1I寺JUlは、 6276Ab. Ac-6641 0と6276E (厚型)ー

6641 1のH電y・JUJ。 これに6276Aa-6641 H 1: 6276 E (的

型)-6641 Kのストック分を加えて出般を昨 L、た。

要1.:t、新旧いずれのセットを主体とみ るかだ。

1の場合、来併にはそのような状況がないので西熔は

雄立後に大規模な修理IIが必要とされたか、あるいは移築

に伴う再処の可能性も考慮の余地をも ってくる。ただし、

解体 ・再処を示す足場穴は検出されていない。

2の場合は、四I符の姥立がほかの堂併に比べてかなり

1足れる。6641G. H . 0の 3粧Ii.、H→G→OのJIIi'Iに製

作された。Hは紋様カfjlkも整斉で.、東燃やrlQ"ト回廊の

削主l!軒平瓦。Gと01:の紋椋の系譜|刻係は先に述べた。

6641 Gには6276Aa.Abカ人 66410には6276Ab.Acカf;fJL

む。本薬師寺では、 6641Gはごく少挫しか出土しないが、

逆に6276Ac-66410は平減薬師寺からは出土しない。さ

らに装階mff平瓦66411 は平城薬師寺削挫瓦の一つ。 し

かも、商併出土66411にはかな り箔傷があるから、平械

薬師寺のjt訟が一段落してからこれらの瓦が本薬師寺に

供給されたとみてよし、。 とすると、西燃の瓦の製作供給

H寺期は奈良時代に降り、 『続日本紀』文武 2年 (698)10 

月41:1粂の「薬師寺の榔作LtlJ::おわる」 の時点て、西f存

は挫ち上がって いなかった叢然性が市くなる。その場令、

完成直前{こ焼け務ちた大í~~・大手fの伽藍配世との|刻述が川

題となろう 。 (花谷浩/考古第 1) 

コラム:あすかふじわら②

4・60年前の本薬師寺西塔跡

金堂土I監から凶I各跡をfUんfご写:J!，。周凶はー而

の[H岡地帯。背後の111は、畝傍山。本薬師寺や藤

原;守の調3T7.研究に大きな足跡、をFえした足立I~t r業

師号i:flJII肢の研究J (LI本Tr文化研究所報告 第五

193N.)から転載。四I答!f.1Hi19965pに初めて発掘

;l1Wtiの手が加わ っ た。 般fi~I市城殿町所干上。 24n参

)fl日。 (C)

祭文研年有1/199711 37 



コラム:あすかふじわら ③

4砂藤原京の範囲

藤原京の京岐については、 1968年j主

俊労によって、古代の幹線道に1mまれ

た東西2.1km、南北3.2kmの純凶に、東西

8坊、南北12粂分の粂坊が復原され、そ

れが定説となった。奈b.!.国立文化財研

究所では、 1969年以来その成来を受け、

藤原京跡の発搬調査を担当してきた。

しかし周知のように、その後の調査で、

持説の範囲外からも粂fJii立織が相次い

で発見され、京域はもっ t広がるとい

う、 いわゆ る「大藤原京」祭各種が提

出された。そして1996年に至り 、大極

殿から東西に2.6kmも隊れた極原市土

橋逃跡や勝井市上之庄治跡ーから、十坊

大路とみられる粂坊遺構が発掘された。

そのよ、 これを東西の京極とみなす所

見もあって、宮を ~I心に lli< 十里四方

の京域2容が、~実'*を I~持ぴて急、浮上し

てきた。

この京成l立、 r周fLJ考工記に記され

蔵原京の条坊と家主産惣定図 ア ーtWi冶跡 イ|二之11::泣N-Jr.・

38 4守文研年報/1997-11

た指11の形に類似するが、藤原京がそれ

を模倣したものとl折ずるには、なお検

証が必要だろう 。また併せて、こ の広

大な都力すいつ計画され施工されたのか、

京械が十l方以上に広がる可能性はない

のか、京I或が時刻iによ って伸縮しなか

ったのかな ど、解明すべき課題も多い。

その解決には、Jtなる発掘調査が不可

欠で、当研究所では、岸説の範凪を?越

えて調査対象とするべく、検討を重ね

ているところである。(黒崎 ilD 

EFI J 州淵I• ~lll mlJ見

KLOP:卜屯四方説

lit )j l[~ 1 11 J，¥花!.t下 Ijt:i約265m



飛鳥地域等の調査
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。水落遺跡の調査一第9次・1995・1次

t 水落遺跡第9次調査

はじめに

漏刻台と これを方形に囲む廊状建物を中心区画とする

水落追跡について、本年度は、その外事ri施設の検出を主

目的に、昨年度の第 8次調査の南隣接地において調査を

おこなった。調査而棋は533m'である。

基本層序

上から )1眠に、 耕作土、床土、炭混り褐色砂質土(平安

l時代造物包合府)、茶褐色土i毘褐色砂または茶褐色徴砂、

l情褐色徴砂(古墳時代追物包合用)であった。茶褐色土

i昆り褐色砂または茶褐色徴砂の上面で平安時代な Eの追

椛を検出し、 n音褐色微砂上而で 7i止紀代に属する遺構を

検出した。

遺構

検出した造桝は、時期別にみると、 7世紀

代に属する掘立柱建物、平安時代の掘立柱建

物、掘立柱塀、合口土器棺墓、中世以降の耕

作にともな う紫掘構など、おおよそ3期に分け

られる。

7世紀の遺構 掘立柱建物SB3700は規模の大

きな束四棟建物で、桁行 4間(柱間3.08m等

間)、梁I1:J3 1m (柱11I12.67m等11日)の身舎に、

調査区内では南 ・東 ・北に庇がつく 。庇の出

はいずれも 2.67mである。西而は調査区外に

あるが、西にも庇があって四而庇建物になる

であろう 。柱掘形の平而の形状は一辺 1-1.8 

mの方形て¥現存の深さは約0.7-1.1mある。

柱はすべて抜き取っていた。抜取穴は、不整

円形て¥掘形内におさまるものが多L、。柱掘

形のきE土は茶褐色砂質土や喋i昆り|清褐色砂質

土などで、抜取穴の埋土は褐色砂質土などで

あった。建物の方位は、柱根や痕跡によらな

40 奈文研iJC輔1/1997-11

いので正確を期しがたいが、 方眼北に対して東に40分前

後振れる。

平安時代の遺構 掘立柱，建物SB3703は、調査区東側にあ

る南北棟建物で、桁行 3rnJ (柱問2.3m等間)、梁間 2間

(柱間1.85m等間)である。この束に柱筋が平行な 3111'Jの

t目立柱塀SA3710がある。柱r:日は2.2m前後である。

掘立柱建物SB3707は、西側にある東西棟建物で、桁行

4問(柱間2.38m等間)、梁!日J2問(柱IIlJl.8m等間)で

ある。南側にやはり東西煉の掘立柱建物SB3706がある。

桁問 3間 (柱間2.07m等間)、梁間 2間(柱問1.6m等間)

である。この建物は総柱構造である可能性もある。

SB3707の北側には3111]の捌立柱塀SA3709があり、柱

聞は2.37m前後である。目隠;塀と推定される。

SA3709の西の柱の1m、南側において合口 土器持基

SX3708を検出した。掘形の形状は、南北に長い楕円形

y=一16.410 Y=-16.400 

'0. 

Y=ー 16.390

- X=-168.9ω 

口

門
什
U

- X=ー 168.980

図36 水落遺跡第目次調査遺構図{下庖) 1 : 300 



て¥長車111約0.48m、短車111約0.36m、現存のi奈さは約0.1

m。 ここに 口縁部を合せた袈2伊li本営南北方向に、横倒

しに据えてあり、 北側の袈内部には直径約14cmの土師器

Jlllが裂の底面に添うようにおいてあった。柁内には、そ

れ以外に造物はなかった。

遺物

土器、 瓦、金属製品、石製品などが出土している。

土器のうち最も多いのは、古墳時代に属するも ので‘あ

る。 そのなかには、純叩き文の陶質土器のほか、裕子日11

き文などをもっ軟質の斡式ニiニi12も含んでいる。 7世紀代

の土器類はきわめて少祉て、あ る。

11汗丸瓦は、飛鳥寺V型式 3)点の{也、阿川11.XIV. XV 

b各 l点がある。軒平瓦は出土しなかった。

金属製品としては、鉄鉱・鉄釘などが、石製品て1立、

石帯が出土 した。

まとめ

本調査区におい て規模の大き い建物SB3700がみつか

った。上述のように、泣椛の重緩や、 7世紀代のtI'，土造

物はきわめて少ないので、この建物のこまかな所属時期

を決定することはむずかしい。

そ二で、いま建物の方位によるとすれば、その振れは、

方眼北に対して東に40分前後である。 この方位は、石ネI!I

泣跡と水落追跡、を区画する大:tASA600や水落追跡第 7次

調査区石組講SD3400、さら に石神追跡AJUj(斉lザl判)の

図37 合口土器信型車SX3708(束力、ら)

うち A-1 J明から A-3 JUJの古い段階にかけての諸施設群

に一致する。

一方で、 水落逃跡の礎石建物を合む中心区Imlは方眼北

に対して西に約40分振れている。 この述いを重視して、

いまはSB3700を漏刻古などの中心区@Iに先行して建て

られた建物としておきたい。

今l叫の開予tと、第 7・8次調査 (r藤原概報25・26J)

の成よIkをあわせるし水落追跡においては中心区画の建

設にともなって、その南50m以上にわたる範囲に建物や

ilJf. l:いった池上構築物を新たに建設した形跡はないこと

になる。

また、 7j-q存追跡のI訂を~Jl!ilす塀は未検出である。外事11施

設を含めた空Ili!利用の実態の解明については、なお今後

の調査の進展に委ねねばならな L、。(深，翠芳樹/考古第1) 

y=一16.400 y=ー 16.390

日 一一 x=ー168.970

。

。一一一 0 一一 x=ー 168.980

~， 

y=一16.410

10. 

図3日 水落遺跡第9次調査遺憾図(上層)I : 300 色届1)1) Il 卜肘
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2 水落遺跡唱995・唱次調査

はじめに

この調査は、高市郡明日香村大字飛鳥地内について明

日香村が行う下水道挫殺事業にともなう事前調査の第 l

年次の調査である。

調査は、 前年までに検討されたノレー トと順序にしたが

っており、今年度は飛鳥寺寺域北辺から石神地跡、*務

追跡にいたる会長430mHIJに必要とされる合計12箇所の

竪坑予定地について、地怖の存否を確認し、 ノレート確定

の資料を得る目的で実純 した。

遺構

調査地は束から N-1・2・3・4、U-1・2・3・4、P-1・

2・3・4と呼ぴ分けた(図35)が、 このうちN-3・4I:P

-4については事業者dJ!リの都合で調査を見送った。なお、

ここで.のN、U、Pはそれぞれ飛鳥藤原宮跡発掘調査部

が設定した飛鳥藤原地域の調査地区割の5AMD-N、5

AMD-U、5AME-Pの中地区名であり、以下、各調査ト

レンチ毎に概述する。

N-1トレンチ 1982年に制査された飛鳥寺東北III~ (飛鳥

寺1982-1次調査 『藤原概報13J)の東約15mの東西旦道

上に、東西3m、南北2mの調査区を設けた。道路敷直

下で、 北3分の 1については近年の水路工事によって磁

波されている ことが判明し、南についても地山岩盤とパ

ラス府を確認しただけで遺構は検出されなかった。

N-2トレンチ 飛，13寺寺城東北隅の西40mに位世する東

西皇道上に 1x 1 mの制査区を設けた。府l亨は上から道

路基穂、 暗褐色土、茶褐色土、茶褐色粘質土、 褐色土で、

褐色土上半に軒丸瓦(飛鳥寺 I型式) 1点などの遺物が

少:hl含まれるだげで、それ以下は地表下約 2m まで~!'.~造

物府が統〈 。 この高さは東北1I尚検出時の地桝而をこえて

おり、調査区内では遺構は確認さ れなかった。

U-1トレンチ 1977年に飛鳥寺寺域北限塀 と北I'[J及び外

i畿を検出した調査区(飛鳥寺北方の調査 r藤原概報 8J) 

の西北に隣接する東西旦道上に、東西 3m、南北 2mの

淵査区を設けた。府序は上から道路基礎、暗制色土、 i情

茶褐色土、茶褐色土、 制色土である。上而から0.7-0.9

mの褐色土商て湖"Yj搬出をおこなった。 jft柑色粘質土を

担l土とする土坑2越を?検出したが、外i樹立検出されなか

った。土坑はともに東西に長〈、調査区の中程でと ぎれ

42 ~詩文研年綴/199i司 11

て東には延びない。土坑の方向lま西で南に傾〈方向にあ

る旦道に平行 しており 、寺峨北限の塀や外i豪の方向とは

一致しなし、。土坑からは少祉の瓦と土器が出土 した。相

色土而l立東から商へ下降し東半は比較的浅いが、そこで

も寺城北外濠は検出きれなかった。1977年の調査では外

i奈は澗査区の束 7mの位置で北へ折れIlllっており、本調

査区は北["1から北へ延びる通路の上に住置するものと考

えられる。

U-2トレンチ U-1トレンチの西約30mに1x 1 mの

調査区を設定 した。!百}芋は道路基礎、 暗褐色土、日昔茶褐

色土、茶褐色土、褐色土て¥道路面下 1mの褐色土上聞

で小穴 1を検出した。小穴は直径60cm程の不整同形で、

少祉の土器が含 まれ、弥生時代の遺構t思われる。外i張

状の泣榔や堆積土は認められなかった。

U-3トレンチ 飛鳥寺北門から阻へ15mの東西旦道上に

東西 3m、南北2mの調査区を設定 した。層Pt=lま上から、

道路基礎、灰褐色土、茶褐色砂質土、灰褐色粘質土、時

灰褐色砂質土である。暗灰褐色砂質土商で北へ緩やかに

下降する東西講を検出。幅1.5m以上、深さ0.4m以上。

さJ.!.土は上府の褐色粘質土と 下Jf1のH音灰褐色粘土に分けら

れ、部からは少量の瓦と土器片カrlf.土した。講の南j=2に

は直径60cm大の括鉢状の穴が5基あり、護岸の石の抜取

穴とみられる。位置と規模から、この東西溝は飛鳥寺の

北而外i豪と考えられる。

U-4卜レンチ 石村I追跡第 1次調査区の東南向の旦道交

点に 1x 1 mの調査区を設定。この旦道交点は飛鳥寺の

西而大厄の北延長上にあり 、寺域北西隅に位置す ると推

定されている。屑序は道路基礎、茶灰褐色土、背褐色粘

土1')1入 り灰色砂層、 灰褐色粘質土、 i炎灰褐色徴砂質土、

砂際、 時特色粘質土、背灰色土て.ある。 地表下1.1mの灰

色砂!日は瓦t近世陶器が含まれる旧水路地税!日て¥地表

下1.4mの灰褐色粘質土以下は西に下降する旧流路の雌

制府にあたる。調査は地表下1.6mの深さまで到ったが、

第 1次調査区の貰褐色粘土の地山は確認されなかった。

P-1トレンチ U-4トレンチの西約36m、石神追跡第3

次閥抗区の東端付近に南接する束凶旦道上に東西 3m、

南北 2mの制査区を設定 した。第3次調査で検出した京

凶.fJR辿物の簡に石敷や雄物があるかどうかが課題て.あっ

た。J!'1J子は上から、道路基礎、 賞灰色土、時-灰褐色砂際

土である。地表下0.9mにある時灰褐色砂牒土上而で1111止



の東西紫掘構 I粂を検出した。京拘iiiV;:以ftJtま1''1.色村 i二の

入ったH音褐色粘土が広カ刊、それをJlIlニ1..とする点凶油状

の土坑と判断された。 なお、土坑にはイit'l'迫跡第 3次調

査の椛SD576に特徴的な内色村l土塊が合まれる。」付属消

以北ては束から、 IIff制色粘土を埋土とする浅い円形上坑、

灰色粘土i昆りの砂聴を型土 tする一辺O.6mの.f::l=.穴、喋i昆

りの灰色粘土を塩!こ仁とする一辺1.3m以上の大型住穴符1

~与を検出した。 しかし 、 J，'iJ辺での訴J1ì:成民と付!!刊しでも

ill物などにはまとまらなかった。

P-2トレンチ P-1トレンチの西約40mのT字路交差

点に、 1 x 1 mの調査区を設定。石干'11遺跡第 3次調査区

の西南部て\ノド孫泣跡の京北部にあたり、 i~li 五111民JÆ施設

全体に及ぶ掘込地来の北端が想定される位世である。M
J~.: は、 J-.カヨら道路必礎、石炭殻層、 ，';-Jポ柑色-1..、:10'1.灰色

{沙n土・H音灰褐色微!沙土である。J也事長下O.8mのt，'uズ色砂

質二七而て.遺構検出した結巣、南半にH苛茶制色 l二がjぶカリ、

その下はj炎灰柑色料itt-I-.t時柑色砂P1七の可j付から なる

Hl土!日であった。 この船上Jt1I.ii奈さO.3mしか雌JZしてい

ないが、 1985年のノド落追跡第 5次訴11t ( r勝111概幸~H6J )

て'(i'(riJ?t.した掘込地業Jlllニ|二と類似し、また、こ の位世が礎

石建物の基Jfl北紘の北約12m にあって、:1.~位 It;j紘から掬i

込地業南端までの距離 と等 しいことから、全体におよぶ

掬i込地業の北端にあたると判断された。

P-3トレンチ P-2トレンチの南約45m、火跡ノド孫追跡

の懸備地の:rkを通る南北村道上に南北 5m、米VQ2.2mの

淵究区を設定。利子t区の凶fJllJでは1982-86(，1'-の第 2-6

次調査 (f藤原概報12・16・17J ) 、来側では 1994 il~の第 7

次調査 (r藤原慨報25J)が行われており、その成主Rから

調査区内で掘込地業の南端が検出されること は確実であ

った。ただ、第 7次，iI，¥11tではAJUJの*凶JJJf.と BJUJの来四

摘が検出されておらず、その存否の雌JZカf ，i~IWてあった。

lt1斤:は基本的には道路基礎、 1司[ー灰色 ーにす~~制色上、|情

j災禍色i沙質粘土、 時灰色砂質土、 lリl制色Id、である。11音灰

褐色砂質粘土には 9 1!U~の県色土1ffi. }'í が??まれ、 ，)i;、褐色

土と暗灰褐色砂質牛iiJ:t.i泣跡'1'枢部の淵1i:II寺の「褐色砂

質土」に相当す る平安11キf¥:の泣物包合Jr1である。 その下

1mて.の辿椛検出の給米、北半に東西ブ'i11'1(こ.fll1-.の紛が認

められ、掘込I也業の上部にあたると判断された。持li込J也

業主R土は上からl培茶灰色村i質七、 11背版柑色微妙、J二、lリl賞

灰色砂、賞灰色砂で)!!-さ5cm程の互l付をなす。i奈さ40cmま

て'(i'(riJ!.t.したが、従米の所見と変わ らな L、。Jql仁からは 7

IUJ山jij半ftまでの |泊lir.i-i-.~Ji忠総が少l，UI'，土した。

品11;ム地業の悶には地山である I~I .褐色砂のJて に H昔制色砂

i'i 1..カりょがる。 このl沙質十.には 71止紀代の迫物が少社合

まれ、持li込I也業と 同H糾UJのj占i辺部の整地七と考え られる。

，~.'.j1t区南端にある礁の入った柱穴①、東西市、 l府灰色料i

i'i 1:の住穴② とその.f1抜][ぇ穴はその上l市て‘検/1'，された。

れ穴① は一辺60cm以上の脱肢で、位|日12.1mにある柱穴③

とともに11青紫色のが仁1-.が合まれる特徴があり、その点て

第 7 次調官の掘込J也業所~ ~:l，i に接して検出した柱穴

SX3414 と防似している。住火③は このSX3414の点西約

5 mに位前し、住民間・が平安11キ代の造物包合1Mι11で確認

される ことか ら・|λ安H年代の柱穴と考え られる。:rkjJQHltt立

第 6次淵究のSD296の米延長部て幅0.9m、泌さ30cm以

卜'.o.ft火②は第 6次制:慌の京iJqJ)Jf.SA295の東経i走者11て¥掬i

j弘中1:抜l[K穴が東西川とほぼif1複していて凡傾めにくい

点も第 6次調査の所見と 一放している。

以卜.のよう に、掘j6J也業の南端については当初Jの恕定

j必り の位出で確 認され、 AJUIの東西塀 tBJUIの京阿h'li:に

ついては第 6次調:慌ての所比を再臨認す ること になった。

先iliのように溝と I況とは米の第 7次調査ーでは検出されて

おらず、 市はこ の位前で南に山が 1)、lJJ(:は南に1J11がるか、

以西棟ill物の北IJlIJ位予11となるむの t考えられる。

U¥Jニ遺物

I.:r.品、瓦、土製JJs、イi製J山

3 のill:込地来型二|二 /lU ..の 上r.:~~jî を合めて極めて少批で、

いずれも迫梢の時JlI]を決定する資料としては貧弱である。

JLは、経理!新20箱分の丸 ・‘1':瓦のほか、粁メL瓦飛J.L寺 I

a仰式 3点、 XIV型式 2点

}.'，':、がある。

まとめ

U-1では、飛ιマt北門|民J.lliのi立構iffJを確認し、 U-3

では与M:北限の外i長とみられ る石Mli型jiiのあ る東凶泌を

確認した。 P - 2 ・ 3 ては、 /J，務追跡の掘込地~の北端と

It，j端iぞ雌認した。その位世lま従米の調査成栄か ら似l点さ

れたj位りの位置であって、似));1，立正鵠を射たものであろ

う。似ldlにしたがえ ti.南北村道J..には、 *f存追跡の揃

込地支.をは じめ とする泣怖 がi立存し、 P-3のI何について

も訂正~lì此や木樋時渠が延びて いることは確実である。

(西口欝生)
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。飛鳥寺の調査-1996・1・3次、第84次

t 西門地区の調査(唱996イ次)

はじめに

本調査は、飛鳥寺西門跡に隣接する奈良県有地を公園

整備するのに先だって行った。調査地は、飛鳥大仏を安

置する安居院本堂(中金堂跡)の西約80m、「入鹿の首塚J

t俗干かされる五輪塔.の東側、西門跡推定地の一宮11とその

外の一郭である。調査而棋は262m'。

1956・57年調査の結果、飛鳥寺は-J答三金堂の特典な

伽護配置が判明した (r飛鳥寺発掘調査報告』奈文研学報

第5illt 1958年、以下 『飛鳥寺報告J)。この|時、手尚北確

認のために西門および南門とその南方の参道が調査され、

それをもとに二町四方の寺域を復元した。

その後、 1977年に大字飛鳥集落の北で北商大垣を確認

(r藤原概報 8J)、1982年にその来方て大垣束北附と来商

大垣を確認した (f藤原概報13J)。それによって、寺地は

南北に長い台形で、南北293m、東西は北で215m、南で

約260m、面積約70.000m't 推定されるに至っ た。なお、

寺域の南限は南門ではなく、それに接続する石敷参道の

南端と考・えている。ちなみに、 r太子伝玉林抄J r太子伝

古今目録抄』などによれば、飛鳥寺の四つの門には各々、

東門に「飛鳥寺」、西門に「法興寺」、南門に「元興寺」、

北門に「法制寺」の蔚額が拍げられていたと tづ 。

1956年の調査によって、西門は礎石主I!ち八脚門と推定

され、正部1l.3m (市鹿尺32尺)、奥行き5.3m (15尺)、

被定基思規模が正而13.8m、奥行き9.3mに復原された。

正而の柱聞は中央だけが4.2m (12尺)、両脇が3.5m(10 

尺)で、中央間が広L、。梁HI'Jは2.6m(7.5尺)等|切である。

南門は正而8.8m・奥行き 4.6mで、西門の方が大き L、。

西門の外相!IJの状況については、木淵査区の南での調査

(1984年度 K地点調査区 r藤原概報15J)と北での調査

(1969年極原考古学研究所飛鳥京跡第18次調査r飛鳥京跡

二』奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第40'111]、 奈文liJf

44 奈文研年割1/1997司日

1989-2次調査 『藤原概報20J)、および西ての調査(1966

年桓考研飛鳥京跡第11次調査 『飛鳥京跡二J)などによっ

て、次のようなことがわかっている。

西門あるいは西商大垣から西約 9mに師1.2mの石組

大溝SD6685があり、西約18mにも幅0.5mの石組小前

SD6684がある。大垣と石組大前!との聞には石敷SX736・

737や石列SX735がある。石組大講の西に接して南北方向

の掘立柱塀SA738があるが、 これは大詰:を作る tきには

撤去されて いた。大垣の西約14mの地下には土管l培渠

SX740が樫められていた。また、今調査区の西には、幅4.3

mの玉石敷南北道路SH6682がある(図46)。

今回の調査は、 これらの過去の調査成果に基づき、凶

門およびその外側の状況の把握を目的と した。

基本層序

盛土 (20-40cm)、旧水田耕土 (20cm)、床土 (20-40

cm)の下層に1:1"世の泣物を含む灰黄色砂質土(10-15cm)

があり、これを除去して泊村i検出を行った。調査区東辺

では、床土直下に古墳時代の包含府である暗褐色粘質土

が現れ、この上而で造椛を検出した。石亨IJSX735あたりか

ら西には、 7世紀後半の挺地土!日(褐色砂質土 ・褐色ノf

ラス府)が残り、その上而で迫椛検出を行った。その後、

これを部分的にはずして下層迫構を調査した。

飛鳥時代の遺構

西門S8240 礎石立ちの八脚門。1956王子の調査では、基

埋の一部および、南北3~IJ ある柱のうち棟通りと東側柱

筋の令計 7筒所で柱位置を確認した。そのうち来i![lJ柱筋

の南端と南から 2tltJ目に礎石が残っていた。門の基壇来

側には河原石で組んだ間務排 (SD241)がある。 SD241の

西側石は基恩来側の化粧を兼ねる。基if1.南辺lJ後世の破

壊が著しく、基Jf1.の南縁は確認で‘きていない。

今回lはま、商側柱筋の柱位置 2筒筒.所をF

確定した。礎石は残つていなカか、つたが、門の北西附とそ

の南側で据付掘形を確認した。推定される柱の間隔は、
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図39石総小満806664(~じから)

l協の聞の柱間3.5mとして矛前はなし、。北西附の礎石掘)阪

は、直径1.3m、検出面からの深さ15cmで、賞褐色山土が

版築状に詰まる。基t盟土および基tI1化粧は全〈残ってい

なかった。:tft定基JI1西辺にある小穴手IJSX923とその西の

小穴ヲIJSX925は、基担東側紋石と雨孫iiYWllJ石をr"Jの中車111

線で折り返した位置にあり、基ffl.紘石と雨fMIWfJ!リ石の抜

llx痕跡かも知れない。

悲坦の西側および北イJlIJでは、足場の位穴列SS920・921

を検出した。SS920は西側柱礎石位世から西約2.3mにあ

り、 北 1111Jが3.0m、南 2聞は2.1m等111]となる。SS9211ま

位IHJ2.1mの l間'のみ。西門北妻柱協から1.45mを隔て

る。SS920の南端の柱穴と SS921東側の柱穴は、柱抜取穴

に'Jt.色の山土が充ty'tされ、掘形にむ私:干の山土が混じる

が、 SS920の北(J!IJ3佃の柱穴は舟形に山土が含まれず、抜

1(X穴埋土は灰褐色砂~'1土て.瓦片を含む。 2 時期の足場穴

に区分て‘きるのであろう。

石組大溝806685 調査区のほぼ中央にある石組構。泊:

版は約1.2m、i奈さ0.5mo {J!IJ石のilH大きいものは幅70

cm、長さ 1mある。西門の正而でも講師や・深さに違いは

なく、橋のよ うな施設もな L、。泊二埋没後、西日[IJに素掘郁

SD739が掘られたため西側石のいくつかは倒れ、また、東

側石のいくつかは抜き取られていた。構底には拳大の河

原石を敷くが、北の方では瓦が混じる部分があり、改修

を受けている。掘J~から瓦片と土総J!;' (飛鳥II-III)が

I.l!.土した。 ;出土からは、大誌の瓦のほか、土-ti+と若干の

鉄総が出土した。講の北部では東側か ら瓦を投楽した状

況が残っていた。土器は 7世紀代でおきまる。

今調査区南の1984年K調査区てはSD6685の下層に、後

述するSA738と柱位置が一致する柱穴を検出した。これ

が、南北jjjtになる可能性を恕定し、推定柱位置で底石を

除去して調査したが柱穴はなかった。

石列8X735と石敷8X736・737 SD6685の東側石の東 1

図40 石組大溝806665(~じから)

mには、石列SX735がある。今調査区では、石は 1石を伐

してすべて抜取られていた。ヂi列と石m大i1Yl:との聞には

石敷SX736があり、石手IJの来にも石敷SX737カfある。とも

に、部分的に桟存していたにすざな t、。SX736の南の方は

後に、瓦敷に改修される。二つの石敷Ii.、 5cmLt.どの差

で3RfJllJのSX737がおjL 、。なお、北て行った1989年度の調査

で1立、石91JSX737のさらに京 1mにも石州跡SX734を確

認しているが、今回は検11'.しなかった。

石組小溝806684 淵査区の四辺て雌認した師0.5m、深

さ10cmLt.e'の滞。凶fJ[IJに直径40-50cmの大きな石を、東

f![lJには百r'筏20-30cmの小振り の石を比べる。北では底石

が伐っていた。調査区南辺か ら北約4.5mの位置には、こ

のi荷を横断するように東西に並ぶ石州SX946があり、そ

の北は長さ約 1mにわた って小石全般み上 げている

(SX947)。お州SX946の南に抜する古11分ではSD6684の凶

fl[lJ石カ{2・3石分抜けているので、北へ向かう流水を凶

に向けるための施設と思われるが、その行ブJは制査でき

なかった。今調査区の凶に般して、発掘調究が行われて

いる(飛JL京跡第11次調査)カf、|長Liliしそうな泣怖は未確認。

SD6684は掘J~坦土に瓦や土器を合み、石*11大洗SD6685

に似る。 2粂の講のHH隔Ii.心心IIH距離で"8.8mである。

SD6684の東西には、石敷SX937・948やパラス敷SX951

がある。パラス敷SX951は土管暗渠SX740の掘形を完全

に駆っていた。

南北塀8A738 石組大都SD6685の聞に接した位置にあ

り、索掛川/.SD739の底て、検出した。批の間隔は2.6m前

後。西川の正而でも柱聞は変わらな L、。柱繍形は一辺1.2

mim後、検m面からのi奈さ 1m。揃JftJ1Jl土に若干の瓦片

がiltじり、柱抜llx穴には賞制色山土が詰まる。SD6685よ

り古い。調査区の|特辺て1ま、 この掘立位坊f.SA738の西約4

mて柱穴SX935をみつけた。後述するよな:11音渠SX740の

JAlDft を ~lli り込む。柱抜取穴には若干の政相色山土が混じ
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図41 飛鳥寺1996-1次調査週情図 ・土層図 1 : 200 

函42 土管 図43 土管E音渠SX740(北から)
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る。SX935の北と西には、関連する柱穴はない。

土管暗渠SX740 直径約20cm、筒音11の長さ約40cmの瓦製

土管をつないだ施設。今調査区南の1984年度調査区と北

方の1989-3次調査区て掘形と北の1989-2次間交区では、

土管本体令確認している。調査区内て土管41{1百|を検出し

た。玉縁を北に向けて据えられ、調査区の北端は南端よ

り5cm低L、。土管の並びは直線ではなく、調査区内でご

く緩い S字形を描 く。

時渠技r:形lま、幅1.5-1.8m、i奈さ 1mのiTli状。古墳時

代の河川推柏土の上而に山土を置いた上に制かい瓦片で

瓦敷SX955を作り、その上にさらに雌土畿地した而から

掘り込まれる。掘形は、土管設置後、賞褐色山土やl淡を

交えた土て版築状に埋め立ててある。当!土に、少量の瓦

と土器を合u'。

その他の遺構 SX952は、土管掘形と重復する 4俗lの柱

穴。南北2.9m、東西3.0mに4個が凹yfJ(並ぶ。柱掘形

は土管掘形より新しく、石敷SX948より古い。

土管の直下では、柱間約2.6mの柱タIISX938を検出 し

た。住穴の直径は30，-40cndlt"。柱抜取穴に賞色いJJに仁

が混じる。柱位置が南北塀SA738とほぼ一致するので¥こ

れと一連の柱列とも考えられるが、両者の距離は 3mあ

って足場穴 としては速すぎる。

斜行構SD942は、柱穴SX935と重復する、南東一北西ブi

向の素掘部。宅Il土に山土と瓦}Jfを合む。

奈良時代以降の遺構

素掘溝S0739 幅約 3mの索揃講。南北に走り、東岸は

石組大溝SD6685の西側石を護岸とする。宅11土下層!i分厚

い砂際層。調査区北半部では最終的には西に蛇行する

(SD953) 0 SD739・953からは大量の瓦のほか、 11"1止紀ま

での土誌が/1'，土 した。

SD6685の東方にも *"1い構 (SD928・934)がある。他

に、土坑があり、 SK930・931からは大量の瓦が出土した。

古墳時代の遺構

調究区東北隅では、飛鳥H寺f-I;:盤地土府の下!日て )))1ヲ

の竪穴住居SB933を検出 した。北辺と*辺は制査区外に

あるが、一辺 3m以上である。南辺に l

カがfあり札、 周辺カかB ら土附t器;~~五古市よ占必~J杯や歪聾E.立斑:iカが干出土土.した。 また、

!末而の中央やや北寄り の床而が焼けていた。7むの痕跡・で

あろう 。l刑制は、出土土器から 5-111:紀後半。同時期の泣

構は、他に土管掘形断而で確tEした河川跡がある。

表4 飛鳥寺1996-1 ).欠調査軒瓦等点鮫表

型式 点数 型式 点数
1 a 12 jfJ端点珠

35 IX 
IlIa 4 XI¥ 26 
IIIb 4 X¥"b 
111 21 型式不明 5 
IV 13 dfF丸瓦計 171 
V 16 川原寺763 l 

IVヵV 8 粁平瓦計 l 

VI 5 霊木先瓦 I l 

VII 2 垂木先瓦IV 4 
VIII 4 型式不明

星組型式不明 13 霊木先瓦fil 6 

m土遺物

瓦湾対lのほか、土器、 金属品、石製品などが出土した。

瓦類 飛品IIW・代から平安|時代まで.の瓦がH'，土した。軒丸

瓦171点、 !阿二平瓦 1 点、垂木先瓦 6 点、鴎尾片、 j~Jのほ

か、丸・平瓦がある(表 4、図14)。

軒丸瓦li、飛鳥寺創主l!JUlのものがltY:も 多L、。京-弁 卜弁

の I型式 (r花組J) は、小さな破片ーが多〈、主体をなす

のは京的1十一弁「星組」のIII-VIII型式である。[11型式は、

IHl弁カf'-I'E:にとどかない[[1a (~I 4 -1 )と、 1111弁が中房

につながる JJIb (2)があり、両者が出土した。[V・v.
Vlli小振りの「昆組J(4-6)of:f1端点珠八弁蓮司l¥i紋刺:

丸瓦(5 )は初出である。創建以降では彼弁八弁蓮華紋

のXIV型式が目立つ (7 )。瓦氾がシャープな段階 (XIV

a)から蓮子を彫り直し箔i1ilJれを起ニした段階 (XIVb)

まで各種があり、接合手法にも変化がある。初期は鋭い

刃物で対11かな斜格子刻みを丸瓦の凹凸而に入れる。次に、

凹凸而ともタテと斜めの簡略な斜佑子家IJみ目 に変わる。

この段附では端而にも刻み目を入れる。最後はやや太い

タテの芸IJみ目だけとなる。奈良時代後半の XV型式 b

( 8 )は、 王IZ減京元興寺6201Abと同箔。

n平瓦は平安時代の均型在日I草紋軒平瓦のみ。川!J1寺と

問箔(J11 JJ買寺763型式)で、飛鳥寺て、li初出。

垂木先瓦l立、京弁九弁の I型式と、弁央に稜線のはい

る八弁の[V型式が出土した。 1型式は大|坂 ・新堂J?f寺と

同箔 (f年報1997-1 J 12頁参!!の。

丸・王子瓦は、総数39.505点2.296kg出土した。自l版l!J切カ1

ilkも$(、これに 7-111:紀後半の瓦が次ぎ、 奈良時代:の瓦

はそれほど多くはなし、。これは!flゾL瓦の出土傾向 t一致

する。創建J切の瓦は、行基メL瓦と佑子叩き 目ないし粗い

4戸文研年明[/1997-11 47 
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平行'1111き目の平瓦 (f花組」に対応)および、王.紘丸瓦と

紛lかい平行叩き目佑子叩き Uをタテにスリ消した薄手の

平瓦 (f星組」に対応、)、のニ昨に分釘iできる。

行基丸瓦には、一木の脱'l'l-を使うものと側板:iili結侠i'l'

を使うものの二者がある。i止は前者が圧倒的に多い。両

者Ii.、分害1)被線の入れ方が逆で、 一木政J11-の丸瓦IU.':，而
(J!i)から、(J!リ板述結膜骨の丸瓦は凹而{l[i)から入れる。玉縁

丸瓦は玉緑内I伺に布目がつかな L、。分¥'11陥Ji:線は凹而(J!i)か

ら入れる。

f:{t:MIJに伴う、粗い平行日1Iき目のとliJf.には、粘土円筒

を反転して広端側に補足の叩 き締めを行うものがあり、

凹而にあて具.の痕跡が伐る。佑子1111きLIの平瓦とも、分

書1)凸，iiPは紐である。凹而は不調整、 (J!i)而は破而をへラケ

ズリする b手法。

f ~HllJ に伴う平瓦は、凸 1mをタテ方，1'1 に丁寧にナデ調

整するのが特徴であり、上下 2il~1 4 筒所の分割l突起を?目

安に粘土円筒を4分割する。1よ端近くの山而に、桶の側

板を綴っ た紐の痕跡を成すも のがある (~144 -1l) 。 類例

は、大阪 ・新堂廃寺 (烏合寺)にある(藤沢一夫 「造瓦

技術の進展Jr円本の考古学JVI 股火時代(上)1967 

年、 286-310瓦)。この一昨む凹而は不調路、 (!!ljfrii調慾li.

b手法である。lよ端而に「;民座状圧tfむを残す例があっ

た(10)。

7 IU:紀後半のー瓦li.、大半が行基丸瓦Ui::↓裕子1111き口の

粘土板桶巻き作り平瓦のMl令わせである。平瓦は凶I而を

ナデ部l挫し、 凹山岡田の (W)辺に恥uぶい而取りをする

(12)。 この一群は軒丸瓦XIV型式にfl'-う。ほかに、 1111き

目が深い裕子あるいは斜絡子の1[1.瓦や、凸而を完全にス

リ ì l'í した平瓦がある 。 川J)~寺から搬入された玉鯨丸瓦と

凸而スリ i肖しの純叩き平瓦それに凸mi有i日平瓦の-1伴、

純1111き.flTI巻き作り平瓦の一昨がごく少ーはある。 また、竹

状棋竹丸瓦が 1点確認てきた (13)。

奈良時代の瓦は、行悲九瓦t一枚作りの縦叩き平瓦。

叩 き I~I やfJりl而形に数種がある 。

土管 H音渠SX740に使用されていた土作 1i.分以ぃF'~筒形

で、 A結のための細い玉紋告I1があり、筒古I1にはこれを挿

入するためのえ寸り 込みがある。導*に1!l.!われる円孔音11

分l立市径19cmほどだが、土rrは、 平均で全長約52cm、筒

音11長約38cm、主さ約22kgあ札幌めて 屯j与であ る。 n~1 々

の土??は、規佑 ・重量;にばら っちがあり. 全長44φ5-56

cm、間部長33.2-44.5cm、m:~ 15. 5-29kgの師がある。

こl二~):の成形 l主、円孔部となる布巻き和IJ に粘土を巻き付

ける 。 :U.・~mlの円干し内I伺には、粘土紐の.f!'íみ」二け1点跡カf

観察できる。表而は、ナデ調盤、間部のえぐ‘り込みは、

へラケズリでつくる。表而に rIf・」のへら柿き記号をむ

つものがあり 、これらはある躍度規格が揃うようだ。 ま

た、多くの土管は、表而にベンカヲが付者していたが、

記号かどうかはlリ!らかでな L、。

土器 合tttllキ(-1::から平安時代iiijJ切に至る上附i器と須忠告号、

平安時代iiijJtfJの黒色土器のほか、弥生土it:iや瓦器が出土

した。

石組大川SD6685の掘形からは、土日削除杯A.C、鉢

A、l11l、ロクロ成形の杯B、尚杯C、襲、須75器杯H、

'.!:t:i、裂がt'!'，-I'.。ヲIHi，II -1110 SD6685の担!七からは、土r.ili

ti材不 C .H. 市杯G、習5、 ~.rjTJ!: ~if，f.不 B . G .H、輩、襲、

瓶など、 JI~.r.~vまで‘の土器がJれl二。

京品:1IhY，'SD739-1つ刊のl深層か らは、土利1;目先杯A、JIll、小

lIIl、正:iUG、去、襲、須恵器材不A.B、椀A、鉢、査な

ど、飛九Vから平安時代前JVf(10lft紀前半)までの土器i

が，~I，土した。 また、 SD95臼3の埋」止一J斗.

仁n卯附帥il市lir，器:詳制制4幻川川JI川肌H肌l比lカがq山lハ:土しfたよ。

古墳H年代の土器は、竪穴住1，'+SB933やII'[)II縫杭から 5

IIt紀後半のものが，'-1'，土したほか、 4世紀から 6世紀後半

に及ぶ。

金属器 20点ほどの欽釘や)} 了~ } '，-のほか、 SD739からTf

銅製)}装!t(立金具)が出土した。刀装共は、長径3.9

cm、j立さ0.6cm。

石製品 弥生時代のサヌカイト製不i鍬と制)'，・のほか、制

紋時代後JU]の石持 1，，~~が石剥l大 ì ，YiSD6685の掘形か ら IJ'，

o o 5cm 
出

図45 石縛 1 : 3 
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土した(図45)。服部 3条の縦方向の沈綿をめぐらし、車111

音1Iには両聞に縦方向の沈線がある。下古11を火山する。全

体に}必きを施すが、 i~1点打痕が随所に残る 。 射1-f. :lk11 .1 cm、

.1tI.:大幅4.92cm、最大j平2.3cm。

まとめ

酉門の構造と規模について 今調査区東辺は1'(11・11.が衿:し

く西門礎石(1-失われ基J'f1.土む完全に削平されていた。泣

将よ検出而は基Jfl上而から60-70cm低L、。 しかし、礎イi~lli 

i.t掘形により染1m2 HHの八脚門であることを雌定した。

1956年の淵1i:成果と対比すれば西門)1あの11:1の位HHはがj

3.5m (山間パ10尺)とみてよい。基思は掘込地~を ~rわ

ず、礎石位iifのみ据付編D診を掘る。制)~のほは:J.'i fíi'[ 1:.lfIi 

から約80-90cmのi奈さにあったと 行(~ìWI される 。

また、基JIiに |到して l立法J盟国縁石と間帯ìiYdJliFriの抜JI~

~i{l?ff・か と忠われる i立椛 (SX923 ・ 925) がある。このHII を

iT:i部川と考えると、そ こに足場SS920が位置するので¥桃

造的には妥当である。t:.lご、 I有門では背而に 11-1i継lI:1村長

部が巡るが、 ljii而は岡高石一段で処理!しているから、 Ijij

而のm孫i，Y，:の存在を確定するこ uま今後の調官にゆだね

たL、。

さらに、問門の足場穴を検出し、事Fの，"，'，について新し

い知比をえた。r飛IHf報告』ては、四門の平側のf.fの，'1'，

について次のよ うに似l点している 。「側柱心か ら 1 :I~f存i昨|人1

{J!IJまでの寸パが矩尺の6.5尺、雨落滑11Iカf2.8)てであるか

ら、矢張!肝，'1'，は 8 尺位で、南1"1 と 一致することが~;II られ

る(40-411'0J 。 今|旦|検，'I~ した足場SS920 と四1"lll ÿ!!!IJれと

の距Im~はが:]2.3m (山鹿尺6.5尺)で、 この推定を説付け

た。また、J，t:!J!iJの粁の/1'，は、足場SS921を!肝a先とみると北

妻柱筋から約l.45 m (i:':i盟尺 4 尺)となる 。『飛13寺幸~H';'J

では、長柱から&Jflの南北締までの距離を、1.64m (1111 

尺5.4パ)としているが、 これだと娘羽の軒ー先カf~，pVtの|人1

!J!IJ に収まる 。 jJyl'~ (ま切主八脚門なので雌羽の軒先と桂川

縁が必ずしも一致しないかもしれないが、軒の 1~ ~ ~ll}J;[ 

の一つの制拠とはなろう 。 両者を一致させた場介、~，与y\t

の南北長は これまでの推定より 40cmほど短くなり、 13.4

mに似版できる。

四1"1の削kl!f.f瓦は、 川-v型式のrJn.MlJて、あろう。rJI¥. 

組」の瓦は rl'心伽慌ては~，1 門北口!IJの瓦JiÉ ，fj'{の主体を，'î め

ており、西川の造営l時JUI'/) r rl11"Iや回廊に近いことを物JJi

る。少祉てはあるが霊木先瓦も出土した。これら jlyl"lに

川い られた可能性がある。i民l曜も f政)'jが数，'，'UI'，Lーしたが

これが阿1"1に1aわれたかどうかははっきり しない。

西門外側の景観 西門外fJ似仰側J!刊則!り!IJ町てで.凡つカか.つfたJ泣f，'昨V昨'tlはま 2II，~年糾':J則例に

|区迂分されるム。 71山H止肘.呼4紀ε中初初l刀}~r.凶I氏i巳頃f“iの品掬似IHi 』立立[位雨」北tJ桝JJf.SA738 と柱否列lリl 

SX93犯8.仁包管'11附l情官.渠SX7刊40、そして 7'1仕紀後半の石組大前

SD6685・石組小市SD6684・右手'ISX735・行政SX736・737・

937・950など、の二つである。

南北塀~SA738は西門の棟通りの両10.5m (出血尺30尺)

に位出し柱間約2.6mも7.5，:目:i1111パとみてよかろう 。また、

南北JJ){SA738t:.t.主要'ISX938のHH隔は約3.2mで市胞尺 9

1くである 。 ヲIV~寺の建物配t;t( '/)f ，:':i胞尺のJ也~i11を器準とす

ることは既に指摘されている(r'IU-&寺J1IU.&資料館図鉢

第15111~ 198611三、41-431'1)。飛J，VI:とその凶!J!IJの地域の

一体性がJlli:'illのifliからもパ 2えできょう 。また土管l府渠

SX740に先行する瓦敷SX935(幻IU.&寺の rhi組」に伴う

九."'ji-瓦て干:，Yfrdどされていることもこれを以付けるだろう 。

過去の淵査成よ~~を参考にすると、仁作附渠l立、南北100

m 以上就き、南から北{こJソJ( ~沈下した。 {史川された土

~~の数は、 250本をくだらな L 、 。 It~北Jhf.SA738 b少なくと

も南北50m以上にわたって統急、 71H&寺内の-111の東を

似る胞設とむ考えられるが、 jlYlflikJjlt:のHH隔があまり

広くない .'.~I: は一つの問題点として伐る 。

-)j、71止紀後半の造怖は、石k:ll大講SD6685が困門あ

るいは阿而大垣の西 9mにあり、 SD6685と石組小部

SD6684との距離も |百]じく 9mである。これは、小尺30尺

(大)'I!.25)ミ)にあたり、法i\(リミがかわった "f能性カ:~':j l 、。

これらのi立椛が造作されたのは、 Vyl"lカf彼弁のXIV型式

判:メLJ王て屈服修理された II#JUI 、 11~.r.& ;tÏ'がï~'・寺に準ぜられ

たノミ武半!J]であろう ( r年幸~H995J 16・171'1)。遅くともこ

の11ぷ飛IL寺西1"1の外側(1-イ-，組洗や石!肢に襲われた完全

に人工的な官、観に変貌した。

はじめにむ述べたように、ヲIH&.'fiIYI"1の外lま、 r1l7f正井

紀』 に何度も登場する r11~.r.&;tj'のjlyの槻の本の広場」が

あったところである。"，大兄息チと ，'，匝$，tチとの，'1'，会い

や、壬"1の古しそして天武判以後の製:長の場として、「槻の

本のJム場」は飛品の一つの小心だった。今l旦lの調究地が

「飛ib守の四の槻の木の広場」の-liIl にキII ~ するとの確証

は得られなかったものの、飛.r.げFの四ブJの状況を推il!ilす

るに足る資料をえた。今後のilI!.jjltがJUli守される。

(花谷 浩)
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2 飛鳥寺唱996.3次調査

はじめに

この調査は高市郡明日香村飛鳥地内について明日香村

が行う下水道整備事業に伴う事前調査の第 2年次の調査

である。今年度は 1 飛13寺鱗堂北から耕堂束、 II:郁

堂西、 日1:西田大垣、 IV:水落追跡南の 4箇所の旦道上

に設けられた敷設予定区I::J~対象とした (39頁の調査位

置図参照)。

遺構

I区 道幅が狭いために全長80mの区IHJ内に 6佃のトレ

ンチを設けた。講堂東辺の4つの調査区 (IA-C.F

区)ては表土下40cmの古噴時代の造物を少量含んだ時褐

色粘質土而で、近世~現代の水路謎岸やその抜取穴等を

確認。飛鳥寺に関わる迫構は検出きれなかった。講堂北

方では現来迎寺入口の石段下に南北約 8m (1 D区)、県

道に而して南北 3mのトレンチ(1 E区)を設けた。 l

D区では地表下O.7mの茶柑色粘土上而で土坑 1基等を

検出した。土坑は一辺約 1m、i奈さ約O.4m。五、土恭の

小片が含まれる。1E区では地表下1.3mの茶褐色粘土上

而で土坑 l基を検出した。土坑は一辺約 1m、深さ約 l

m。土坑の上而は灰褐色砂土と貰色粘土の互周であり、

ある時期の境内地の聖堂地而であろう 。

E区 講堂の北西から西辺犬走上を通り北回廊に至る約

80mを対象としたが、講堂西南隅以北はよ位幅が狭〈、今

回は講堂西南附から北回廊北端までの約23mについて服

O.8mの調査区を設けた。その際、 調査区の北端を1957年

の第 3次調査区と重複させた。 これは第 3次調査の成果

を現行の国土方眼座標及び標高で再計iUlIする ことによっ

て、今回調査が及ばなかった区間についても下水道管敷

設のためのデータを得るとともに、講堂周辺部の復元を

より確実にする ことそ目的としたもので、第 3次調査の

倒域した基壇縁石等を再発掘した(図47)。

その結果、調査区の北端付近は南辺犬ぇEと基思の一部

が位置する tみられた。 しかし、旧調査区の南端は近世

陶器の入った土坑による撹乱が著しく、その下商で柱穴

1佃を、東壁面で基1ftあるいはその南外方の整地の一昔11

t思われる土層を確認した以外は明確な泣梢は検出きれ

なかった。柱穴は一辺1.2m、i奈さ1.4mで基壇縁直下に

あり埋土に瓦を含まないことから訴堂以前の追構と考え
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講堂

x=ー 169.040

犬走

x=ー169.050

X=-169.060 

1996-3次II区

J土坑

北四郎

雨孫構

図47 B区遺憎図 1 : 250 
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図49内濠出土軒丸瓦Ib型式 1 : 4 

られる。また、西接する 1993-1次調査で束折するかと推

定された南北構SD870の延長部も確認されなかった。鱗

堂南から北回廊までの聞も遺構lま稀薄で、径0.5mの掘形

をもっ柱穴、古墳時代の土器を含む時褐色粘土の土坑、

平安時代前半の土器を含む一辺l.5m以上、 i奈さ0.4mの

土坑な Eを検出したにとどまった。

阻区 西門の北、西而大垣が想定される村道上に師0.8

m、全長約80mの調査区を設定 した。調査区の南では1984

年度J地点調査区、 1985-2次調査区、 1989-2次調査区

t隣接している(図48)。

調査地の基本的な府序は上か ら、現道路、茶灰色土、

時茶褐色砂質土であり、主に地表下0.4mのI培茶褐色砂質

土田で、図面大垣、内i輩、飛鳥寺以前の掘立柱建物、凶

而大垣を横断する暗渠(石組泊;)等を検出した。

西而大垣は西門との取り付き音11から 11-161111 目の 6 11~1

と、 25-29問自の5伊lの柱穴を確認 した。柱穴は一辺l.2

m、深さl.5mの掘形て¥柱は直径20cm。柱1111は約2.6m

等間に復原できる。大垣は国土方眼方位に対して北で西

へ約50分偏している。

内i豪dま索掘 りの南北部で調究区北半で約30m分を検/1'，

した。fNt.は大垣の方位と一致し、大垣心の来1.5mに西岸

をもち、深さは0.7m。今回の検出は西岸に限られたが、

1984年度J調査区で束停を確認した南北構と堆積土や出

土造物が一致することから、 iWi幅は約 3mに復原される。

担!土は上下 2府に大別され、茶褐色砂質土の上l習からは

奈良|時代後半から平安|時代後半までの土器が、下府の賞

灰色粘土からは飛鳥寺島1I建瓦や奈良時代初頭から中頃ま

での土器が出土した。

西商大垣を横断する椛lま西I"jから291m目にある。f.Y，:!ま

構造が異なる 3粂がHf注し(図48)、ともに内泌の7)<を大

.t.i[の外に排水する機能を果たした t考えられる。重複|刻

係と底のi奈さか らみて、 中央→北→雨の)1闘に作り替えら

れてい る。中央の暗渠lま内幅25cm、深さ10cmの木樋に凸

而を上に した平瓦を 2枚重ねて蓋を し、その両側 と上告rl

を玉石で囲う。暗渠は大垣柱掘形上にあり、 天井石上而

から木随底面ま では約0 .6 m 。 北の I~青渠は中央H音渠の北

0.8mに平安時代初頭の平瓦の凹而を上にして敷き、その
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両{JlIJと上部を玉石で固い、 天井石の上にも 玉石を詰め る。

暗渠の上音11には内法上層のあふれがのびている。南の石

組t背は内法幅0.3m、深さ0.3mで底に玉石を敷〈 。開渠

の可能性が日L、。北{l!IJ石が大垣の柱の上にあって共存は

難 しく、 この石組椛の構築は大1亘の廃絶l砕かそれ以後の

ことであろう。

掘立柱建物は柱穴 3俗lを検出しただけで棟の方向や規

模はI切らかでない。柱穴は一辺0.8-l.0m、深さl.4mで

直径25cmの柱痕跡がある。柱間は南がl.8m、北が 2m前

後で、柱穴列の方位は国土方眼方位に対して北で束へ約

30度偏 している。柱穴は古墳時代後期の土総を含む暗茶

褐色粘土而で検出され、埋土に瓦を含まないこ とから飛

品寺造営以前の遺構と考えられるが、厳官な造営l時期は

明らかにし待なかった。

N区 山区の西約100mの旦道上に南北約50m、師0.8m

の調査区を設けたが、調査区南半の地表下0.5mで東西小

総数粂を検出しただけで、その下のi奈さ0.5m以上の茶褐

色砂質土には遺構造物等はみられない。

出土遺物

瓦、 土線、金属製品がある。瓦には表 5に示した飛鳥

時代から鎌倉時代の軒瓦のほかに、近世近代の軒瓦、垂

木先瓦、へラtTj:きのある平瓦、 1専と多iifの丸平瓦がある。

図49は内i豪下層;11土の飛鳥寺i何a丸瓦llIb型式の完好例lで

ある。土君主には古墳時代か ら平安時代までの土師器、須

恵器、黒色土器、 緑flb.灰flb陶器、近世陶磁器があり、

II区表土府から出土した14-15世直紀の外国産三彩1111片が

~ 5 飛鳥寺1996-3次調査軒瓦点数表 ()内IHI!不明を合む

型式 I区 E区 E区 計

1 a 
1 b 

制- I1Ia 
I1Ib 

メL VII 1 
VIII 1 1 2 

瓦 XIIA 2 2 
XIVa (1) 1 (7) 1 (8) 
XVb 1 1 
百十 3 5 31 39 

軒 震弧紋(新) I I 
平 VI 1 
瓦 鎌fr 1 

l 2 3 
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珍し L、。 ここでは、飛鳥寺の変遅過程を理解する上でも

重要な川区の内i豪出土土総を図示した(凶50)01人Ji荻出土

土出は上!冒と下府 とに大万1Iされ、いずれも土r.ili1Wr料、 lIIl

が大半てその多くに灯lリj痕跡がある。下l時には 7枇紀末

から奈良時代中頃(平城常I1I)まで、の11キJtJJの土山ri(.品杯C

(1)、杯A (2-4)、l11LC (5 -8)、.I11LA(9 -11)、

襲、ミ ニチュア甑(12)、須恋総杯B、同葉、査な どがあ

り、上l併には奈良時代後半(平城宮lV)から平安H制t後
JUJまでの、土問l総杯 (13-18)、11IL、小IIIL(19-22)、黒

色土総A類椀、同B類椀 (26)、同 B~Jì小ll1L (24 -25)、

緑~dl陶器椀 (23) 、灰~Ih陶総 1111がある 。

まとめ

H区では講堂に関わる新たな知見は得られなかったが、

第3次調査地の倒威した基収紘石を再発掘、再百十iJllIし、

1993-2次調査時に再測した身合西北附の礎石や1993-2 

次調jItの講堂北東部の追梢とともに引行の国土方|股座標

_I-.に展開 した結果、r.1~堂法I盟は 『ヲI~.r.円f報告』 に示され

た1度33分44秒よりもやや大きく北で西へ偏していると

考えられるに至った。 それによれば r飛，U寺報告』では

似原基山西縁綿からはずれていた税':;t~，~j-fi西縁の立石南

半が、北辺 t正しく直交するのである。図47てはその結

果をもとに、第 l次調査l時にiUlJ図された講堂西liE南半の

礎石 4例の位置を修挫して作図した。都堂が東jJq8 HH 

ミ三三~19

可ミ二ユ圃，〆20

「ミヨ:.::;7""21 

町三三三三ヨ .-ーー〆22

l肘:1-12、1.桝・t:l-26

モ妻亘書量4 24

て三菱事瓦語〆25

35.15m (100大尺)、南北 4H11l8.6m (53大尺)の，建物

で、~j-flは東西114大尺、 南北65大尺であるのは変わらな

L、。桂川の外には北では幅l目 5mの犬走があり、西でも同

級 tすると111道の西端に位置する。ただ、上記(J.現状て.

の務合性を-;1<めたも のであり 、結論は全而的な再調査に

委ねるべきで.ある。

内i奈は寺域*北附では大垣の内側約 2mに外岸を置い

た I~M約 2 m の京掘~，YJ:として検，'1 '， されており、今回のそれ

と一体の胞設と考えられる。 しかし、北1"1の調査では大

垣から約 6m離れた位置にあり、西門前では確認されて

いなし、。 また、出土土器によれば西内法は平安時代まで

存続するが、北内i表は奈良時代の土坑で壊されており、

廃絶時JUJも一様ではなかったであろう。

今回検出した大垣を横断する暗渠は大垣を廃 したあと、

1m渠の石組油!としている可能性がおく、近傍した内涼に

築地ilÌj.t'~土の推手j'ì tJfみられなかった ことか らも 西限施設

は終始制i1L住塀てあったと考えられる。大垣の造営l時JtJj

については内接の瓦からは創tUtl時まで遡る可能性がある

ものの、 1984年度K調査区では大患と併存する石組大溝

SD6685の造営が 7世紀後半のこととしており、今回も大

垣が創処時の造営であるこ tを示す証左は確認されなか

った。 (西口費生)
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3 飛鳥寺東南の調査(第84次)

本調査は、奈良県が計画している万葉ミュージアムの

建設にともなう事前調査である。調査区の而棋は2400m'

て， 1月から調査を開始し、 97年度ち調査を継続中であ

る。そのため、 96年度の報告は中間報告にとどめる。

調査地は飛鳥寺の東南方に位置する。飛鳥寺の中心伽

藍の様相は1956・57年の調査で明らかになっている。寺

域については、 1956年と 1979年に南限、 1977年に北限、

1982年に来限の塀を確認している。それらの成果から、

本調査区内に寺域の東南隅が位置すると推定されていた。

その一方で、問責区の西側 には推定寺域の南限をかすめ

るように丘陵が張り出しており、丘陵と寺域との[民l係が

問組点でもあった。 また、 1991年には、発掘区南IWJの飛

鳥池の池底から、 7世紀後半から 8世紀初めにかけての、

金属やガラス製品の生産工房跡(飛鳥池追跡)を発見し

ている。本調査区にも工房に関連する純設が広がってい

るt推定され、工房の広がりと飛鳥寺との関係、も明らか

になると考えられた。

調査区の旧地形は西側の丘陵から東に落ちる谷になっ

ており、この谷に整地府が何j百も税まれて、遺構商のj将

位lま複雑な様相を示している。遺構検出は主として藤原

宮期以降の整地l向上でおこなった。

年度内の調究では、飛お寺寺域東南部分の区画i施設は

検出していなし、。すくなくとも藤原宮期以降は、閥抗区

内に寺域東南附が位世しないようである。一方、問責区

図51 第84次石敷井戸(e!i南から)
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図52 第84次調査位置図

の北端で東西市~ (藤原宮期~奈良時代前半)と、その南

側て前iこ沿った掘立柱塀を検tハした。椛の北Il!IJでも、喋

敷の通路をはさんで、大量の瓦がIJ'，土し ており、塀の存

在が予想される。したがって、識の北と南それぞれに閉

鎖された区画が存在していたと推定できる。r，YJ:!ま飛，弘寺
の伽藍の方位よりも東で北に振れ、 寺域東南隅'i"斜めに

横切る位置にあり、従来の予想に反して、 寺域は東南隅

では斜めに切れていたと考えられる(図52)。

東西部の南側には、 l.tぽ剖t:の方位に沿ってks物やj肝カf

illつ。 調査区の北西にある弁戸は、東西 6m、南北8.5

m、i奈さ約60-80cmの範囲て.:J.liiり下げられ、壁而は石和

で化粧され、 内部に石敷が施され、石敷而の南寄り 中央

に井戸本体がある(図51)。石敷の周囲には浅い慌がめぐ

り、井戸本体か ら北へ抜け る排水油~/:合流して、石組の

IIfy渠につながる。この暗渠が東西端へ筏続する。

東西棋の南側の区画では、生J!物や井戸の他に、炭化物

を合む土坑を検出している。出土造物にも鋭銅に関係、し

たノレツポ、羽口等があり、区画内に展開する胞設が飛鳥

池遺跡と一体てあった可能性ぞ示している。そのいっぽ

うで¥銅答、 灯明1111、漆塗鉄鉢形須忠告器や飛九寺所用瓦

なども出土 してお り、飛品寺との密接な関係も続わせて

L、る。

今後の調査では、 寺城東南部の区間純設の検出、東西

部南側の区画内の泣構変遷とその性倍、飛応寺 と飛鳥池

泣跡との関係の解11月が1J.~点となる。 (島田敏男/遺憾)



.川原寺の調査
-1995・1・1996-1次、1996・2次

1995-1次調究 (1996年 3月)

E-l区京商 lmX南北 1m (僧JA西北入|判音11)

E-2区 水酋 3mX南北 2m (西1~(:1.万基I史上)

E-3区 東西 1m X南北 1m (西悦房凶方)

E-4区東西 2mX南北 3m (西附房西方)

F-1区東西 3mX南北 5m (西金堂西方)

F-2区 東西 3mX南北 2Jl1 (北|侃西田原li;lt{JlIJ) 

F-3区東西 1m X南北 1m (i周波廊北fl!lJ)

F-4区東西 1m X南北 1m (illi波廊南辺)

1996-1次調査(1996年 7-8月)

I区東凶 3mX南北3.5m (西金堂西方・F-1区南側)

I区追加l 東西 3mX南北 5Jl1 (F-1区の補足需品査)

H区 東問 1m X南北 1m (阿波廊南fl!lJ・F-4区南側)

!日l丘 幅O.8mX南北18m04.2m制穴)+東西1.2mX南

北2.8m (1竹田:西北方)

IV区師O.8mX東西43m (20.3m澗脊) (寺域西北部)

唱 川原寺唱995ー唱・唱996寸次調査

はじめに

二つの調査は、史跡川j東寺跡における、 lリj円香村村営

下水道管敷設計画による現状変更に伴う事前調査である。

計画対象範囲は、史跡指定地の西半部分にあたり、川師

寺に関わ る遺構などのイ宇治iが予113された。調3ffは先ず

1995~三!立に推進工法の発進竪坑位世を検討するため、合

計 8箇所での調査を?行った (1995-1次制究)。その紡民、

l 附所 (F - 1 区) で礎石 2 11~1 を、また別の 1 筒所 (F -

4区)て.西波廊の基出荷縁石を確認し、監坑位置の再検

討が必要とされた。 これを受けて翌1996年度には、 2箇

所 (1・II区) 1:，推進工法によらない開削工法による

下水道本管敷設予定地 (111-VII区)の調査を実胞した

(1996-1次調査)。なお、 I区については前年度のF-1

区の再調究をあわせて実胞した。

y=ー16.595 V区幅O.8mX来四37.5m (西波廊国

方)

VI区幅O.8-1.2mX京凶42m (34m 

前l査) (寺域阿南青11)

VII区幅O.8mX IY1北67m (59m調査)

(寺域西辺)

2101ミ次にわたる澗究の総前打tli192

m'o 1995-1次制作では、 F-1・4区

以外は川l点寺に|民Jjfする迫構を検出し

なかったので、記述を略す。F-1区と

F-41豆については、 1996-1次調査の

成長~ と合わせ制作する 。

調査の概要と検出した遺構

F-1区・I区 2 il三次にわたる調査で、

東凶 3m、南北8.5mを調査した。調査

区のIMI子は、道路基盤肘(J写さ60cm)、

|臼道路盛土(30cm)、政相色j昆り茶褐色

「広i 。
a

・h
M
W
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V
e
 

d実PIVIさ; 。
下=

← モ必二一一一栄三一

3m 。
1 I三

図53 1区 .Vl区東錨遭憎図 ・土層図 1 : 100 
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土 (l5cm) 、茶梢色土 (20cm) 、灰色粘土!日 (20cm) 、 ~;I.I;灰

色瓦i昆り粘土府 (25cm)、県灰色粘土i昆り青灰色粘土層

(l5-30cm)、時灰色粘土!日 (10cm)、緑灰色砂質二1'.)将、で

ある。黒灰色瓦i昆り粘土問と緑灰色砂質土!自の上而で追

構を検出した。

県灰色瓦i昆り粘土居上而では、自然石の礎石 3イ|古|

SX490・491を検出した。 3佃の礎石は逆L字形に並び、

北{lllJ2倒SX490が約1.4mを隔て東西に、 1個 (SX491)

が南に約 3m離れて位置する。礎石は、西北附のものが

長径60cm以上と大きく、ほかの 2例は直径35-40cmllど

と小さい。礎石上而の標高は116.75mである。礎石lま瓦

を多品に合む県灰色瓦i昆り粘土用の上に据えられている。

このj日からは、創建から平安時代後JUJまでの瓦や土附i器

杯Ac'Ae、JlI1AIIe、小1IIl、襲、須恵i114杯B荒 (総投窯i産

を含む)・襲、鉢A、黒色土器A'B野i椀・杯B、瓦器腕

などの土器が出土した。土器は、 121止紀までの年代守示

すので、その上にのる礎石SX490・491は、 12ifl紀以降、

鎌倉時代の造械と推定される。

結灰色砂質土用は西から東に向かつて傾斜 し、調~区

内て‘約30cmの lt~':jがある 。京端ての標市は約116.2m であ

る。この層の上而て土坑2基を検出した。

土坑SK495は調査区の東南隅にあり 、銅のスラグや銅

塊 ・銅滴 ・炭を多量に含む不整円形の土坑である。南北

60cm、東西70cm以上て1奈さは約20cm。 この土坑の雨{l!IJに

は銅滴を大id;に含む赤褐色砂層が堆秘する。

礎石の北側下!日でも、東西1.6mX南北0.9mIl!:'の浅

い土坑SK492を検出した。担!土からフイゴ羽口や銅i宰が

出土した。ゴニ師総杯A・C、袈B、須忠告i):f不AIlIなど飛

鳥Vの土器が出土した。また、 この土坑の下Mには東南

y= -16.594 
I x=一169.823一

図55 F-4区.s区遺情図 1 : 50 (写真は南から)

に向かつて傾斜する孫ち込みがあり、こ こからも多誌の

炭とともにフイゴ羽 1-1やノレツポの破片、銅i事などが出土

した。

緑灰色砂11土!日からは飛鳥Vの土師器、須JE器が、直

下の地山上而からは、飛鳥IVの土問i器杯Bが出土した。

F-4区・ E区 調査区は、第 3次調査(1958-59年、 『川

}j;'(寺発効li淵査報告』奈文句f学報第 911昔、 1960年、以下r川

J)古寺報告J)で検出 した西波廊の基壇上にあたる。}(1序

は、道路恭蝶回(J与[~75cm)、1((褐色j昆り茶褐色土 (20

cm)、茶梢色土(15cm)、灰色粘土 (10cm)、炭・焼土混じ

り県灰色粘土 (25cm)、背灰色l沙質土である。

灰色粘土!日あるいは炭 ・焼土i昆り黒灰色粘土の下而で

予想通り西i波廊の基邸南縁の石タlJt南間裕治:を検出した。

基血縁石は 3侭iを確認したにすぎないが、南側に而を揃

える。上而の標高は116.5mである。基庇に接して葉掘の

雨洛講がある。幅約1.1mof.Yi:の中にはl倍灰色粘土が雄献

する。西i度廊の悲壇上から間務部上而にかけては多祉の

瓦のほか焼土や炭、炭化材を含む祭灰色粘土居がある。

これは西iJSt廊の焼失i時の地税である。

E 区 川原集落の北にあ る版議1111社参道の石段下に、

南北に設定した調査区である。調査区北半の層序は、道

路基盤M (J!J-'t;> 55-75cm) 、旧水間耕土 (25cm) 、 H音)~J'I天

色粘土 (15-25cm)、茶褐色j府組土 (10cm)、l倍褐灰色料i

砂(l5cm)である。調査区北部では、時制灰色粘砂府の

下に花i品i岩岩盤があり、 これが南に緩 〈傾斜する。調査

区中央から南ては、この岩盤府の上にIl}J賞制灰色砂質土

の軽地土!将がある。調究区南半lま近現代の撹乱が若しく、

監地土用上田1まではι1'1止以降の1iHj'tA1て.あった。

調査区のほぼ~I'央で木樋l暗渠SX500 を検1.1'，した。木樋

H音渠SX500は、北北京から南南西にまっすぐのび、匡|土方

i限方位に対し、 ;1じで25度束にふれる。木随附渠は、」二而

に幅 8cm、i奈さ 5cmの U字形の~IYtを彫った51)材(一辺15

cm) をつないだもの。木樋のよ而には行基丸瓦を並べて

荒とし、 lり1ïr'l褐灰色砂質盤地土の，~ Iに埋め込まれていた。

木樋は 2本を確認した。北側の木樋lま長さ3.3m以上、市

{J!IJのものは長さ2.2m以上あり、 2本 tも全長は未確認。

木樋上jmの棋高は116.06-115.98mである。

韮の丸瓦は、木樋ut，-渠が完全に整地土の"，に埋まって

いた南側の木樋上に伐っていた。 6枚が!点位置を保ち、

さらにその北側でl政H・l枚が上下反転してのっていた。
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丸瓦は狭端を南に向け、 北か ら南に向かつて並べられて

いた。木樋蓋に使われていた行基丸瓦は純叩き成形であ

る。丸瓦と木樋構の聞には灰色砂とその上にi炎褐灰色泥

土が堆積し、流水のあったことが知られたが、泥土は丸

瓦内側にほとん ど隙聞なく詰まっており、最終的には詰

まって機能しなかったであろう 。

検出した 2本の木樋のうち、北側の木樋には蓋が残っ

ていない。北側IJの木樋は南端から約1.5mの西側に、幅25

cm ~幅40cmの二つの切 り 欠きを作っている。 こ の切り 欠

きは木樋上而に彫られた構の仕事とよく 似てい るので、

当初からの加工であろ う。その西方には、灰色砂を埋土

とする東西都SD501がある。SD501の南北両側には、平瓦

や重弧紋軒平五を並べた護岸施設があり、木随の西に隣

接してこの護岸の底に収まる形で凹而を上にした平瓦が

l枚据えてあった。 これは、 北側の木樋から流下した水

をさ らに西方に流すための施設 と推測1Iできるが、木槌設

置当初からあったも のではないだろう 。東西構SD501か

らは10世紀後半の土師器杯Aeや黒色土器が出土した。

N 区 III区南端から西に延び、 川原集落の北部を東西

に走る調査区である。地形的には西に向かつて急激に高

くなる。道路基盤屑が軟弱であったことなどから中央部

での調査を断念し、東端と西端でのみおこなった。

調査区東端の務地土下層で、 III区で検出した木樋H音渠

の南延長部を確認 した。木樋H音渠の構造はIII区で検出し

たものと 同じである。木樋上商の標高差や蓋に使われた

丸瓦の置き方から判断して、木樋SX500は北から南に水

を号1<施設と推定する。総延長は14m以上。Xill主I!から平

安時代までの瓦や土器が出土した。土器は、 9-10世紀

の土mli器杯Ae、C、高杯、鉢、 椀 C、JslA、須恵i!?}杯

B、lnlC、襲、輩、黒色土器杯、椀、緑手111椀などや12世

紀の瓦器椀など多様。

西端iでは、地表下0.8m、標高119.5mで地山の花目指i岩

岩盤風化土が現れる。この地山商は来に傾斜するが、凶

端か ら4m ほどの所からJtt5mにかけては、襟高118.5

-118.6mの高きでほぼ水平になり、その束 4mでも、

118.4m前後で平坦である。岩盤風化土の上には、j平"E>

40-25cmの灰褐色土がiitf!'iし、そ の上に10-20cmの惇き

で瓦が推概する。花防i岩風化土層をほぼ水平に加工して

いることとその上に多量の瓦が堆制していたことからみ

て、 このーiilllに瓦葺き建物が存在した可能性は高い。土
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x= -169.740一

SD501 

- X=ー169.750

y= -16.595 

y=ー16.590

o 3m 

図56 IB区.w区東鋭遺構図 1 : 100 

総は、 9-10世紀の土師器杯Ae、羽釜、高杯、JlH~系須

恵器措鉢や14世紀の瓦器椀が出土した。

V 区 Il区の西側から西約45mに及ぶ調査区。調査区

東端から約20mほどの範囲での基本層序は、道路基盤層

(厚さ60-80cm)、茶灰褐色土用(l5-20cm)、灰褐色土用

(lO-20cm)、賞褐色砂質土J~ (整地土・20-40cm)、黒灰

色粘土府 (20-40cm)、淡緑灰色砂質土府(整地土 ・30

cm)、花i荷岩風化土居i(地111)である。

調査区東端に は灰褐色土府から掘り込まれた上幅で

1.5m以上の南北構SD513がある。1958年から1959年にか

けての第 3次調査では、凶i度廊の酋は近i:Itの池によって

破壊され℃いると報告されており、 このSD513はこの池

に関連する可能性がある。この構から西には中世以前の

包含府や盤地土!習が残る。

標高117.0-117.2mの賞褐色砂質土居上而で中世以降

の耕作講を検出したほか調査区東端から13.5mの地点で

柱穴 111lil、18mの地点ては北京一南西方向の石列を検出

した。この整地土用の下にあ る黒灰色粘土!習は、平安時



代までの瓦を大詰;に含む。西波廊の西延長あるいはその

先にあった別の瓦葺き建物に関連する瓦と推測する。

黒灰色粘土層の下、 j炎緑灰色砂質土!日は上而が地表下

1.35-1.5m、標高116.4-116.6mにあり、西に向かつて

緩やかにおくなる。この府の上而、調査区東端から約9m

付近で北に落ちる落ち込みSX515を検出した。30cm(1 1::" 

の段差があり、その底は地表下1. 9m 、標~:;1l6.3 m で、

花閥岩風化土層(地山居)が露呈する。 この地山居は西

に緩やかに高 くなり、調査区東端から約15m付近で固に

深くなる。この落ち込みは織か土坑と思われるが、その

性絡を確認するには至らなかっ た。

羽 区 I区の酉に、東西41mにわたって設定した調査

区。途中 2箇所、長さ約 8m分については、現行水路な

どのために調査できなかった。東半分については、下水

管設置位置が変更される可能性もあったため、師を1.2m

に拡げて調査を実施した。

VI区西端では、道路而下約 1m、桜前118.1mに花信i岩

風化土用があり、この上商で柱穴 lイ|却を確認した。位穴

は掘形直径約25cm、深さ 20cmあり、径10cm l1 どの柱~iU1f.

がある。柱痕跡は掘形底よりさらに深〈、検出而か らの

i奈さは35cm。

調査区西端から約 3mの佐世は、現地形でも 1m ほど

の束に低くなる段差がある。 この段差をはさんで来ては、

花倍i岩風化土層が約80cm低くなる。 この上には確認した

最も厚い部分で約80cmの整地土屑がのっており、 その上

而で、東に向かつて低くなる沼状の落ち込みSX374を倹

出した。 SX374はVI区南側て'1979年に行った調査で確認

しており(r藤原概報10J)、今回検出 したのはその北延長

にあたる。確認できた限りで東西幅10m以上、最もi楽い

地点て、日低差1.5mある。

沼状の孫ち込みSX374の東部は調査不可能で.あった。

西岸から約17m (調査区西端から約21m)束の地点ては

標高116.5mに花尚岩風化土j誇がほぼ水平に広がりそ の

上に淡結灰色粘質土の整地土府が椛制する。こ こから来

約15mのIIIJI.:t.花尚岩風化土!日が摂市116.5-1l6.6mを保

ちはば水平である。 このiuiで直径 3-4mの土.I1Ll越を

確認した。法!土は白色粘土j昆り l培灰色粘土である。

調査区の}I[端では、南北方向の築地塀SA523を確認し

た。基底幅 4m、残存法i約35cmあり、築地上而の標高は

117.2mである。築地の東西両側には人頭大の玉石列

(SX524・526)が並び、その外側に索掘滞 (SD525・527)

がある。さらに、西側玉石ダIJの70cm内側には10cmlit' ~':j 

い位置にやや小振りの小玉石手IJSX528がある。杭土の状

況からして、SX528は築地の改修に伴う仕事であろう。玉

石~IJSX524 t F -1区・I区で検出したSX490凶{J[lJ礎石 と

の距離は約2.5mである。

四 区 史跡指定純囲の西辺をなす道路上に設定した淵

査区。道路l.:t.北から南に傾斜している。調査予定地北端

の約 5m 1ま}I[{J!IJの擁壁がIlJI移する恐れがあったため、調

査を断念した。

調査区北端から約25m(VI区を設定した道路 との交差

点まで)の間は、迫路而カか'ら4刊0一5印Oc叩m下て

のI地也山に遥する。 その上には道路基蝶j汚があるだけで、

包合府はなく、現行水道官姉m~以外に追椛はなかった。

北端での地山商の棋市が121.2 m、約25m南では119.7m

である。調査区lilfrl':火、 VI区を設定した道路との交差

点付近にも近 ・現代の構があ るだけで、 中世以前の泣椛

lまなかった。

このあたりで道路の傾斜は緩くなり、 ここか ら南約20

mの聞の地山而は、原市119.2-119.3mでほぼ水平と な

る。道路ifii下約50cmに地山而があり、そ の上には道路基

盤府があるだけで包含府はな t、。調査区北端から南36m

と41m、43mの3箇所で直径40cm、検出而か らのi奈さ20

cmliどの柱穴を各々 1個検出した。いずれも日'C径10cm(1

どの柱痕跡があり、:t.ill土に瓦を含まない。:1じiJIIJの2{Iき!の

位穴は埋土が似るので-)主の造構であろう。市北方向の

距離は4.5m、東西方向の]I!!2lmt.は1.8mである。

調査区南端から約23mの1111は、瓦器を含む灰褐色砂質

j二の包含lt1がある。池山而および、南端から15mのHIIは

政相色粘質土の整地土用上而て鎌倉時代の地怖を多数検

出した。主要な追柿は、 井戸 1基のほか溝や住穴、土坑

である。

調査区南端か ら21mの地点て.検出した井戸SE540は、

玉石梢の円形井戸て¥掘形のn'(径2.5m、ヲl'戸枠の内径約

0.9 m、検出而か らの深さ1.8mある。=J1二戸枠に私自Iまれた

玉石lま下の4段、約 1mが残っ ていた。井戸掘形と井戸

枠内型l!.土、井戸枠tJ.O収穴から、 13-14世紀の瓦時椀や土

問lif.f小111しへそ1111、須恵器と少祉の瓦が出土した。

サ|二戸SE540から南は地山市が徐々 に低くなり南端か ら

15 mのHlJはその上に貰褐色粘質土の路地土l汗が残る。造
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図57VI区井戸SE540平面図・断面図 1 : 100 

梢検出而のr~j さは井戸の周囲で標高119.1 mあり、南端で

117.7mまで低くなる。南端では様市117.3mに花街岩風

化土用の地山而がある。鎌倉時代の追構は調査区内に制

密に分布するが柱穴を建物にまとめることはできなヵ、った。

出土遺物

瓦類、土器、土製品、金属器、木総などが出土した。

瓦埼類(図58・59) 丸瓦、平瓦、 ilf:f丸瓦、軒平瓦、鬼

瓦、 I専などがある。軒丸瓦46点、 軒平瓦79点の計125点出

土した。 I区から V区、特に、 F-1区と I区およびV区

東部からの出土が目立つ。 VI区は東端で検出した築地塀

付近以外は出土盆は少ない。

創建の軒瓦 軒丸瓦601型式は、 A・B・C.Eの4穏で

合わせて計39点が出土した。出土点数は、 A6点、B2

点、 C21点、 E8点、種別不明 2点。良好資料が出土し

た、 A.C.Eを図示した (図58-1 -4 ) 0 A (1)は

弁の照りむくりが強L、。外区に右上がりに傾斜する大ぶ

りの而違い鋸歯紋をおく 。BIま中房 t弁区が大きく躍り

上がる。外区の而違い鋸歯紋は11佐一左上がりに傾斜する。

C (3・4)は面径が大きく、弁はやや厨平である。外

区の商違い鋸歯紋はA同様右上が りの傾斜だが、 Aより

*ruかい。E (2) は外区索紋純だが、鋸歯紋の痕跡がか

すかに認められる。Eのみ中房蓮子が 1+4+9、他は

1+5+9である。

601型式については、金子絡之氏が主に瓦当裳而の特徴

により、 I型:瓦当阜市を中凹みにつくる、 H型配当

を厚〈謀面を平らにつくる、 III型配当を薄〈裏面を平

らにつくる、の 3種類に分類 した(金子裕之「軒丸瓦の

製作技術J r文化財論叢』奈文研 1983年、 269-285

頁)。今回出土 した資料では、 A.B.EはI型のみ、 C

はI型 UII型がある。また、 Cには瓦当面の内区l.tll会

而に布圧痕を tどめる仔IJ (3) と、瓦当高面の内面接合

粘土の下(瓦当成形粘土の上而)に布庄痕を残す例(4 ) 

がある。 2例とも 111型て¥中房や弁区にro:傷が著しく、

かつ他のIII型のCに比較して丸瓦先端に入れられた芸IJみ

目が組い。製作時期が11年るのであろう。

軒平瓦は、四重弧紋 (651型式)69点 (B12点、 C9 

点、 D33点、 E7点、種別不明 8点)し 三重弧紋 (652

62 務文研年報/1997-11

型式)が2点出土した。四重弧紋651型式は、円11原寺報

告』で主に暫iの長きそ基準にA-Eの5種に紛l分した。

今回は、 B-Eが出土した。B(図58-5)は顎の長さ 7

cm前後、回線がやや太い。側縁を瓦当から狭端方向にへ

ラケズリするものが大半である。 C (6)は顎の長さ 8

cm前後。凹線がやや太いが、 Bよりも凹凸が著しい。凹

而や顎 ・凸而の調整が粗雑であり、焼成も軟質のものが

多い。Dは、顎の長さ 9-9.5cmとやや長い。凹線の制い

のが特徴。Eは、顎の長さ 9-10cm。紋様は狙線がやや

幅広で扇平。顎の両側而の而取りが広い。C-Eの側縁

のへラケズリは、 Bとは逆に狭端から瓦当に向かう 。B・

DIま瓦当紋様(つまり挽き型の異同)によってさらに細

分できる。軒丸瓦601型式との対応関係は今後詳細に検討

する必要があるが、少なくとも調整手法が組雑で焼成の

良くない651型式Cは601型式Cのu.m型に組み合うと

みてよ いfごろう。

奈良時代の軒E 奈良時代後半の軒丸瓦623型式(平城宮

6143A・平域薬師寺所用)と平城宮6291Abが各 l点あ

る。623型式は平城薬師寺と同箔でそこからの供給品。山

田寺にも 同箔品がある。軒丸瓦6291Abは初出。平城宮と

同宿てある。623型式と 6291AbはL、ずれも成形台一本作

り技法である。軒丸瓦623型式と組み合う軒平瓦782型式

(6703A・薬師寺253)は出土 しなカ・った。

平安時代以降の軒瓦 F-4区・H区および ・IV区に集中

し、こ れらの瓦が西波廊に関連する ことを?示している。

軒丸瓦は、 711型式が2点、 622型式(坂田寺31型式)・712

型式が各々 l点づつある。

軒平瓦は、 751・755・762・783の各型式がある。 751型

式が5点出土した以外は l点のみ。622型式と組む軒平瓦

752型式(坂田寺121型式)は出土しなかった。751型式に

は凸而に朱線を残す例がある。茅負からの出は 7cm 1::.短

鎌倉時代以降の朝:瓦は、 中金堂西側のF-2区から 出土

した巴紋軒並L瓦 1.'主主 E-4区の鬼瓦片のみ。円11原寺報

告』ではこの時期の瓦類が中金堂・ J苔・中門 ・南大門 ・

西回廊上層 ・北{竹坊北fJliJの瓦溜な E限られた地点のみか

ら出土する、 と報告されており、今調査でもそれを追認

した。

丸Eと平E 丸瓦と平瓦は、意IJ建から平安時代後期に至

る各種が出土した。丸瓦が6，031.#.l，322kg、王子瓦は22，355
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点3，834kgある。

filJ建の丸瓦は玉緑丸瓦、平瓦lまタテ純日1Iきをすり ii'jし

た柿巻き作り平瓦と凸而布目 .IfZ瓦である 。ョ~.t.~丸瓦は、

玉縁内而にも布圧泌があり、段部内而に明服な段差をも

っ(8手法:大脇潔r:;J.L瓦の製作技術J r研究論集IXJl991

年、 1 -56頁) 。 布を侠骨にしばり付けた紛れ、主I~の痕跡を

段部に残す例が多い。 凸而布目平瓦には、柄の合わせ I~I

を観察できる例がある。 4Iま、柿に綴じ付けたイIiの岡高官

縁を桶の側板にかがった状況が明11政に見て取れる。布の

両端縁のIIIJには、布が及ばない側板一枚分の圧痕がある。

また、 f.ifl'完形の 2li、凸而の左側紋に平行して粘土板

合わせ目 Zがあり、右側縁には柿の合わせ目がある。自IJ

kJ!時の平瓦にはこのほかに、 ヨコ純nj"Jき桶巻き作り平瓦

と斜絡子叩きの桶巻-き作り平瓦がある 。 『川1J~守報告』 て

は、前者を平安時代後期の瓦としたが、粘土板合わせ日

があることや側縁の加工手法からみて削建JI寺に遡る。

奈良時代以降の丸 ・ 平瓦は、タテ制叩ちの:~.紘丸瓦と

行基丸瓦、タテ純UIfきの一枚作り平瓦である。日l・IVI豆

の木樋l暗渠SX500に議として行基丸瓦が使用されていた。

平安時代後期の玉綜丸瓦では、模骨にかぶせる布を玉紘

昔11と筒昔日で別布とし、段部のと ころで縫い合わせたfylJが

日につく 。 こ れは桜'fl"が鉛~.n:形になったための工夫であ

ろう。また、人物らしき顔を表現した戯画瓦がある。

その他 地は、上而に波形を削りだした大型矩形噂と i昨

L、小型矩形J専がある。大型矩形J専は'I'-，!)とに釘穴をあける。

小型矩形1専はV区から集中して出土した。凶iJ.主廊がとり

つく建物に関連するのであろう。 こ のほか、ftlJH集の蝶~

断片が 1点山土した。

土器 土出は、須恵器、土r，llí器、 ~.I.';色土総、瓦器のほ

か、若干の陶器(総理111・掲利l・灰利1)、磁出 ((=1磁・7!t磁・

染付)、製塩土器がある。

土持は、 7世紀代から 16-1止紀に至るま での符時代のも

のがある。 7世紀代の土器は、 I区の土坑SK492や、整地

土(緑灰色砂質土)から飛J~vの土(:IIi総 ・須忠器が出土

し、整地土佐下の地山市から飛鳥IVのこ仁師器杯81が出

土した。これらは、川原寺造営時期に関連する。 また、

IV区東端からは、漆記号をもった飛品 Iの須忠総杯H、

V区中ほどの整地j二府やVI区のi白状落ち込みSX374から

も、飛鳥 Iの須忠告品杯Hや、砲が山二七し た。 そのほか、

調査区各所で飛鳥 Iの土器が少量づっIJ'，土している。川

ldl寺造営以前の迫桃に|刻わる造物として注目される。

IJ'，土祉が多かったのは、平安時代9・10世紀代の土師

時、須忠器、黒色土品である。F-1区、 I区、 IJI区、 IV

[i， V区などか らげJ二し、特に川区からIV区東端にかけ

ては出土lI~j:の器磁力T12富である。食堂の所在と関連する

可能性が考えられる。

12ilt紀から141止紀の土器が目立つのは、 VII区南部。近

依する 1996-2次制:t.:区て検出した井戸や環泌と関述す

るのだろう。

金属器など 金属践には、鉄釘、不lリi銅製品断片などの

ほか、銅滞jや銅スラグ、フイゴ羽口とノレツポな E鋳銅|英!

係の造物が I区から 11'，土したことが注目 される。

まとめ

ほとんどが師0.8mの限 られた剖査区であったが、これ

まで調査の進んでいなかった川原寺跡の西側部分につい

ていく つかの幸庁たな知見をうる こと ができた。

①1995-1次 F-1区 と1996-1次 I区で合計 3@の礎

石を検出した。礎石の東西距慨は1.5m、南北m}fmt.は 3m 

である。主主物の構造について当初は1"]と推定したが、桁

行 3mで梁IllJ1.5mの南北棟建物に復元できる可能性も

ある。建物の|時JUJは下!日の務J也府の.1H¥:から鎌倉時代で

あろ う。

F-1 I~> 1区の位低は、凶j瓜郎の!t1JJにあたる。1958・

59，{1~の第 3 次調査では、 I国i瓜廊の基if1雨辺には平瓦を長

〈並べたII]}渠がみつかっており、 これを越えた南に主I!物

のf{-泊:が-t{f，iWJされている。今回検出した礎石はiilJ建当初j

ないし奈良Hキ代に遡るものではないが、その時渠の南市

川にあることは ii.~': してよい 。

円 11)京寺宇IH~.i J では西j度廊1有に推定される建物を「西南

院」との|県IAでとらえようとした。凶雨院は r太子伝王

林抄』巻21に「或記云。定忠和尚吾1制御住l時、 J情i寺北河

1J~守之内阿南院1.1'11千1 :、東南院弘法大(lili制l住也、今西南院

之無、東南院之在。」とある。1973年の調査で京回廊の南

京に東南院と推定される基j型建物を発凡している(fn機関

概報4J)から、 これとほぼ対称の位置が西南院の所在地

と想定される。 1I亙の位置はまさにその位置である。

②VI区*端で検出した南北方向の築地塀も、西南院に

|刻述する可能性があ る。 このJJHは、北のV区までは延び

ないから、四l}主廊の雨の-U!IJを囲う }jt!i設であったと忠わ

れる。これが西而するかあ るいは京而するかは、今にわ
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かには決めがたいが、基血縁の改修痕跡が西側にあるこ

とはそれが外側に向いていたためと考えられること、ま

たこれを束面する塀とすると、 I区の礎石との距離が2.5

mしかないのが説明できないこと、さらには、築地塀の

東での瓦出土立が圧倒的に多いことなどから、これを西

而するJ扉と考えた方がよいだろう。 とすれば、 VI区東端

の南北築地堺は束イJlIJにある一回を囲む施設、西南院の西

築地塀に援することも無稽ではない。

③西波廊に関わる造構として、基tw_街紘石と雨雨落ち

柿:を検出した (F-4区 .II区)。基壇と琳の上には焼土

と炭を合んだj手い瓦堆fl'tがあり、波廊の焼失を物語って

いた。この堆積はさ らに凶に続き (V区)、渡廊がE先発掘

部分か らさらに西にのびる こと を示唆した。V区東端か

ら約15mにある落ち込みは、西渡廊の一応の西限とみ ら

れる。 『川原寺報告』では、西j度廊の先に建物の存在を推

測している(同書29・55頁)が、 今回の調査では建物の

痕跡を確認できなかった。少なくとも、調査区を横断す

るような建物の跡はない。ただ、小型矩形埼.がまとまっ

て出土 したことは建物の存在を示唆する。

④[[[区およびIV区東端では、西僧坊の西方て、整地土用

に埋め込まれた木樋暗渠ぞ検出した。構造と傾斜から考

えると、北から南に水を流した上水道と推定される。調

査地点の南約20mの地点からは巨大な礎石が出土してお

り、食堂と推定されている (f川原寺報告J34頁註27およ

びPLAN1)。木随時渠は食堂あるいはそれに付属する厨

などに水を供給する施設であろう。

⑤寺城西北部にあたる IV区西部では、平坦に加工され

た整地土商と多量;の瓦を検出した。 この一郭にも瓦葺き

建物が存在した可能性が高L、。

⑥川!京寺寺域の西限に関しては、明確な追構は確認で

きなかった。 しかし、 IV区西端では花倒岩風化土の地山

が急斜面になっている。この北西で1988年と 1989年に実

施した発掘調査では川原寺に関わる遺構は見つかってい

なL、。これを寺域の西限とみると、伽監中軸線からの距

離は約109mとなる。 V区では、 IV区西端の南延長線を越

えて西に整地土用が広がる。 VII区北半では花尚岩風化土

の地山商を確認したにすぎず、調査区の東側に接した崖

を寺I或西限に関連する造成の跡とみれば、寺域の西辺は

南で西に|井1<形となる。ただ、その場合でも南延長官11を

制査した1988-1次調査では関係する遺構を確認してい

ないので、確証にかける。

⑦I区ては、下府で銅の鋳造に|兵lわる造物がまとまっ

て出土した。中に、風鐸の断片と忠われる銅製品があり 、

平安時代以前おそらく創建時に、近辺に鋳銅工房があっ

たことが予想される。

以上、調査の概要と調査成果に基づく t!ffll!11を述べた。

調査区が幅狭かったの と、 生活道路を確保しながら の調

査であったため、万全とは L、L、がたい而もある。特に、

調査に危険が伴って中止せざるをえなかったIV区中央部

し現行水路があって未調査のVI区中央部については、

工事施工に際して十分な安全対策を施した上で再度調査

する必要がある。 (花谷浩)

コラム:あすかふじわら

.古墳時代の土器大集合!

藤原宮跡、の下113には弥生、 古漬時代

の逃跡が広がってお り、四分追跡と 11乎

んでいる。これまで‘水閏跡や環濠跡、

井戸跡な どが見つかっている。写真fJ.、

藤原宮内の酋南隅にちかい第82次調査

区において、四分遺跡の古境l時代斜行

椛SD3100から出土した土器の一部。古

式の須忠総や、土師器にまじって、総

式土総もめだっ。写』工左は須忠;総の格

形M.で、おき15.4cm(図 8・9， 8・

9頁参照)0 (C) 
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2 寺繊西南部の調査(唱996-2次)

はじめに

本調査は、史跡現状変更(庖舗改築)申~~Iに伴って実

施したものである。調査地は川原寺の寺域凶前官11にあた

り、東に緩する水田(現駐車場)は、かつて1979年に発

掘調査がおこなわれ、 7世紀代の斜行hW.と孤立柱建物・

土坑や、 ~r 'l止の掘立柱建物や石組井戸な E カt確認されて

いる。調査にあたっては、当初敷地の中央に発掘区を設

けたが、斜行構などを検出したことにより南西に拡張し、

最終的に60m'を調査した。調査地の基本的な土用は、宅

地盤地土、 l情灰色土、貰褐色土、賞色J也山土の1iIT1て.ある

が、発掘区西北隅では黄色土がなく、時灰色土の直下が

.'&色地山土となる。瓦器を伴う l時期のia;J併はjYL秘色土上

而で検出てきたが、 7世紀代の造椛lま賞褐色土を除去し

て初めて1i'(fi認する こtができた。

遺構

調査によって検出した追椛には、掘立柱建物、掘立柱

堺、斜行部、井戸、土坑などがあり、 これらは川原寺自11

建前後の 7世紀代の遺構t、瓦器を伴う 12世紀代の泣桝

とに大別でちる。

7世紀代の主たる遺構には、斜行泊d、掬i立柱，建物 2

S八553

SB551 

Y=-16.660 

があり、持ITt立柱建物は、斜行F.Yiを埋めた後に主I!てられて

いる。

斜行滑SD367!立、発掘区の(.1.1ま9'央を東北京から西南

西に走る師1.7m -3.0m、i奈さ0.9m-1.4mの断而U字

形を呈する大型の;話術iiiVjである。その来延長苦Ilは、1979

年度の調査で確認されている。講の.t.ill土は大きく 3Mに

分かれ、」て ・ ~Il J門には~'Y):を思め立てた何色系の土カ~111川i

するが、下肝には粘土と砂が交互に敗政しており、水が

流れた様子がうかがえる。下!荷には 7世紀前半の造物が

合まれ、」二 ・中!日からは烏の下型~l什や 7 世紀前半の土鵠

など tjhに7'1止紀中頃の造物が出土した。

J開立位~物SB370は、発品11区東端で、西妻柱手IJ の柱穴 2

例を検出した。これは197911:'の調究で梁!日121111、桁行 3

IIll以上とされた東西棟建物 (S803)の西延長者11とみら

れ、今回の調査で、西妻柱ダ11ぞ確認した ことになる。そ

の結果、~物SB370は梁IIU 211¥1、桁行 6111]で、位1111はW:1I11

1.8m、村7行2.1m等11日で.あった ことカ:1ii仮定した。なお、

先掘区の西北隅でも柱穴 2{I占|を検出した。いずれの柱穴

も調査区の壁や後世の慌に旦被しており、 詳細は不lリ11.ご

が、柱聞は2.1mに似!京できる。掘立位堺の可能性もある

が、建物SB370の北側柱列と柱筋や柱:11¥1寸法が揃うとこ

ろから、これを南側柱とする東西側{の掘立柱建物S8551

Y -16.650 

。 5m 

図60川原寺1996-2次悶資遭備図 1・100
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を想定しておきたい。

12世紀代の主たる遺構には、~!ì豪 l 、前 1 、掘立柱i}jf

2、井戸2、土坑2があ る。これらは前述したように、

調究区西北隅にある一部の遺構を除いて 7世紀代の地柿

を覆う武褐色土Wiの上面から掘込まれており、両時期の

造桃の峻別は比較的明確である。なお、 12世紀代の追梢

相互にも 重複がみられ、 2時期に分ける ことができる。

まず先行する時期の遺構には、環i豪SD556、井戸

SE552・555、土坑SK558・559がある。環減SD556は、調

査区中央部を東北から西南に走る上幅2.0m-2.5m、下

幅約1.5m、深さ0.6m前後の逆台形の断而を持つ索拒1m

である。堆私自I土中には瓦器類が含まれていたが、古代の

斜行部SD367t重なる問辺には、 7i.!.t紀代の土総も混入

していた。集滞をめぐるmi豪の可能性カ市iい。

井戸SE552は、 E!i荻SD556の束に接して掘られた方形

のすl'戸。 東西2.1m、南北1.5m以上の掘形を持つが、ヲl'

戸底までは未調査で..， i奈さや弁戸枠の構造なと.は不明で

ある。井戸SE555は、環i豪SD556の西方で確認した横服組

の井戸である。南北2.5m、東西1.6m以上の掘形を持ち、

井戸枠の一部は抜き取られていた。井戸底までは未調査

である。土坑SK558・559は、環濠SD556と井戸SE555の

間に掘 られた一辺 1m前後、深さ約0.2mの方形の土坑。

SK558を唆してSK559が掘られているが、If，土土器やさ11

土の状況から両者さほどの時間差はないようである。

次いで新しい H寺J切の遺構は'AY;:SD557、掘立材::~肝

SA553・554で、この時刻lにも環濠SD556は存続する。発

掘区西半を西北から東南に走る構SD557は幅約 1m、深

さ0.3mの索侃慌て¥末端は環濠SD556に直角に述桜す

る。深さは梨なるが、この 2つの溝は同時に存在したも

ので‘あろう。

塀SA553は環涼SD556の西日に平行 して建てられた掘

立柱塀で、 3UIJ分を検出した。柱聞は南から1.8m・l.5

m・2.1mt不揃t、で、塀はなお北へ伸びる。坊"f.SA554は

講SD557の北町に平行して建てられた掘立柱塀で、 2111J

分を確認 した。柱IHJは2.1m等聞で、塀はなお西へ1
'
1
'
ぴ

る。この 2本のJfff.は、東南隅の柱穴を共有する点から同

H奇・に存在 したことはl明らかであ り、また、構SD556・557

の府からそれぞれ 1m離れたところに建てられているこ

とから、これらの械とも密接な関係をもっていたことが

わかる。

70 ?詩文研年綴/1997-J[

遺物

12世紀代の環i豪の土器・陶器と 7世紀代の前SD367等

の土器、瓦類が主なものである。 ここでは、飛品 Iの基

準資料である1979年度調査の仮称「斜行構SD02Jの延長

部にあたるSD367出土造物をとりあげる(1孟161・62)。

80367出土遺物 部の府序は流*'時の下府とその埋立土

の中 ・上w1にわかれる。下層の造物は、発掘が限定され

たため少量で¥大半は、上 ・中l習の資料である。

五簿類上・中層仁川原寺泊IJ挫の軒丸瓦601型式 5点、四

重i瓜紋粁平瓦2点、同心円紋叩き jm:.1点tfìIJ~'時の丸 ・

平瓦があり、 下層には同心円紋叩き埠 l点がある以外瓦

類はない。上層の瓦には側而を打ち欠いたものがあり、

座根に咋かれたものが合まれる。'11}刊には少itl:のfill主tt瓦

のほかに飛鳥時代の丸・平瓦がある。

土器類土師様、 須恵器と少立の製塩土器、i獲量、 トリ

ベと霊ι球状土製品片がある。下j百がより純粋で、上 ・中

前に新しいものが混じる傾向は、瓦類と一致する。

下!自には土師器杯G (1-7、10)、杯H (8・9・11)、

杯C(12-16)、高杯H(17)、市杯C(18-20)、鉢 (21)、

襲 (22-24)、須恵器杯G、杯H (25・26)、平瓶 (27)、

地 (28)、お杯、提瓶、費、製塩土器 (29)がある。土師

15-杯Gに口綜端部が内傾する(1・2)、外反する(3・

4 )のほか外而をへラケズリ のあ u砦< (5・6)、ハケ

メ関空在の(7)など多様なものがあり、杯H類とともに

杯類の大半を占める。杯C1 (15・16)は径日指数39の

2段階文、CII (14)は指数34の2段階文で5分割JI'IIJ1)， 

C 111 (13)は指数34で l段H音文である。CIII (12)は甘

担丘束麓の焼土府，':l!，土土器に特徴的な杯Cと類似する。

~Jl忠器杯HIま蓋の口径11 . 3-12 . 4cm、身の口径10.3cmで、

底部はへラ切りのままである。 これ らの特徴は飛J~ 1の

「斜行構SD02J と一致している。

中!討には土師器杯C (44-46)、杯X(47)、杯G (53)、

将H(54・55)、1JIlA(50・51)、鉢H(52)、日杯C(49)、也、

ロクロ土師総脚付き椀 (48)、須Ir!.器杯G (56-61)、杯

H (68-75)、査蓋 (62)、蓋 (67)、市杯 (64-66)、務

委I (76)、襲 (77・78)なEがある。土師総杯C1、須恵

総杯~Jiの特徴は飛品池遺跡の灰緑色粘砂!日の土器群と類

似する。

上府 (30-43) には土師総杯A (42)、杯B (43)、杯

C (41)、叢 (30)、JIILA、JllLB (31) 、 ~.n忠器杯A (34)、



蓋 (32・33) など飛，!ミrvに属す るものが混じり、 小型化

した須恵総杯G (35・38・39)、杯H (40)は飛九IIに属

する。

まとめ

今回の制査では、1979年度に確認した 7世紀代の斜行-

~Vi SD367の西延長部を検出す る とともに、その~-wを埋め

てから建て られた掘立柱建物 SB370の西妻柱列ぞ検出

した。斜行棋の堆梢土中には、 7世紀前半から中頃にか

けての土器が多数包合されており 、.上 述したよう に飛13

時代の土器編年に手がか りをあたえる一括資料 とし て注

目できる。また掘立柱建物は、 川原寺filf建にかかわる造

梢と みられ、中心伽斑の西方にも寺院の活動を支える純

設が置かれて いたことがうかがわれる。

調査ではさら に、12世紀代の集干容を囲う 環i衰の跡を検

出した。確認したのは延長わずか 8mほどであるが、 2

m強の講師や逆台形をなす断而の形状などから、 これが

「環濠集落j (こともなう環涼であること はほぼ誤りない。

同様な環涼の例は、藤原宮の西方官術北地区でも発掘さ

れて いる(藤原宮第27-6、63-2、66-2 -4、71-15、

75-12次調査 『藤原概報10・21・22・24・25J)。そ こでは

師約 2-4mの泌が、南北約65mの)Ii包囲を方形に囲んで

いる状況が復原されてお り、その規模から「環濠集務」

よりはむしろ「土豪の居館」であろうと考えられて いる。

しかし、 i創立部分的に二重になったり、今回の調査のよ

うにT字形に組み合わ さったりして、なお北の方へ続き、

品終的にELi泌がめくー る範囲は、さらにひろがるようであ

る。 問題は、環i豪で固まれた内部にどのような遺構が存

在したかであ るが、部分的な調査地の制約を受付、建物

跡などはまだ見つかっていない。その解明は今後の課題

といえる。それでも 、これらの泣梢が、12世・紀後半に始

まり 14世紀まで存続した ことが、It土土器や升二戸枠に残

された紀年銘から知られている。

川原寺周辺で、こ れまで「環濠集落」の存在が注意さ

れたこ とはなかった。現在の集落のあり方などからする

と、環涼で囚われるべき範囲は、今回検出したi衰の西北

方であろ う。それは、 i豪に沿う塀が凶う方向もまた西北

営示してお り、この部分が、川原集落の東西の分水嶺(? ) 

となる尾線筋にあたって いることもその想定の正しさを

示している。残念ながら、部涼に固まれた集落の大きさ

や構造、とくに内部でどのような生活が営まれていたの

かなどを知る手がかりは、今のところな L、。現集落と重

復する可能性が~::j <、調査の進め方に困難を伴うが、可

1世止の川)原京寺との!閲剥述をを?考える上てで.もE環li涼豪集落の調査は重

要と 思われる。発掘の進展が期待されるところである。

(黒崎直 土器 ;西口)

コラム:あ すか ふ じ わら ⑤

4砂短命だった両槻宮

1992年、飛鳥 ・i商船石泣跡のある丘

陵が、石患で化粧していることがわか

った。それは、花l企i岩の地磁石上に、

天理から運んだ待状の砂岩を積み上げ、

，r.jいところで4段(0.7m)伐していた。

その才恭子l主、斉1IJ12年 (656)、後飛

鳥岡本;寄からみた問槻宮治針の記事を

rJi移じさせた。そこでは、積石の内側の

丘陵を版築で補強していた。そして斜

めに亀裂が走り、地良によって、版築

l留がずれていた。

酒船石は、両槻宮の天宮にかかわる

重要路設らしいことがわかった。あの

i商船石lま*占いでもする施設だろうか。

その後の制交で、後到U~同本í;';1!!1fの

斜而には、石タIJを3段にめぐらせてい

1.:。

1997年度、 n~定ミュー ジアム!&;ilt予

定地の調査で、藤原?言J切につく った石

敷井戸に酒船石遺跡、の砂持切石を転用

していた。

さらに、 lリ!日持村調査によるi阿船石

丘陵商下の調査で、も、 ヲIU~ì争制l)日í 'lヘ-の

l時jUJの大型建物があり、周囲の街Ii袋、

方形区画などに同様の砂石切石を転用

していた。旬j石は、寸法にバラエティ

があり、力11工4i.f!t-1f.から、 i丙船石丘陵の

壁而につかっていたものである。

つまり、 天武朝には、同初l宮の不ifi'(

化粧を争IJがして、 1也の施設に転用して

よい状況であった。地援は、 天武13年

(685)のルi駁痕跡と理解されているの

で、その紡巣、廃楽を促進したのであ

ろう 。その節目は、近江大津常への遜

者11、壬111の乱も影響した。こうしたこ

とを考脱すれば、王寺町12年に造営した

向槻宮li、斉明朝だけの短命fごった可

能性があろう 。

だが、持統1011三 (696)、ニ槻1吉行幸

の記録をどう理解するかにあるが、 こ

れは酒船石丘陵商で判明した南北大型

建物に|到するものであろう。そこでは、

もはや、道教にもとづ く宮殿としての

機能はなかったt思う。

(緒li~~似惨)
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.橘寺の調査-1995・1次

唱 はじめに

この調査は、明日香村川原の特別史跡川原寺跡南門前

の県道から現橘寺西門へ至る村道の拡幅計画に伴う調査

である(図54参!!~) 。 調査は、水回毎に 1 から 6 に区分

し、 1-4区を当研究所が担当し、南の 5・6区を桓原

考古学研究所が担当した (r明日香村史跡楠寺旧境内発掘

調査概報」奈良県立極原考古学研究所編 『奈良県追跡調

査概報1995年度Jl996年)0 1 -4区の水聞では1957年の

川原寺第 1次調査に際して川原寺南門前の石敷参道、 2

時期にわたる橘寺北門などが確認されており、今回の調

査区の大半はそれと重複するが、村・道は先の調査以後に

無届けで拡幅されているものの区間内に未調査地が残る

ことし西方130mでの楠寺1986-1次調査で確認された

楠寺の官Il!Ji期に遡る掘立柱塀と葉掘f!Yi:からなる北限胞設

が4区の下層に及ぶと恕定されることから調査を行った

もので、 40年ぶりに行った補足調査の色彩が強い。

2 遺構

検出した主な遺構は川原寺南門前石敷、東西道路とそ

の側溝、根i寺北門、掘立柱泣構、府i寺寺域内参道側溝、

同パラス敷、掘立柱塀SA01、京都，構SD02、炭化物土坑、

長方形土坑、小柱穴などがある。泣梢は大別してIJ!J1( 7 

世紀後半)、 II期(奈良時代)、 111期(鎌倉時代以降)に

分類され、地域的には東西道路とその北(川原寺)と南

(橘寺)とに分かれる。

橘寺

111期の橘寺北門については先の調査で桁行 3問、梁間

21mの八脚門であり、 一回り大きな II1Ulの北門基壇を利

用 して再建された こと が判明している。今調査では南側

中央間西の礎石川問、南間務前と再建以前のw切の悲壇、

南雨務構を再検出し、先の調査成果を現行の国土方|股座

標と標高て.計iWlするとともに基壇北半から水田畦畔につ
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いて精査した。その結果、棟通り中央間西の礎石抜取穴

とされている穴の束に、掘立柱追構 l基を検出した。掘

立柱追椛は直径1.2m、i奈さ1.4mの掘形の底に板を敷き

その上に直径0.4mの柱を立てている。長さ 1.2mの柱根

が追存した。掘形t.m.土には焼土と共に室町時代の軒平瓦

()I!原寺952型式)などが入っており、永正年1m(1504-

1521)の焼失以後に立てられたものである。先の調査の

礎石抜取穴は この追構の掘形と眼鏡状に連結し、底面も

同じi奈さにある こtから同様の追構とみられる。旧北門

の棟通りにあることから何らかの閉塞施設とら考えられ

るが、門の中央やや西寄りに位置する上に、対称、位置に

は存在しない。焼失後の北門基壇上に 2本の太い柱が約

1.2m離れて立っていたことになるがその機能、性格は明

らかでなL、。なお、基担北端が想定された水田畦畔下で

は後世の石垣の背而に奈良時代の基tf1土と基tf1縁石の抜

取穴を発見し、報告の想定の正 しさを確認した。

北門の南は山期にはパラスや瓦による舗装がなされた

参道であるが、その下l習のji't褐色粘土の経地土上面て南

北京掘柿:を検出し、厚さ0.3mの整地土下で I期の掘立柱

塀SA01、東西構SD02を検出 した。 南北河~iは師0.8-0.6

m、深さ0.2m。北で北門の中央間四礎石にそろい、 5・

6区でも南延長音I1にあたる講を検出していることから奈

良時代の寺械内参道西側部と考えられる。II期の南雨落

部底石の下にある東西構は幅2.0m、深さ0.8m。南北の

壁而に不聖堂形な窪みがあり、護岸石積守抜き取っている

可能性がある。担!土からは 7世紀後半の土器が出土 した。

柿ては1986-1次て‘検出 したSD02の束延長線上に位置し一

連の追構とみられる。東西椛南岸に近接して掘られた掘

立柱iff~の柱穴は一辺1. 2 m 、 i奈さl. lm 。 直径0.25m の柱

を西側から抜き取っている。柱位置はII期の基Jf1南縁の

南2.8m、lIIJ闘の北門棟j通りの南 7mて、東西棋南岸から

0.8mしか離れておらず、南岸から 2m余の位置にある

1986-1次調査の掘立柱塀SA01と直ちに一体とする こと



に疑問の余地があるが、!時停からは問l時に存在する追構

である。なお、門を想定して周辺を柿査したが柱穴の南

は地山が高くなっておりそこに才主穴斡:はみ られない。

東西道路

先の調査では一段高い北I"jの北、川原寺南r"jとの聞に

東西古道の存在を想定しているが道幅を示す逃椛を特定

していなかった。未調査区を中心に精査した結来、北門

北緑の北約 4mで先に検出している東西郡と参道石敷南

の東西慌の!日!がパラ ス敷になってい ることを確認し、 こ

の 2 本の東西溝が道路(ll1l~Vi: !:考えられた。I有の東西成は

幅1.6m、深さO.3mで 7.1止紀末の土総が少量含ま れる。

構はその北と南に広がる 6世紀末-7世紀前半の土一器や

スラグ、炭の入った土坑を咳し、路而のパラス敷はそれ

を額う 。北の東西i出は臨O.8m以上、 i奈さ0.3mのよ掘消

で、 北岸には奈良時代の瓦を含む石敷が延びる。石敷の

下には大型花i告i岩を東西に並べた石手IJが一部残っており、

当初は石列が北jギて、あったと思われる。道路幅はi1l11消心

心聞で約12.6m、路面ては11.4mである。iJ!ili:i'li:IJ'，土造物

からは今一つlリl慌てはないが、 道路は川原寺の造営 ・整

備l時に作られ奈良平安時代を通じて存在したであろ う。

川原寺

東西道路北iJliI消の北に広がる石敷は、後述する ，'-1'，土瓦

の検討からも l切らかなように川原寺に|剣わる追柿で、南

門からのびる参道の南に設けられた広場の南端に位置す

るのであろ う。石敷は人間大の花岡岩玉石を乱維に敷い

たもので、下府の石手IJ以南が南に傾斜する以外は石の上

端がほぼ揃っている。 瓦を交えた補修と小喋による有1ì(1~

を受けている。補修に利用した瓦矧には緑利!水波紋J専や

奈良時代の瓦が合まれており、平安l時代までは存続した

ので.あろう。

3 遺 物

多註の瓦1専類 と少iitの土総類のほか、フイゴ羽nなど

の土製品、鉄釘などの金属製品がわずかにある。瓦;t]f.類

には丸 ・平瓦、粁瓦、鬼瓦、緑幸Ib水波紋1専があ り、追構

の帰属を明11政に示すJ点で五UtT-な資料である。

刺:瓦は、軒丸瓦 8点と11汗平瓦13点がLI'，ニ仁した。川jjji寺

との同拒品が多L、。軒丸瓦の内訳は川j点寺創建の而違い

鋸歯紋縁後弁八弁蓮華紋601型式 2点(C紐 1点)、 608型

式 1点、首i紋紘の「紀寺式J621型式 1点(匡164-1 )、珠

圏
1993-2次

Yニー16.530

x=一169.910

75if/l>.ii'i I・h

x=一169.930

束尚i1U品

員(，lIji，Yi

X=-169.950 

10. 

図63 橋寺1995・li.欠調査等遺倒図 1: 300 
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図64福寺1995-1次調査出土瓦t哩類(1-6)と川原寺出土緑粕水渡紋i哩(7-10)1-5は1:4.6-101.1..1:2

紋縁の単弁十六弁蓮華紋701型式 1点、鎌倉時代巴紋(2 ) 

と近世以降の巴紋各 l点である。軒平瓦は四重弧紋651型

式 8点 (B: 1点、 D: 7点)、鎌倉時代 4点 (3-5 : 

川原寺951型式 l点)、室町時代 l点(川原寺952型式)で

ある。鬼瓦は鎌倉時代のもの。これらの瓦を出土地点で

みると橘寺北門以南の橘寺寺域内て1ま鎌倉時代以降の軒

瓦が目立つ。北門の再建に|集Liiliするのであろう。川原寺

の創建瓦な e:7世・紀代の瓦は北門か ら北に多〈 、川原寺

の所用瓦であ ろう。 丸 ・平瓦は 7世紀から鎌倉時代まで

のもの。:tL瓦は913点139.4kg、平瓦は4，507点490.5kgが

出土。平瓦には凸商布目平瓦があり、なかに桶の合わせ

自の枠板に布端を綴じ付けた痕跡を残すものがある。

注目されるのは緑粕水波紋場破片 2点である (図64-

6・7)0 6は焼成前に「西外四J 1:へラ担ーき する。 7は

隅を残す縦、横4.5cmの小片。 ともに厚さ1.8cm前後の板

状の敷場である。表面にはへラ削りし て水波紋を半肉彫

りし緑~Iを施す。緑軸は一部側面に及ぶ。裏商に は布目

がある。調査区北部の石敷から出土 したのと、橘寺では

過去に出土しておらず、川原寺所用とみてよかろう。

川原寺ではこれまで2種類の縁軍111水波紋Jiが出土して

いる。一つは今回出土 したものと同じ半肉彫 り表現(8: 

仮にA類とする)で、もう一つは線描き表現(9・10: 

仮に B類とする)であ る。川原寺裏山遺跡の緑手IhJl'{.はB

類に限られるら し L 、 。 A ~nは一辺11cm と 6 cmの例が知ら

れるが、 8は幅5.2cmしかない。B類は1l.5-15. 5cmの大

きさと報告されている (網干普教「飛J4川原寺裏山追跡

と出土追物Jr仏教芸術』第99号 1975年)。東回廊南端東
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側出土例 (A類)には、「コ八」のへラ書きがあり(円iI

原寺報告J38頁 Fig.20、PL.52-97)、また、川原寺裏山

遺跡出土例には「北大一」あるいは「第十一口三」とい

ったへラ暫きや量告:があるという(京都国立博物館 『特

別陳列 川原寺裏山遺跡出土品J1975年)。奈良時代の法

華寺出土例には裏而に 「十三隙十」のへラ告:きをも つ も

のがあり、配列場所を示すものと推定されている(帝室

博物館 r天平地質J1937年口絵)。これは、大きな画而を

碁盤目に区切って製作し、パーツの完成後に再構成する

方式であろう。川原寺の緑手111*波紋埠にも同様の方式が

採用されていたと考え られる。

4 まとめ

調査の結果、先に川原寺 t橘寺の聞に想定されていた

東西道路は幅約12mで楠寺寺域に近接して通り 、道路以

北は南北幅約14mの石敷広場と南北長約11mの石敷参道

である可能性が高くなった。

橘寺寺域の北限胞設については、 7世紀後半代の掘立

柱塀 と索掘構が北門の南に及ぶことが明らかになった。

年代的には川原寺の造営に際しての整備と考えられるが、

川原寺衛門の正面に附門していたか否かはl切らかでなし、。

北限施設はその後、奈良時代にはおそらく寺成の北限に

そって、築地、北門が造られ、鎌倉時代の大改作を経て、

永正年liiJ(1504 -1521) に主要伽藍とともに焼失したの

であろう。廃絶した北門基埋上の 2本の掘立柱追構は室

町時代以降に基壇上に立てられた、寺域を明示する胞設

の一部であろう。(西白書事生 E類;花谷)



。坂田寺の調査-1996・1次

唱はじめに

この調査は高市郡明日香村祝戸における民家新築工事

申訂jに伴う Zj}前調査である。

It1ai'I地li.通称「マラ石」の商、国営飛鳥歴史公|羽悦戸

地区に南接する制長い畑地で、 1980年に発見された仏堂

跡の西約60m、仏堂に取り付〈回廊で四まれた家具時代

の坂田寺の中枢伽藍の西半に位置し、その南端は西回廊

の I~J:!k:部分にあたる。したがって調査は西回廊の位置と

規模の確認し 伽諜が西而し ていた場合の中門の雌認を

目的とし、あわせて、不11):1な点が多い 7世紀代の坂田寺

の造椛の確認をめざした。

なお、奈良時代の坂田寺は国土方|阪方位に対して北て

酋に約151支偏した方位に造営されており、以下では繁雑

を避けるために仏堂の正聞を西として記述する。

2 眉序と遺構

調査J也の府l芋は上から耕作土、床土、灰梢色土、茶褐

色砂ニ!二、 H世相色砂土であり、1"1'世の追構は茶褐色砂土上

商で、奈良時代の迫椛l;t.IJ音柑色砂土の下而で検出される。

茶褐色砂土・ 日告槌色砂土は奈良 ・平安時代の境内面をな

す土!日である。境内而の下には武裕色粘土、時灰色砂土、

茶褐色粘土等が複雑に存在するが、すべてが奈良時代の

伽斑造成に|拘わる土}(1!:考えられた。検出 した迫構には

中世の自然流路、柱穴、平安|時代の土坑、家良時代の凶

匝l廊礎石、回廊内{l!IJF:Fi1寄講である南北石組柿f、境内地の

おIi装石敷、造成過躍の柱穴、京細川11などがある。

伽藍の造成

調査区東壁際で、 7世紀代の坂田寺の伽藍推定の手が

かりを求めて断ち官IJった結来、調査区内には前代の伽班

図65 綾田寺調査位置図 1 : 2000 
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関連遺構は発見されず、むしろ家良時代の伽藍地は 7iit

紀代の瓦や土器等を多量に含む粘質土等による大規模な

造成によって作られていることが判明した。造成土は基

本的にば北、西に厚〈盛られている。造成土は北では検

出而下 2m、南では同じく1.6mにある時灰色粘土までを

確認したが、同j百もその一部である。調査区西端では検

出面下 2mに至っても瓦を含む灰色砂!日があり、西側は

谷であったとみられる。奈良時代の造成以前の高地は伽

藍の東寄り、仏堂を中心とする地域であろう。

造成は境内面下0.4mでほぼ上面を揃え、その上を賞褐

色土を中心とする土で広〈整地する。なお、最終段階の

直前には北東部を中心にするとド径 5mほどの楕円形の範

囲が浅い皿状になっており、そこに最大厚0.3mの炭化物

や瓦を多量に含む粘質土を和んで、いる。

調査区東南端の下層素掘泊:は先述の炭化物層の後、造

成の最終段階直前に掘られた講で上端師1.2m、深さ0.25

mの断面V字形をなす。後述する平安時代の土坑の下で

r < J 字形に湾出lして南に延びる。埋土には丸・平瓦が多

図66 板田寺1996-1 i.欠調査遭栂図 1 : 200 
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:Q:に含まれ、流水の形跡、はない。調査区東南隅の下層柱

穴は一辺0.8m以上、深さ0.8mの規模で、境内面下0.6m

の造成土中から掘られて い る。下用~'W とともに造成過程

の遺構であるが性格は明らかでない。

奈良時代の西回廊

調査区の西で検出した礎石は辺0.4XO.5m、高さ0.25

mの不整方形を呈する花岡岩自然石て¥礎石の上面は直

近の悶落前i西側石上田よりも 10cm高い。柱間は南 ・束回

廊て1ま桁行、梁聞とも約 3mであり、本礎石の北 3mに

ある穴は礎石抜取穴であろう 。礎石周囲の回廊基壇は中

世の自然流路によって洗い流されているが、わずかに残

った土から判断すると、回廊基壇は厚さ 1m以上の砂府

の上に和まれた伽襲造成土の上に、暗褐色土を厚さ0.5m

和んで作られる。その上面から掘った穴に礎石を据え、

雨落措:の石組を作る。検出した礎石は第 7次調査成果に

照らす t回廊西南附内側柱か ら12間目にあたる。

南北石組椛は礎石の東約1.3mに西側石を据えた幅0.8

m、深さ0.1mの講で底には0.2-0.4m大の自然石を敷

〈。南北約16m分検出し、さらに南と北とに延びる。北

接する第 2次調査区は大きく一段下がっており、自IJ平さ

れたとみられる。構底は検出区間内で約0.2m北へ低〈、

南回廊内側雨落構底石の高きか ら推算した西南隅部と の

比高は約1.1mで、西回廊全体は30/1000の傾斜をもつこ

とになる。ちなみに南回廊の傾斜は5/1000て.ある。

雨落f.Yjミ内側の境内地内には石敷・喋敷が施されている。

0.2m大の玉石を敷いた石敷は雨落溝東側石から 2mの

範囲に残り、その内側は小石を乱雑に敷いた喋敷となっ

ている。喋敷と石敷の境界は明確でなく、石敷上を甑う

茶褐色土や際敷中に瓦や奈良 ・平安時代の土器が入って

いるこ tからすると、際敷は後世の補修であると思われ

るが、主tt立当初、回廊内全域が石敷であったのか雨落部

に近接した部分だけであったのかは明 らかでない。

平安時代 ・中世の遺構

調査区東部の土坑は径5.5m、i奈さ0.4mで、担土には

平安時代後期の土器が含まれている。境内地内部の整備

に伴う土坑と思われるが、坂田寺は仏堂 ・南回廊て.の所

見ではともに 10世紀後半代に倒j1~ し て おり、それと の先

後関係については明 らかでない。中世の柱穴は直径O.3m

の円形柱穴が6個あるが、建物などにま とま らない。調

査区西端の自然流路は、回廊悶落慌の石敷上から西側石



を域し、回廊基担土の大半を洗い流した急流で、底而に

は流れの渦でできた穴があり、島状に取り残された礎石

の北には沌査状の穴が生じている。脱税した灰色砂には

131止紀前半の瓦器な Eが含まれている。

3 遺物

瓦、土様、金属製品、土製品、銭貨などがある。

瓦には多量の 7世紀代のものと少註の平安時代のも の

がある。軒瓦には軒丸瓦18点、軒平瓦 8点がある(表

6 )。軒平瓦に 2種の新型式があり、第 7次調査で公表し

た一覧に追加しておく。 l種は六重狐紋の109型式の薄手

品(図67上左)て、第 7次調査で瓦当厚の判明する例が

出土しているがそれは米公表であった。109型式A極(藤

原宮6561A)が瓦当厚約5.4cmて、ある(図67上右)のに対

して、本例は4.4cm c il，1f.手でOcxの型tlllしも小さい。瓦

当幅や全長も短いかどうかは良好{ダIJの出土を待って決し

たL、。他の 1種(図67下)は平安時代の刺:平瓦で、中心

飾りが123型式A種に似るが、唐草紋と外区、 l協区紋様が

異なる。外区に界線をめぐ、らすだけであるのは124型式A

種に似るが、唐草紋の形状の差が大きく、中心飾 りが不

明なので124型式A種の右半と確定することもできない。

凸而に縦削りを胞し、凹而は瓦当上縁側をWIJる。なお、

丸瓦lま1，554点、 154kgが、平瓦は12.453点、 651kgカf1'1にl二

した。丸瓦には側板述結模'11・泌をもっ行基丸瓦が多数合

まれている。

土器には 7 世紀前半から平安時代の土師様、創立~:器、

黒色土器と 中世の瓦i慌の他に、繰flh腕、三彩火合、 二彩

査、灰豹h椀、白磁椀などがある。緑軍111椀と 二彩査は調査

区南端の境内地内石敷周辺および平安時代のこ仁坑からIH

土した。土製品にはフイ ゴ

新型式

図67 板図寺1996-]).欠調査出土野平瓦 1・4

表6 綾田寺1996-1次調査軒瓦等点数表( )1付I.iH!不IIJIを合む

型式 点数 型式 点数

6A 2 104A ? 

7A 109新宿!

llA 粁 121A 
判:

21A 2 (6) .!f 122A 

23A 1 
瓦

123A 3 
:h 

26B? 新型式

28B? メEコ入号ff'l- 8 
瓦

32A 1 (3) 
そ ilii.f-i瓦

不lリl 2 の 円盤状瓦製品 1 

合計 18 {也 I専

いずれも伽肢造成土中に含まれたものである。告が型は長

径6.2cm、j早さ5.2cmの破片で一端に端而が残り、弧を柿

〈型而も追存するが製品は!I'JJ然としな L、。金属製品には

鉄釘28点、銅製餓頭金具・ 1点、銅板3点などがある。彼

頭金共は直径2.7cm、正，)さ1.2cmの笠形の頭部に0.5cm角、

長さ4.5cmの脚がつく 。銭貨には雨務椛担!こ仁から出土 した

延苔通貨 1枚がある。

4 まとめ

田原II東西長について第 7次調査では西回廊が南北里道

上にあると考えて19間以上にはならないとした。 しかし、

今回の成果によ って西匝|廊は血道の四寄りにあることが

判明 し、回廊東西長は耐附の|討を数えて21間(約64m) 

である ことが確定した。I!!I廊南北長については今回の成

果から1411H以上であることが椛認された。 その北、第 2

次調査の石垣までの聞は約18mで、石垣の法商等を考慮

すると回廊北抑制柱ま では5間以内であ り、回廊南北長は

18-19問 (55-58m) と推定される。

回廊内科!IJ雨7J.iWiである石組南北協が、調査区の南端ま

で直線で延びることが臨認された4Jiによって、西回廊の

南端から 91111目以北に大型の椛築物としての門!i.存在し

えない ことが判lりiした。中I"Jは仏堂正而にはなく北回廊

に設けられたと考えられる。北回廊恕定地の西半音flにあ

たる第 2次調査地ては今回の検出而よりむ約 1m下て、

東西方向の石垣などを検出しており、石垣は一段~':j <造

成された中枢伽l誌の基底部にあたるとみ られる。石垣lま

図的i来図版の中央にあたる吉11分で途切れて、幅12m余の

斜道となっており、中門は この斜道の正而上段に設けら

れたと考え られる。斜道の北約18mの東西小軸綿密はさ

んだ位置にI~ììí:~r-支位の基礎とみられる l 対の掘立柱追榔

が検出されていることも傍証のーっとなろう。 そうした

場合、 奈良時代の坂田寺は北入りでI~ I門をくぐった正而

に仏堂がない変則的な伽慌配置となる。回廊内に他の堂

宇が存在するかどうかの諜題はなお緩維になったといえ

よう。 (西口寄生 E:佐JI i) 

奈文研年世1/1997・11 77 



.山田寺の調査一第10次・第11次

唱 南面東回廊の調査 (第唱0次)

調査目的と基本屑序

調査目的 第10次調査は第 5次調査で確認した京市回廊

の南端すなわ ち出隅部分て¥酋に山がる南而回廊に関す

る最初の調査である。知l査目的は雨而回廊についての情

報を得て、すで、に調査済みの北面 ・来而回廊(第 3-6

次調査)の知見 t比較して、回廊全体の様相をより鮮明

に把握することにある。本制査区は東南山間音11分を含め、

南而回廊の東から 6問固までの礎石守検出できる範囲で

設定した(図68)。調査而較は170m'である。

基本層序 発掘区の基本層序は、上から ~l* .::Iニ (40-50

cm)、l明灰褐色砂質土 (l5-30cm)、瓦堆積 (20cm)、基壇

上l倍背灰色粗砂(J早さ約10cm)、基壇直上l倍ff灰粘質土(J早

さ2-3 cm)を経て、回廊基担土に達する。瓦:iit梢カ・ら

は大盆の瓦や部材が出土した。瓦や部材の一昔11は基壇上

l倍ff灰色粗砂からも出土した。基町紘石外側の土用は、

上から瓦堆樹、時・青灰色粗砂、灰黒色粘砂土、 i倍灰色砂

質土を経て、地山である緑灰色粘土に達する(匪171)。

創建時の南師団廊

回廊SC050の踏石と柱閤寸法 回廊の南柱筋の礎石は完

全に保存されており、出隅か ら6rUJ分、計6基を、 古II!&

当時の位置で発見した(図69)。北柱筋の礎石は入附とそ

こから西へ 1基自の計2基だけが残っており、さらに西

側の礎石は、近代の東西方向の水路SD702の掘削にとも

なって抜き取られていた。その抜取穴SX723・725が

SD702の底でみつかった。柱IIH寸法は桁行 ・梁1111ともに

3.78m (1尺=29.1cmの場合13尺)等聞である。この寸

法は京商回廊t北而回廊で確認した寸・法と一致する。

礎石の石材は花l高i岩である。北柱筋の礎石はブ')l主の上

に単弁12弁の蓮務座を彫っており、保存が良好である。

南柱筋の礎石では蓮華j主の両端に師約27cmの笑mする地

説座があるので、~弁は10弁となる 。 南北柱筋とも方座
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の上辺は約65cm、蓮華座の上而径は約42cmて‘高さは 7cm。

したがって、南而回廊は南側に壁や述子窓を設置し、北

側は柱だけで開放状態にあった。なお、礎石の地説座の

聞をつなぐ地覆石は、すべて抜き取られ存在しなかった。

回廊基壇の規模と構造 基壇の外装は東面回廊と同様に、

花依i岩の自然石一石を結石に使用 し、 6点が転倒してい

た以外は、原位置に据え付けられた状態を保持していた。

縁石の外而は南柱筋の礎石心から1.301の位置にあるの

で、基祖師は従来通り 6.38m(こ復原できる。縁石の市さは

45-50cmである。基f宜の構造は、池山の緑灰色粘土を削

り出しその上に花i古i岩の風化土を突き固めた版築土(一

府の!早さ 3-5 cm) を20-40cm和む。最上府はきめ細か

い版築土である。紘石は基壇土築成途中で据えた。

髄石据付穴の掘込面 南柱筋束から 3基固と 4基目、お

よび北柱筋束力、ら2基目の礎石据付掘形は、基壇築成完

了後に基壇上面から掘り込んでいる。それ以外の南柱筋

来か ら2悲目、 5-7基目、および北柱筋束から 3基自

の礎石据付掘形は、基t立築成最終段階近くて掘り、礎石

を据えて、さらに 2、3J百版築して完了させている。こ

うした 2つの現象が起こるのは、基tf1.上而を平坦にする

最終制整段階に礎石を据えたからである。

石組暗渠SX700 南、北柱筋の束から 2間目の中央に南

北方向に石組暗渠SX700を築<(図72)。ここは来而回廊

西{][IJの石組問落iW!'SD061の南の延長部にあたる。以下、設

置工程を復原する。基担築成完了後、基壇上而から阿

100-110cm、i奈さ60-70cmの横断荷が逆台形のt誌を撮る。

講底に全長50cm、幅約18cm、厚さ約12cmのjJJf.!:.会長56.5

cm、師約18cm、j早さ12cmのjJJf.を敷<(図73)。底1専と掘形

の聞に全長30-55cm、幅27cm、厚さ 6-7 cmの榛原石製

側石を立て、似1I石1111の継目に小石を詰め、その上に外側

から粘土塊を貼って、漏水防止の目張りをする。それか

ら掘形 !:.{!lIJ石 とのIIHに土を入れる。さらに側石の上に全

長30-58、幅約30cm、厚さ 7-12cmの桟原石製蓋石をか



ぶせ、土を入れて、 iAii形を完全にt.lliめ戻す。H音渠のM，7/<

口の底石に按するほぱ閉じレベノレに、 35cml出方の板石を

世き、排水時の土の侵食を|的<..0 そこから流れ出t.:7/<1ま、

南の結石から60cm離れたところに北府をも っ索掘りの東

西雨務構SD705に注ぎ込む。SD705の南肩は調査区の南

壁内にもぐるので全体を明らかにできなかった。

直石閣の柱穴 回廊南、北柱筋の礎石1:日の中心には、北・

京商回廊と同様に、柱穴SX713・720・722.724・727・728

がある。 また、 SX720・722の中間の十来通りにあるSX721

も柱穴である。北柱筋では基壇上而で柱掘)f~SX720を確

認 し、南柱筋では一部を基国上面て、一昔!IをJ也誼石抜取

消:の底而で検出した。柱掘形の平而形は一辺50-100cmの

附丸方形を呈し、深さは基J史上而から50-70cmある。従

来、柱掘形と 11乎びながらも、柱抜取穴などは検出きれな

かったが、今回lま後述する南北暗渠SX700ぞ設置した部

分を除いて、柱抜取穴を検出て.きた(匝170)。これらの柱

穴はすべて基思築成完了後に掘り込まれており、おそら

く地盟石を据える以前に、柱を抜き取っている。これら

は規則的な配列をしているので、回廊造営にともなう支

柱などの臨時純設であろう 。

その後の南面回廊

地覆石の掠き取り 地援の下に本米あったはずの地磁石

はなく、これを抜き取った講SD710を来而印廊と問織に

確認した(図71のBJ百)。地磁石の抜き取りは回廊全体て

行われた可能性がおL、。四郎全体の地説石をはずすため

には、巨l廊の1I襲壁や地援を角引本しない限り、地頭石に沿

って械を掘って横から抜 くことになったのであろう。し

かし、抜き取り後の地盟の下に何らかの支えがなければ、

地覆はたわむであろうし、)陸壁を維持することにも彬響

力fてよう 。南柱筋の*から 3、 4、 6HI-J目の地租石抜l(兄

f.Vj:カB ら、鴎尾を含む瓦が部分的に出土しているので、本

米はこれらを:ifiね置きして、部分的にJ也君{を支えていた

のかもしれない。また、地裂の下に入っていた黒灰色砂

i 人為的に地甑の下に入れた可能性もある。なお、地

磁石を抜き取った目的については検討ιl'である。

地覆石抜き取りの時期 地説石抜取市SD710からは、 10

世紀中~後期の土師慌の1111と9-10-世紀の-!-.I.¥色土器が出

土した。また、凸而縦位純叩き目の平瓦(7世紀末-8

世紀初頭) もみつかった。第5次調査で検出されたJ也麗

石抜取市i:SX560から出土した 9世紀前~中jijjの土器によ

って、地磁石の抜き取りの年代を推定しているが(rW薬師

概報14J)、今回の発見によって、 J也誼石抜きi奴りの年(-t

カtー|止紀余り下る可能性がでてきた。この年代は回廊で

固まれた空間の舗装がパラス敷きとなるH存J切でもある。

回廊東南隅の後補の礎石 田廊東南|科の l間凹方の礎石

IIHには、大振りの礎石、小型のCI然石や切石が世かれて

いた。南』主筋の米から 1IIH日中央には、小型の花岡岩

SX712が、 1耐主筋の来から 2基|二|の礎石と入附の礎石の

中央には、告11材を受けるためのj主を作り山した大型の花

尚行製礎石SX717が、入附の礎石の束辺'1'央には一辺約

25cmの榛!jR石製の切石SX715が、そして II:ij凹方の中心

にあたる棟通りの附には小型の花岡岩SX708が、それぞ

れ抗かれて いた。SX712{'据えたのは地甑石をはずして

以降なので¥ほかの礎石含置いてのー辿の作業も同時に

行われたのであろう。矧似の現象は、第 8次調Ttで検出

したJ!il腕w:北隅でも認められる (r篠原概報21J)oSX717 

に対応する1'-'1廊東北|判の礎石Bも大型で、部材を受ける

ための座を作り山している。SX715は第 8次調3ff.の礎石

A.Cと同じく師25cmあるのでl亘l廊のJ也事i石を.，i;JfJした

可能性がある。第 8次制TEではこれらの礎石を根太受け

とみて、東北問をjポ張りに し、壁を設けて小苦11屈とした

可能性を考えている。SX708・715・717に柱を立てて虹染
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から上の支えを補強した可能性も考え られよう。

埋まりかかっていた基壇縁石 田廊倒税の原図と|刻辿す

る基壇を覆う l府守灰色組砂とその上の瓦唯杭のレベノレは、

縁石の南側でもほぼ同一である。つ まり、回廊倒峻以前

に縁石はほぼ埋ま っていたのである(図71)。続石間の各

堆干j'(土用からは、 10世紀中頃から111止紀初頭にかけての

土器が出土した。回廊倒駿に近い段階で、縁石間の土砂、

の封Uj'tが一挙に進行したのである。東而大垣SA500が10

世紀前半に来斜而からの土砂で倒喫した後、そ ニに土星

状の高まりSX535を築いたのは、おそらく来斜而か らの

土砂の流入を防ぐ・ためであ った (r藤!点概報25J)。 しか

し、土砂は南而回廊縁石の南まで流入していたのである。

機能を喪失した南北暗渠SX700 暗渠の断面断ち ~'iIJり調

査によって以下のことが判明した。おそらく石組|人jの清

掃が必要になり、蓋石をはずすためのiiWが掘 られたよう

だ。 その後、蓋石を元に戻 し、その範IJ~ を埋め戻して、

基壇を復旧する(図73)。 しかし、 l暗渠は排水口が川廊南

縁石の急速な埋没によ ってふさがれ、機能を喪失 した ら

しL、。 その結果、基壇上部に小講を掘って急場の水路と

し、そこに砂層が残される(図73小溝型土)。その後も こ

こは泊ー状を呈し、基忠直上にH音青灰色粘質土、完]彩瓦や

木舞を合む暗褐色土が封t相して L、〈 。そして、そ の上を

回廊倒撲に|具lわるH音背灰色粗砂と瓦li(汗1'tヵT駆って いる。

これらと縁石南の土層からは10世紀後半-11世紀初頭の

土器カr l~1土 しており、そ の頃までに暗渠は機能を停止し

ている。なお、排水口か ら北へ 3枚分の琵石がはずされ、

排水口両脇の結石が南に倒され、調査区北端から北へ少

なくとも 1枚分の議石もはずされていた。l暗渠が機能を

喪失する直前に、排水を容易にするための仕業だろう 。

補足されなかった軒丸E 粁平瓦は従米から回廊所用と

図7日後石の中間にある柱穴SX728(北から)
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H~.f i :J!込 l
II Irl J....~~ .- 8肘:時/:I(C!!砂町1:③

図71嬰まりかかっていた基泡縁石

図72 南北暗渠SX700(西南から)

IV 
されている重弧紋A1程が、 10次調査出土軒平1Lの全体 ー

の約 6:'IIJを占めており、従米の見解をおやlけている(表

Y- 1?315 

J，¥;1iil: 

7)。これに対して、回廊所用の山田寺式I肝丸瓦D種と垂

木先瓦D種は、それぞれ全体の約 4¥'ilJにii:'!jたなL、。後jls

する務下瓦中に軒丸瓦はなく、軒平瓦も少註であった。

創建時の回廊東南附には、いわゆる双顕鴎尾を世いてい

たはずfごが、これも出土しなかった。倒淡直前の雨而回

廊に は、 メL瓦と 平瓦、若干の粁平瓦を:rf. ~、ていたfごけで、

軒丸瓦と垂木先瓦は南面四郎から落下、または修耳Ilで降

ろされた後、基本的に補足きれなかっ たのである。降ろ

III(lf1iを例I良させた砂

11rl :砂iUaJ'l{尚色 1:
2附・，かめ色相l砂

15 

3M: 1&'，'(1;五色相l砂小iAの時 1:
4桝・陪，T灰色佑1H
51rl田町1Il色t
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位打をはずすための4貯の)'1¥(: 
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12附:ji(/:I(色flit 

将来持i形)'~ 1: 
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表 7 山図寺第10次鯛査車干瓦等出土点数量堅

軒丸E型式 点数 C 1 5 垂木先E型式

UJ 
A 11 四 CII 3 B 

回 B !Jm: DI l B ? 
寺 C l DII 3 B' 
式

D 8 弧 E 2 Ca 

6231C 1 紋 FII 2 Cb 

す1・ 22 H 1 C 

軒丸瓦型式 点数 二重弧紋B l D 

凹
A 1 48 峻羽瓦A 1 E 

置 AII 2 均警在!苫主主紋 3 l 百十
弧 B 1 2 近 世- 4 
紋

BII 4 80 

図74 北流れ落下瓦上層:反転平瓦(北から)

図75 ~じ流れ落下瓦中層・反転丸瓦など (北カ、ら)

図76 北流れ落下瓦下届:正常落下平瓦(北から)
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点数

3 

l 

1 

31 

4 

8 

22 

された軒丸瓦のなかには、奈良時代後半に塔や金堂の周

囲の瓦敷に転用されたものもあったで、あろう 。なお、鬼

瓦(奈s!I侍代)が 1点、鴎尾が9点、 I専が5点出土した

が、その多くは地視石抜取郡SD710か南北暗渠SX700の

排水口両脇の縁石を抜き取りかけた穴から出土した。

南商回廊倒域と落下瓦

落下E 南北暗渠SX700が設置された付近で、南前回廊

北流れの屋根が落下する過程を示す良好な落下瓦を検出

した。落下瓦は上 ・中 ・下府からなり上府は平五群で凸

而を上に広~:Mを北に向けた反転瓦である(図74) 。 中府は

丸瓦群で凹而を上に、 玉縁や狭端を北に向けた反転瓦と、

凸而を上に、玉虫忌や狭端を南に向けた正常務下瓦が入り

乱れて いた (図75)。前者は上府平瓦と組み、後者はつぎ

の下府の平瓦 と組む。下!曹は平瓦群て¥凹而を上に、狭

端を北に向けた北流れの正常落下瓦である(図76)。正常

務下した平瓦群の南端は、南而回廊の棟通りにあたり、

そのイ寸近から釦lり而戸瓦28点、切り喫斗瓦2点、訓り喫

斗瓦115点が/f，土した。この状況から、まず北流れ棟寄り

半分の平瓦と丸瓦が、線の~t斗'瓦と而戸瓦とともにほぼ

其下に正市落下し、その上に北流れ軒寄り半分の平瓦と

丸瓦が反転してかぶさった ことが判明した。すなわち、

この範囲の北流れ屋根は棟が落ち、北柱筋の柱が飛ばさ

れて、瞬時に r< J の字形になって崩壊したのであろ う。

基t!fi結石上て.は瓦当而南向き、凹而上向きを呈する 2、

3枚の軒平瓦(凸而朱付着)と平瓦が2筒所で検出され

た。南j荒れの瓦は其下に落下した部分もあった。

なお今回出土した瓦の総重量は丸瓦が1.592kg(4748 

点、)、平瓦が5. 190kg (13.533点)あり、その比は1: 3.26 

で、第 5次調査で'出土状況か ら判明した比1: l.64 t. wな

り、平瓦の山土誌が格段に多い ことになるが、その疋II闘

は不明。 これらの中にはへラ主!:丸瓦が10点、ヘラ25:平瓦

が13点、戯画平瓦が4点、近世刻印瓦が2点ある。

回廊倒壊の時期 l培背灰色粗砂とその上の瓦地税出土の

最新の土器の年代は11"1止紀初頭で、こ れは従来指摘され

てきた倒淡年代と一致し、基J盟直-'~.や縁石南の推杭土出

土土器の最新年代にも近い。回廊縁石の南が坦l没し、時

渠が機能を喪失し、とうとう基壇上而に小構が設けられ

たり、 11青青灰色粘質土が回廊内側から雨水か風で述lよれ、

基tf1.上而に堆積するようなありさまであった。10世紀後

半から短時間に進行した南而回廊の荒廃ぶりからみて屋



根守合む回廊の部材の一昔11がすでに1Y~~~j化し、屋根品P'11

や回廊倒I裂の間接的原閃になった こと も想像されるので

ある。

南而回廊出土の建築部材

地覆 ・柱 ・頭1't・組物など回廊の主要車111古11を合む多く

の建築部材がある 。 残存状態は、震IJj~I し t.:!&物がほぼそ

のまま 出土した束而回廊に近い東側ほど良〈、西ほど西

下 りの地形のために削平されて悪L、。出土点数が多い官11

材は、壁材である木舞や野地板などで、多くは断片化し

散乱していた。ここでは、回廊とその倒壊について特記

すべき情報営、部材}JIJに整理する。なお、 i主子窓関係の

材と虹染から上の届線材はほとんど残っていない。

地 覆 南柱筋には 5本の地覆が原位置にあり撹乱用て.

取り上げた京から 5nH目のJ也極も合わせるとiil・6本とな

る。南柱筋w:か らl間目を除き地覆の残 りのJ込さは特筆

される。 llH 残りの良い材でitllJると成は12cm、幅は18cm、

全長は347cmある。すべてに腰壁束を立てた納穴が 2筒所

ずつある。両端は住に合わせて半円に考IJられており、そ

の仕口の形状が判明したのは初めてである。束力、ら 4~左

目の礎石上では両側の地理端部に生き而が残り、その1111

leitllJると 36cmて、ある(図69写J'J.:S)。京而回廊の制査では

柱は腹長引11付近てT(~径38cmあり、 m部では 4 -5 cm*~lI く

なる ことが女11られていた。柱の足元部分の直筏は発J即時

の所見て、従米35cmと推定されていた。J也覆端書11の知見か

ら足元部分の直径はほぼ36cmとみ られるので位がエンタ

シスである ことを確認 した。多 くの地租の rll ~九百11がやや

下垂していたのは上部の加重を受ける地覆石がなかった

からであろう。

柱 東から 4間目て、ほぱ南北方向で倒れた柱と、その

すぐ‘凶で四1'tと一緒に東西方向に倒れた柱の 2本がある。

南北方向の柱li全体に残りが恐い。荷柱筋のw:から 4本

目の柱と推定される。頂部の可能性があるやや車IIIL、端書11

が北向きであり、東隣りで北向きに倒れた腰壁を検出し

たことなどから柱の北而が裂けて北{J!IJに倒れたと推定さ

れる。残存脅1Iの最大長は190cm、最大l隔は24cm。東凶方向

の柱は、 倒壊後に上而 と心材昔11が腐敗で失われて しまっ

た(図的:写其A)ol.n昔11と忠われるやや紺IL、端部を聞にrbJ

け、後述の頭立と西端部をそろえる。残存部の最大長li

224cm、最大幅は36cm。この柱と頭貨の下には、fj'IJ峻時に

流入してきた暗背灰色組砂があり、北柱筋の束力、ら4本

日の柱が凶口もろとむ南西方向に倒れ込み出土位置まで

!日'}L、たと推定される。

頭 貫」て述のように、京間方向に削れた柱の北側には

寄 り添うようにして顕12が出土した。J二而に方立が入れ

られていた可能性がある納穴が残るので、住IJt裂l昨に上下

が逆転したと推定される。四半分はほぼ完存しており、

会長は344cmで、師15.5cm、成は21cmをiWJる。

木舞 市柱筋の来から 11111闘で、地甑上而に直接木鉢:

が来っていた。 木舞の保存は良 〈、 I~I'I::1ニ状況からみて、

来而回国riの小)Jあ壁の可能性がある。つまに来から 211日目

では、 地桜の北側に木舞が筏集して検出さ れた。 そのほ

とんどが地駆 と平行で、 これに直交する材は数点 しかな

かった。つ まり、 この部分の控はほかの壁t災.な り、t黄

方向の木郷守密に~IÉべる方法で下Iむを作っていた と推定

される。これは布Ii修時のものであった可能性がある。さ

らに、南柱筋束か ら511司自の南側から H'，土した壁土を切

りJl5i.っ て持ち帰り、 詳*IUに調査した。壁土のrl1には、約

30cm/lH隔の械方向の木鮮が 2本通っていた。これは腰壁

書1I分の下地構造と して従米惟定してきたものと一致する。

組 物 北柱筋の末端の柱IBJ~II央で、)Jot木 1 点と巻斗 3

点が落下した状態のまま で.山こ|二(図69写真:.C)。巻斗 1点

はJJ寸木の下部に取り付いた ままで、 JJサ木受けに大斗を使

っていないことから、これはt束木を受けていたものであ

る。落下の位置と状態から、抗上にあった組物である こ

とは明らかである。lI'，土状況は棟木が束に落下したこと

を?示す。これは東而回廊の棟木の落下位置が来而回廊の

111:央部では西柱IlI.iだが、京而回廊南部では東寄りになる

とする第 5次調査の所見と一致する (r藤原概幸IH4J)。こ

の部分の1i.t:1立東向きに倒れたのであろう。以上の他、南

柱筋}lくから 3JiH目の法壇縁石の南側か ら巻斗の裂けたも

の2点がIJ'，土してい る。

野地板 |析片が約25点出土。新知兄は得られなかった。

茅負 3点出土した。基ffJ.南LH土のものは全長76cm、

I"Jさ11.2cm、幅12.4cmで、他に全長135.5cm、JJjさ13cm、

ltf，¥l2cm t、会長80cm、iロiさ13cm、幅lO.5cmのもの とがあ

る。後者の2点lま本米 1本で継手および 3箇所の釘穴が

ある。いずれも111位iifは推定できない。

(佐川正敏/史料建築部材;藤田)
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2 寺鋸南辺の調査(第制次)

調査の概要

本調査は、特別史跡、「山田寺跡」の整備事業が進行す

る中で、回廊東南附告11から中門基壇南半をかすめて西に

流れる水路の改修工事が必要となり、その付け替えニr.定
地の適否を判断するために実施した。

新たに設けるべき水路は、現水路の束の琉入位置と酋

の前出位置、および検出泣構と の位置関係を勘案した結

果、中門基tfl.1:南門基塩 tのほぼ中間を、東西11ぽ一直

線で通すのが現況ではfik良と考えられた。このため問究

では、南門(第 7次)調査区の東端以来を対象とし、東

西約35m、南北約3.5mの調査区(中央)を設りた。また

11t.せて、衛門間査の際に確認した寺城南而を流れる東西

大櫛SD625の、より 詳細な状況を?知るため、その上流側

(京)と下出dJlIJ (西)に各 l箇所、 5m四方の制査区を設

けた。 ただし束調査区では、堆手j~土が分厚く、安全而を

も考慮、し:遣椛而に述しないままに掘り下げを中断した。

中央調査区におりる基本的な土層iま、耕作に|均:iiliする

床土やl情褐色土の下に、暗灰色や黒灰色、ないしはずf灰

色をした砂や粘質土や徴砂が交互に分厚〈堆制しており、

東の丘陵{JlIJから多i止の土砂がもたらされた状況を示して

いる。これらの推柿土中には、量はさは E多くないも の

の中世の造物が含まれており、調査区中央付近の向精の

砂j問中から、}]守木などの建築部材が出土した。

調査区西端では、岩盤が風化した背灰色地山j刊がt葉市

117.75m 付近で顔をI:f'，し、 その上部に20cmlie.滋地こ仁が

堆秘している。調査区の西端で検出した瓦敷SX750は、こ

の整地土の上国に敷かれたもので、おおよそ 3m'分を確

認した。しかし瓦敷よりも束は、整地土が薄くなると共

に、小出3などの遺構も稀薄になっていく 。その傾向は発

掘区の東端まで続き、東端部ては標高117.80m付近で同

様な岩盤が風化した地山が存在するものの、西端のよう

な聖在地土用は認められず、 寺の生活に関連する遺構も確

認、する ことができなかった。

このように今回の間査では、瓦敷以外、明確な迫桝を

検出できなかったが、 地山市を確認したことにより、回

邸内のみならず筒而大垣の北側、すなわち寺域の内側も、

lif!平坦に地均しされていたことが窺えるようになった。

これは、 寺域東南附を?発掘した第 9次調査で、東而大垣
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図77 山田寺第11次調査遭情図 1・200

西側の地山商が標高117.85m付近で碓認されていること

tも矛盾しない。

一方、西調査区では、予想した位置で東西構SD625の西

延長部を確認した(図77)。調査区の基本的な土用は、耕

二七、床土、時灰色土、暗褐色土、紘灰色地山土の}I聞であ

り、遺構は地表下約90cmにある地山而(根市約116.50m)

で検出した。

東西構SD625は、幅2.8m-3.2m、i奈さO.6m-O.8mの

紫掘りの端である。堆梢土にはrr!、!擦が含まれており、相

当の水i止があったことがうかがわれる。ま た堆秘土中か

らは、瓦や土器な Eが出土した。

なお、調査区西南隅て¥柱穴状の穴を確認したが、詳

制は不明である。このように、南門のすぐ南側を流れる

寺岐南而の大講が、一直線で西へ引き通されていた こt

が判明しt:.。

遺物

出土造物のうち、中央発掘区の上部砂府中から出土し

た建築部材、および西発掘区の大掛から出土した瓦類に

ついて触れておく 。

建築部材 肘木は、現状で長さ156.1cm、幅18.0cm、高さ

22.0cmある。推定当初断而寸法は、*而回廊出土部材t

lP]ーである。下木材で、両端に巻斗を固定する太納穴が

あり、壁付きの肘木である。笹繰りは確認できるが、舌

の有無は不明である。

瓦類 軒丸瓦が22点、軒平瓦が28点、垂木先瓦が46点出

土した。回廊用の軒瓦(山田寺式軒丸瓦D: 13点 t霊弧

紋軒平瓦A1 7点)と垂木先瓦D(18点)、南門用の重

弧紋1肝-平瓦BII (13点) と垂木先瓦B. C (計25点)が

$(、調査区周囲の建物を反映している。丸瓦の総重量

は190kg(1171点)、平瓦の総重量は435kg(2253点)あ

る。その{也、普1]り炭斗瓦 7点、官1]り而戸瓦5点、附平瓦

3点、鴎尾 2点がIf.土した。なお、丸瓦には 4点、 平五

には11点のへラ書瓦が含まれている。 (黒崎直)



.吉備池廃寺の調査-第81・14・16次

官 調査の経緯と概要

大和l三山の一つである香久山から東北京へ 1kmLt.ど離

れた桜井市吉備に、吉備池という品業用の溜池がある。

この池の東南部を中心として、飛鳥時代の瓦が散布する

ことは以前から知られていた。 そして、堤防部分の不自

然な張り出しゃ断而観察に基づき、寺院(自IJ建|時の吉備

寺)の跡 とする見解も提示されている(前問実知雄「磐

余の考古学的環境J r考古学論孜』第6in~ 1981年)。

しかしながら、発掘調査を行っていないこともあって、

それが寺院跡であるという明証はなかった。一方、 この

西北西約700mには、古くから吉備寺跡に比定されてきた

(前岡氏は移転先と考 えた)r大臣蔽」があるが、それが

中世城館であって、寺院の跡ではない ことから、吉備寺

の存在そのものを疑う説むあらわれる。

とくに近年は、 吉備池で出土する軒瓦t同箔の瓦が、

香久山西北鈍か らまとま って出土する ことがJ1YIらかとな

った。木之本廃寺と仮称しているが、 このことから、吉

備池には、木之本廃寺の瓦を生産する瓦裁が存在したと

みるのが有力となっていたのである(大脇潔「吉備寺は

なかったJ r文化財論叢IIJ 1995年)。

現在、吉備i也については、護岸工事が進んでおり、顕

図7日吉備池廃寺位置図 1 : 25000 
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3rな瓦の散布が認められる東南部の一角を除いて、従防

の内側はすでにコンクリ ー トの擁壁が完成している。今

回の調査(第81-14次調査)は、この残りの部分にどうい

った追椛が存在するのかを確認するためにお こなった、

奈良国立文化財研究所と桜井市教育委員会の共同調査で、

ある。なお、それとは別に、吉備池に給水する水路の改

修に伴う立会調査(第81-16次調査)も実施しているが、

こちらでは顕著な遺構を確認していない。

今回の調査地l立、堤防の一部が内側に張り出した土壇

状を呈 している。調査では、基準点iJllI註・地形測量のの

ち、瓦ZEの存在を想定して、事前にまず対象地の地中レ

ーダー探査と磁気探査を~ 2回にわたって実施した。しか

しながら、瓦窯らしい反応はなく、むしろ基壇版築!日ら

しい反応が得られると L、う結巣となった。

こうした状況下で発掘調査に入ったわけであるが、そ

86 祭文研 年相1/199i-1l
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れは、まさに探査成果を誕づけるものとなった。瓦窯で

はなく、飛鳥時代の寺院(過去の吉備寺比定地と区別す

るため、「吉備池肢寺」と命名)の金堂と考えられる巨大

な基Jfl.の存在がUfjらかとなったのである。

発掘は、まず、 一連の護岸擁壁が延長される可能性の

ある池岸部分を対象にして、土!fl.の西辺から若手した。

ここ で、掘込地業と版築土の存在により、建物の基型で

ある ことが確定する。同時に、商北タiの部分を合めた基

埋の西辺t北辺がi明らかとなった。

次に、それを受けて基盟規模を確認すべ〈、土母上に

南北 ・東西 トレンチを設定した。これは、事前の探査で

土!fl.の中央付近を来四に走る段差の存在そ認めており、

基泣端の可能性を想定 したためである。 しかし、 トレン

チ発掘の結果、それは畑の耕作による段差で、基祖土は

現在の土壇よりも外-{JlI1に広がることが明らかとなった。



そこで、基壇端を確認するため、 ニI:J.I"[の*と南に改め

て調査区を設定した。この結果、東辺については、掘込

地業の端を検出し、 基t.l"[の東西長がほぼ確定した。一方、

南辺については、土壇南側の調査区までは基砲がのびな

いことが判明したが、水路などの存在により、悲壇端の

正確な位置はつかめなかった。 したがって、基担の南北

長については、概略の数値を把握したに とEまる。

今回検出した追梢は、 この飛鳥時代の建物基JJ1t京il!lJ

の砂利敷のほか、掘立柱の柱穴、基阻の北 と西をめぐ、る

近世・の葉掘減、近現代の盗掘坑をはじめとする土坑など

である。以下、おもなものについて述べる。

2 金堂の遺構

現在の土思がすっぽりt収まる 巨大な基tJ1であり、掘

込地業をともなう 。基底部分の土居l立、場所によって一

定しないが、地山(自然堆般用)であるi培青灰色徴砂(四

辺・南辺)、 H音灰褐色~背灰色砂喋(北辺)または灰黒色

粘土(東辺)の上に、少量のこ|二器片を含むl情相色砂質土

がのるのを基本とする。金立越境は、これをベースとし

て構築されている。なお、西辺ては、この上に蒔く背灰

色徴砂をおき、 二|仁辺では、 J也山を掘り上げたl附灰褐色砂

質土ほかの務地土を杭む。

掘込地業 掘込地業のi奈さは、ベースないし上記の路地

土の上而からO.9-1.1mに及び、 この底面から、版築に

よる基壇土を積み上げている。 これには、地1.11に由来す

る背灰色微砂も含まれるが、大半は抗灰色~位相色の山

土である。各層の!浮きは 2-15cmで、 5cm程度の部分が

多い。また基壇西辺部では最下部に多数の喋をまじえて

いた。織込地業の底而の標JJiは、東辺が79.9m、南辺が

79.6m、地形的に最も低い西北角が79.3mである。

掘込地業の範囲は、東西が36mt確定し、南北は、 27

m以上30m以内であることが判明した。ただし、四辺と

北辺では、掘込地業の範囲を越えて悲tfi版築こl二が広がっ

ており、基j笠の規模が、もうひとまわり大きくなること

は確実である。東西37m、南北28mほどの基山になるも

のと推定される。

なお、法!J1西雨宮11に設定した調査区では、掘込I也業の

西辺がいったん束へ屈折したのち、さらに南に折れる こ

とを確認した。掘込I也業の平而がこのように回折する理

由は明らかでなく、反対側の東南隅や南辺がどういう形

図80 縮込地策の排水溝(北西から)

状となるかも 不明である。長方形の附を欠いた形をとる

のか、 あるいは階段などによる複雑な出入りをもつのか、

今回の調究からは判断しがたい。ただ、階段古11分の郁二仁

は、本体育11分の版築を終えたのちに継ぎ足す(Y11が(.ftん

どで、階段部分を含めた掘込地業をおこなうなl味IJ.希薄

である。いずれにしても、 掘込地業問辺の形状について

は、今後の課題としておく 。

掘込地業の排水溝搬込地業の西北1(1 には、 ~)I:*~誌が1~1!

削されていた。掘込地業の小に溜まる水や版築土中の水

分~抜くため、 1也形的に i訟も低い場所lこ設けたものであ

る。端部が後代のF，Yiにより破J裂されているが、 2.1mにわ

たって残る。幅O.5-0.6m、検出而からのi奈さは、 掘込

J也業の日でO.7mある。底而はほぼ水平で、掘込I也業のほ

からO.1-0.15m低い。白骨:ほの標高は79.2mである。i品の

下古11には、ffii込J也業から:iili航する拳大~人頭大の聴を多

数合み、上部はー11，):に埋めたてていた。

基 壇 悲 担の上而は，'flJ平を受けて いるため、本来の基

trU':j(こついては知ることができな t、。 しかし、掘込地業

の底而か ら版築こしJて而までの市さは、現状で2.5-2.7m

に述する。また、 この上部には、厚さO.7m Iλl外の耕土1M

があり、その大半は恭J.ii.:l..をすき込むことによって形成

されたものとみられる。おそらく、本米の基胞は、掘込

地業底而か ら3m以上、地表而か ら2m以上に及ぶ、ひ

じ よ うに ~'.Ij l、も のであっただろう。

ただ、今1"1の悲tft上而における調査は、加の狭いトレ

ンチによ るもので、しかも泣椛の保全を第ーとして、法

服土の掘り下げをおこなっていな t、。 そのため、礎石抜

誌を文続年冒1/1997-11 87 
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IB(松岡光氏所蔵品)

図82 苦情池廃寺の華干丸瓦 1: 3 

取穴の一部がかかっている可能性カ市川、箇所もあったが、 砂利敷 基JfI.東辺部の調査区において、基閣の外fJ!IJに径

確定はできなかった。礎石の据えつけおよび抜き収り痕 3 -5 cmの砂利敷を確認した。金堂の廃絶後は灰色粘土

跡や、それから復原される柱配置の解明は、将米の全面 府で襲われるが、この部分では、当時の地表面が遺存し

的調査に委ねる ことにしたい。

このほか、基Jfl外装についても、自IJ平および後代の油:

の重被により、その嘉互跡、を認めることはできなかった。

また加工痕をもっ石材やi疑灰岩片も 全 くなく、器国外装

の形状については不明である。

なお、発掘調査では、火災に遭った痕跡はま ったく認

められなかった。 建物のJi~絶理由が、焼失によるもので

ないことは1í'(~実である 。

3 その他の遺構

金堂基壇外周の溝基壇の商辺と北辺には、人IIIi大ほど

の自然礁を多数落とし込んだ索掘りの消:がめぐっている。

幅O.8-1.3m、検出面からのi奈さはO.6-0.8mである。

~Ytの方向は掘込地業の肩とほぼ平行するが、両者の間隔

は、西辺が2.5m、北辺が1.5mと災なる。

この構は、人為的に埋められた状況を呈 しており、埋

土の中から、近世の染付が出土 した。なお、堤防の杭土

からも近世の陶磁器が出土する ことから、吉備j也の築造

が近世に降ることはl明らかで、それ以前は水田て.あった

と推定される。上記の溝は、水田耕作の際に支障となる

聴を廃棄するために掘ったものであろう。

ただし、 ニ うした喋は、本来、金堂~t直に伴うもので

あった可能性が高い。後代にわざわざこの場所まで運び、

さらに鹿棄する必要性は認めがたいからで、ある。礁の数

iitゃ大きさか らみて、礎石の根石、基岨周囲のffi落や犬

走などの機能が想定されよう 。 また、喋ぞ廃棄した柿:が

京辺になく、 地形的に低い西と 北の二辺にあることから、

基国基底部のおきをそろえる何らかの工作に伴う可能性

もある。レずれにしても、基埋の市さを勘案すると、乱

石舶の基Jfl外装とは考えがたい と思う。

てレること になる。金堂周囲の舗装状態を示すものとし

て重要である。砂利敷上而の標高は、 80.8mである。

掘立柱穴 金堂基壇の西と 北京て¥掘立柱掘形と抜取穴

を検日"した。建物の一部とみられるが、規模は確定しが

たい。柱穴には少なくとも 3時期の重複がある。 うち 2

H寺JUlの柱掘形には、器国土に近い山土が多iitに含まれて

おり、金]i~造営|非l始後のものであろう 。 一方、 山土を含

まない残りの柱掘形は寺院造営に先行する可能性が向い。

この抜取穴から、 7 世紀中頃の土師器杯C ヵ~11'，二iごした。

古備池M[~í:の建立時Jtnをうかがわせるものである 。

4 出土遺物

今回の制査で出土した造物には、瓦矧のほか土器類、

金属製品、石製品があるが、瓦を除くとi4的には僅少で

ある。土r.器類は、土師協 ・須恵総 ・瓦総 ・近世陶磁器 ・

1直輪など、あわせて整理用木箱で 3箱分、金属製品は、

克永通宝 1点 t鉛玉 (鉄砲玉) 1点、石製品は弥生時代

の磨製石斧 1点などが出土しているにすぎない。以下、

瓦類について概略を述べる。

軒丸E 軒丸瓦 1 (以下、型式名は、大脇前拘論文によ

る)は、 18点出土した。 うち、 1 Bと比べて文本iftの告1]1.J

にやや乱れのある IAと石雀定できたものが 5点あるが

(図82-1 )、小片が多いため、 1B H在定できたものはな

い。 3月下旬に、和11祭川県在住の松田光氏のご!平なによ

り、氏所蔵の吉備i也廃寺採集の軒瓦(佐野美術館 『仏教

美術入門展』図版89 1988年)を実見したが、その中に

は 1Bもある (図82・2)。今後の吉備池廃寺の調査で、

1 Bも見つかるであろう 。 1A • 1 Bとも外縁に五重閤

紋をめくやらし、 三重目が太い。山田寺などの山田寺式軒

丸瓦も、重閤紋の外側から二重目が太〈、後出の瓦に継

奈文研年明1/1997・11 89 



丸瓦 1A・1B、型押し忍冬紋軒平瓦 1b 1・1b 2と同恒

の軒瓦が出土 している (r藤原概報16・17J)。 それによれ

ば、粁丸瓦の瓦当径は約21cm、粁平瓦の瓦当幅は約36cm

に復原できる。両廃寺聞の箔傷関係は、吉備池廃寺例が

小片のため、軒丸瓦については不明である。軒平瓦は、

いずれも若草伽藍213B より傷が進行しているが、両11~寺

の前後関係は今後の繰越である。また、両廃寺における

軒丸瓦の接合手法は同一であり、肝平瓦の忍冬紋の向き

l型がl'し宏、冬紋(lbl)

t瓦当幅の部さも共通する。さらに、これらにともなう

丸瓦と平瓦の多くがいずれも厚手で、他に硬質 ・薄手の

小型平瓦を一定量含むことも両廃寺に共通する。

なお、木之本廃寺の残存状況が良好な例を参考にする

2型引jIし忍冬紋(lbl)

，--

ノ .-
ー.ー・-"" ともに36cmf!/::になる。吉備と、丸瓦と平瓦の全長lま、

池廃寺と木之本廃寺の瓦は、軒瓦の瓦当はもちろん、丸

瓦 ・平瓦も飛ω時代の他の寺院をi変〈。大きさであり、大3三m狐紋を伴う型1'1'し忍冬紋(lb2)

吉備池廃寺の軒平瓦
規模な金堂にふさわしい。

C : 3 図83

まとめ

基壇の性格 今回検出した基埋は、東西37m、南北約28

mにおよぶ巨大なもので、面積にして1000m'を越える。

*された特徴である。丸瓦昔日lま、広端の凹而側を斜めに

カキヤブリを加えて瓦当裏商に接合する。

軒平耳 型計l'し君、冬紋軒-平瓦 1b 1が5点、それに聴磁挽

きの三重弧紋を加えた軒平瓦 1b 2が l点a土した。

、
h
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また、地表而からの基t直前も 2mに達し、伽藍の中心的

な建物であること は間違いな L、。平而が正方形でないこ

とから、金堂または講堂とみられるが、飛鳥時イtの~t堂

は、 ヲItr.~寺や山田寺のように、桁行(8 1111)が梁UII(4 

の 2 倍近い制長い平田 となる例が多く、基壇の日~

忍冬紋lま、若草伽藍213B(Ia)と問ーのスタンプを使

用しているが、悔はそれより進行 している。若草伽取と

異な り、スタンプを上下交互にがl'していないので、庖平

紋の効果が山ていないし、瓦当商が 3-4cm!:.幅狭いた

)
 

H
H
q
 

uuur
 

め、スタンプが瓦当而からはみ出て、忍冬紋が3分の 2

しか表出されていない(図83-1・2)。 も搭・金堂に比べて低い。この点か ら、講堂とは考えが

たく、金堂であることは確実であろう 。

瓦用箔型、粁平瓦用箔型による、

平瓦を製作する試みが進行していた。しかし、 213Bのス

タンプを、若草伽藍の瓦工房から吉備池廃寺の工房へ運

んで使用した瓦技術者は、若草伽藍の:粁平瓦に関する情

報を熟知していなかったのである。

丸・平耳 詳し瓦は1，530点 (248kg)、平瓦は8，206点 (912

ともに厚手品(J平さ20-25mm)が主体で、

凸面は叩き目を完全になで消す。丸瓦lま玉縁式である。

さらに、平瓦のうち重祉にして約 9%が、硬質で薄手(厚

さ10mm前後)であり、その多くが凸而に平行叩きや格子

叩きを施す。おそらく小型平瓦であろう。 しかし、これ

と組み合うべき硬質て部手の小型丸瓦は皆無に等し L、。

木之本廃寺との比較 木之本廃寺では、吉備池廃寺の桁:

ここでは、比較のため、推古天皇が盟iili宮に即位した

592年から694年の藤原選者11までを飛ω時代とし、

の主要寺院の金堂の平而を図示しておく(図84)。これか

ら明らかなよう に、 吉備j也廃寺の金堂は、(!ぽ同時期 t

推定される 山田寺金堂の実に3.1倍、藤原京の官寺である

本薬師寺金堂に比べてもl.9倍の基壇商加を?有する。飛九

そのUIJ

スタンプ、粁丸

日本初の紋様をも っ軒

7世紀前誕の若草伽聴では、手彫り、

吉備池鹿寺

金堂以外の堂絡については、発掘調査をおこ

なっていないため、伽聴会f本については明らかでない。

しかし、金堂土壇の西方に約50m離れて、やはり方形を

呈する土壇が存在する事実が注目される。二つの土tfLは

正しく東西に並んでおり、形状 tあわせて、

の建物基tfI.である ことは確実 とみてよい。

時代最大の金堂であることがわかる。

伽藍配置

kg)が出土。

奈文研 $1三割1/1997-1190 
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図84 飛鳥時代の金堂の平面規模の比較網11はl1!i込地:i!，

西方の土壇は、護岸工事により、 :It辺と京辺の原状が られる。若草伽藍l立、 643年の上宮王家滅亡11寺には、 !i.(!

損われているが、金堂と同じく、かなり前j~、器国 と考 え

られる。 また、工事前の写兵や図面か らみると、 金堂土

喧に比べて、より正方形に近い平而をもつようである。

応基山と推定するのが妥当で‘あろう 。

したがって、 吉備池廃寺lま、東に金堂、西によ衿を配し

た伽箆配置をとる可能性が市L、。金立が南而することか

ら、 伽;誌の正商がitJである こu之助かないとみられるの

で、金堂と併を?並世し た、 い わゆる法隆寺(西院fJJlI~)

式の配置が復原されよう。古備池廃寺は、この伽藍配置

の最古の例とな る可能性がある。

また、その場合、金堂と燃の間隔が、 心心附距離で84

m前後ときわめて長大な数値となる。これは、法隆寺西

院伽斑の峰・金堂心心間距11佐31.5mの2.7倍に達する。こ

の点から、吉備池j苑寺は、側々の建物のみならず、全体

の伽藍もきわめて大規模で、あった と推定される。

ただし、俗跡と考えられる土壇は未発掘であり、上記

の想定の正否については、今後の調査に委ねるほかはな

い。ま た、そのほかの施設、たとえば中門 ・回廊や講堂

については、現状でまったくその徴証を得る ことができ

ない。発掘による伽藍全容の解明がJUJ待される。

年代 吉備池U~寺から 出土す る Jlf:r瓦l立、 J采集品を含め

て、 2種類の組合せしか知られていない。

軒丸瓦は、いずれも、山田寺にわずカ、に先行する特徴

を備えて いる。rJ二宮聖徳法王子iT説袋担'Jおよ び発品ll制査

の所見によれば、 111田寺の伽藍のr.11で最初に造営された

のは金堂であり、その建立は皐極 2iF. (643)に始ま って

いる。 したがっ て、 吉備池J~ê~fの llf:FJL瓦は、このm:fJij の

時期に位置づけられる可能性が大き t、。

一方、軒平瓦は、若草伽慌て、使ったスタンプを再利用

してお り、若草伽目玉の主要脅11が完成した後の製作と考え

完成 していたと みてよ L、。吉備池廃寺のlI¥l平瓦の製作年

代は特定 しがt.:L 、が、少なくとも、粁丸瓦と 同時と して

矛盾はないことになる。また、型事11し忍冬紋の上に霊狐

紋を加えた '1司:平瓦の存在は、 11 1 1 1:1 ~'で成立.する 重弧紋'1司:

平瓦への過j度的な掠.fllを示すも のとみられる。

以上のことから、 吉備池!語学Fの軒瓦は、 643年創建の山

山寺にわずかに先行する年代を与える こと ができる。い

ずれにしても、吉備池廃寺の粁瓦の製作附始が、 640年か

ら大きく隔たることはないだろう 。吉備i也J1e寺の軒:瓦l立、

|時期をきわめて限定できる資料なのである。

さらに注目されるのは、補修mの瓦がまったく存在し

ないと い う事実である 。 また、 jl~:瓦以外の丸瓦 ・ 平瓦の

11'1土ii1;も慌少であり、 とくに使川に耐えるような完形品

は l例もな L、。 こうした点から、古備池Jie寺がこの地て‘

命脈を絶った寺院で丘い こと は明らかである。短期1111の

うちに、ほかへ移挫されたことは、 H~迷いないであろう 。

古備池!苑寺で出土する のは、その際に桟していった再利

問不能の瓦 とみられる。

吉備池廃寺の性格 それでは、台備池廃寺はどういった

性格をもち、史料.J:のEの寺にキ"当するのだろうか。

まず、その鋭般からみて、 一家-肢の氏寺とは考えられ

なL、。この点てι、古(jUl氏の氏寺としての吉備寺にあて

る説は成立しえないと思 う。吉備池!亮寺とほぼ同時期の

氏寺 としては、大化改新後に右大臣 となった蘇我合LIIIII

石川麻呂の発阪による 山田寺がある。 しかし、 吉備池J1e

寺の金堂は、 111回寺はもちろん、のちの古寺である川!点

寺や本薬師寺守も逝かにi麦くが税棋を有しているのである。

やは り、 天皐家にかかわる寺院と考えるべきであろう。

また、 r'i(iiIi池廃寺の位世は、宮室が集111した飛鳥地域

に近い。天皐家|剥係の寺院であればなおのこと、それに

{f:文研.11:判1/1997-11 91 



|拘わる記録は残りやすいはずである。吉備池廃寺を、史

料上の寺院の中に求めうる可能件.は高い内
〈だらのお必

そこで、有力な候補として浮上 して くるのが、百済大
でら

寺である。この寺は、 r日本i!st紀』とr大安寺伽藍縁起弁

流記資財帳J (以下 r縁起J) が、 ともに釘明11年 (639)

の発願と伝える、日本最初の勅願寺であった。寺地の移
たけちの必j;でら

転を伴う被雑な沿革をたどるが、その法燈は、高市大寺・

大官大寺を経て、今の大安寺に伝わる。

百済大寺の所在については、現在の広陵町百済周辺に

比定するのが通説だが、 この一帯で、それに該当す る遺

構や瓦の出土は全く知られていない。一方、香久山の西

北麓一帯に百済大寺を比定する見解もあり(和国王手「百

済宮再考j r季刊明日香風』第12号 1984年ほか)、木之

本廃寺はその有力な候補となっていた。従来から、木之

本廃寺の軒瓦 (=吉備池廃寺の軒瓦)については、百済

大寺のものとする見解が有力だったのである(山崎信二

「後期古墳と飛鳥白凪寺院j r文化財論叢J 1983年、大脇

潔 r飛鳥の寺J 1989年ほか)。

軒瓦から見た吉備池廃寺の年代lま、まさしく百済大寺

の年代と合致する。というより、現状で、百済大寺の瓦

はこれ以外に求めがたいのである。 この軒瓦を出土する

遺跡は、いずれも、今まで寺院跡としての明証を欠いて

いたが、それが造構として、 しかも並外れた規模のもの

と確認された以上、吉備池廃寺を百済大寺と見る説l立、

考古学的にかなりの説得力をもっ といってよい。

また 『縁 起』 によれば、百済大寺は、天武 2年 (673)

に高市の地に移建され、同市大寺となった。r日本型-紀』

も同年の造高市大寺司任命を伝えている。 そして、 ニれ

らも、吉備池廃寺が短期間のうちに他へ移転したという

知見と符合するのである。

なお、その場合、吉侃'l ì-tl!.lJ~寺と同箔の軒瓦を出土する

木之本廃寺は、高市大寺の有力候補となる。木之本廃寺

を百済大寺に比定するしその近辺に求めざるをえない

高市大寺 とが、あまりに近接した位世関係となってしま

う。あえて移転する意味があったとは思われない。 また、

木之本廃寺周辺は、十市~UI t高市郡の1"1界が錯綜してお

り、古代にいずれに属 したか即断できないが、吉備池廃

寺の地が-1'.1:して十市若11に属した こと は、 IJば縫いない。

吉備池廃寺を高市大寺にあてるのは困難である。

このほかにふ吉備池脱寺の周辺には、「カウベ」や「コ

テベjr日昔Iljといった地名があり(極考研編 『大和国粂

呈復原因J 1980年)、 r縁 起』や 『日本三代実録』の記事

から百済大寺近傍にあった tみられる「子部社j r子部大

神j tの関連を うかがわせる。 また、金堂の南方では、

過去の発掘で旧河道を検出しており(前回実知雄 「橋本

冠名遺跡発掘調査概報j r奈良県遺跡悶査概報 1984年

度J1985年)、 『日本音:紀J r縁 起』がともに百済大寺の所

在を 「百済川の{ftlJj t伝える記事との関係も注意される。

以上のことから、なおI:rl題とすべ き点は少なくないが、

吉備池B~寺が百済大寺である蓋然性は、きわめて高い と

考える。史料との整合性舎は じめ、残された課題につい

ては、伽艶全体の解明とともに今後の解決に委ね、ここ

では、ひとまず吉備池騎手Fを百済大寺にあてる仮説を提

示しておく ことにしたい。 (小津毅/史料瓦:佐Jli)

表B その他の発錦繍筆者証要

次数 地 区 傑 要

藤原宮78-10 藤原宮西而外i豪 外i衰の一部とみられる1lj'灰色粕土と徴砂府の互熔を確認。

11 81 藤原京右京;ー粂ー幼 坪内の東西道路や小波紋建物群、弁戸なEを検出。工房関係の造物も出土した。
11 81・2 篠原宮*方官1市街地区 丸太と石で綾j詳した南北i務1、井戸l、土坑2なE江戸時代の泣械を検出。

11 81-3 藤原宮西方g"術I街地区 中1止の制l溝、土坑など検出。藤原宮IVIの遺情なし。

11 81-4 藤原宮西方官術商j也区 中世の制IJm~検出。藤原宮拘!の遺椛なし。
11 81-5 藤原京右京五条ニ妨 中・近f止の細泌を多数検出。一部織り下げ、藤原宮WIの包合加や、 7世紀代の削減なEを陥認。

11 81-9 奥山久米寺双方 河川による堆績を確認。顕著な遺精なし。

11 81-10 藤原宮東方1ミ・11f;北地区 地裁下約0.65mで、 12世紀後半の南北清2と円形土坑2を検出。藤原宮WIの遺構I.t.不明。
11 81・11 藤原束、左京六条ニ坊 香久山函ul!の低l也で、 m状)jg析をli(tim.r地安i也」と|則元I!するか。

11 81-12 藤原宮東1;官llH南J也区 近世以降の土坑2、hY/.1 な!:"~検出。 日露関宮J切の逃梢而lま IYllljZされている 。

11 81・13 藤原京左京七条ニ坊 古代の土坑l、14世紀代の瓦器をともなう土坑6なEを検出。

11 81-15 藤原京左京六条ニ幼 藤原宮期の主主穴2なEの検出。

飛鳥寺1996-2 飛鳥寺東南部 中・近1止の土坑数ー基を検出。飛鳥寺所用瓦も出土。

石神遺跡1996-1 石神遺跡、 lIJi~な遺構なし 。
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5 まとめ
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